
62令和7年3月26日（水曜日）（増刊　13） 東　京　都　公　報

122 
 

表
Ｂ

－
３

－
１

６
 
令

和
５
年

度
就
学

支
援

金
精
算

報
告
書

 
経
費
の
区
分
 

内
訳
 

金
額
（
円
）
 

精
算
内
容
 

１
．
 

申
請
書
類
確
認

業
務
 

作
業

費
 

印
刷
製
本
費
 

 旅
費
交
通
費
 

通
信
運
搬
費
 

備
品
・
消
耗
品
費
 

賃
借
料
 

諸
経

費
 

 
小

計
 

185,240,924 
4,825,927  

15,224 
6,090,705 
3,608,596 
454,069 

41,942,229  
242,177,674 

申
請
書
類
確
認
作
業

費
 

資
格
認

定
・
交
付
決
定
等
通
知
書
印
刷
代
等
、

事
業
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
印
刷
代
等
 

事
務
連
絡
用
旅
費
 

各
種
印
刷
物
送
付
用
郵
券
及

び
発
送
代
 

事
務
機
器
・
事
務
用
品
等
購
入
代
 

事
務
機
器
・
事
務
用
品
等
レ
ン
タ

ル
代
 

実
施
計
画
等
の
企
画
・
検
討
に
要
す
る
経
費

等
 

２
．
 

事
務
処
理
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
 

・
管
理
業
務
 

作
業

費
 

備
品
・
消
耗
品
費
 

通
信
運
搬
費
 

賃
借
料
 

諸
経

費
 

 
小

計
 

95,380,453 
1,804,294 0 
227,033 

20,971,103  
118,382,883 

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
、
管
理
作
業

費
 

事
務
機
器
・
事
務
用
品
等
購
入
代
 

各
種
書
類
発
送
代
 

事
務
機
器
・
事
務
用
品
等
レ
ン
タ

ル
代
 

実
施
計
画
等
の
企
画
・
検
討
に
要
す
る
経
費

等
 

３
．
 

年
間
生
徒
異
動

状
況
整

理
業

務
 

作
業

費
 

備
品
・
消
耗
品
費
 

通
信
運
搬
費
 

賃
借
料
 

諸
経

費
 

 
小

計
 

15,436,738 
300,715 0 
37,837 

3,495,180  
19,270,470 

生
徒
数
報
告
受
付

・
集
計
作
業
費

 
事
務
機
器
・
事
務
用
品
等
購
入
代
 

各
種
書
類
発
送
代
 

事
務
機
器
・
事
務
用
品
等
レ
ン
タ

ル
代
 

実
施
計
画
等
の
企
画
・
検
討
に
要
す
る
経
費

等
 

４
．
 

説
明
会
開
催
補

助
及
び
問
い
合

わ
せ
対
応
業

務
 

作
業

費
 

備
品
・
消
耗
品
費
 

通
信
運
搬
費
 

賃
借
料
 

諸
経

費
 

 
小

計
 

15,436,738 
300,715 0 
37,837 

3,495,180  
19,270,470 

生
徒
数
報
告
受
付

・
集
計
作
業
費

 
事
務
機
器
・
事
務
用
品
等
購
入
代
 

各
種
書
類
発
送
代
 

事
務
機
器
・
事
務
用
品
等
レ
ン
タ

ル
代
 

実
施
計
画
等
の
企
画
・
検
討
に
要
す
る
経
費

等
 

合
計
（
税
抜
き
）

 
399,101,497 

 
賃
借
料
・
建
物
維
持
管

理
費
 

73,025,470 
 

消
費
税
（
10％

）
 

47,212,695 
 

合
計
（
税
抜
み
）

 
519,339,662 

 
都

提
供

資
料
よ

り
監

査
人

作
成

 
 

ま
た

、私
学

部
で

は
、令

和
５

年
度

就
学

支
援
金

等
事
務

委
託

の
仕
様

書
に

基
づ

き
、委

託
業

務
の

履
行

上
必

要
な

物
品

と
し

て
、書

庫
、テ

ー
ブ
ル

、椅
子

、パ
ソ

コ
ン

な
ど

を
私

学
財

団
に

貸
与

し
て

い
る

。
 

121 
 に

関
す

る
項

目
が

な
く

、
金

額
の

適
切

性
や

支
出

内
容

の
妥

当
性

の
確

認
は

過
年

度
か

ら
行

わ
れ

て
い

な
い

と
の

こ
と

で
あ

る
。し

か
し

、当
該

検
査

が
補

助
事

業
の

検
査

で
あ

る
こ

と
を

踏
ま

え
る

と
、手

続
や

書
類

な
ど

の
確

認
だ

け
で

は
十

分
で

な
く

、金
額

の
適

切
性

や
支

出
内

容
の

妥
当

性
に

つ
い

て
も

証
憑

類
を

基
に

確
認

す
る

こ
と

が
必

要
と

考
え

る
。

 
な

お
、私

学
財

団
を

最
終

的
な

交
付

先
と

す
る

補
助

事
業

に
つ

い
て

は
、私

学
財

団
が

補
助

金
を

直
接

使
用

し
、

私
学

財
団

か
ら

の
提

出
書

類
を

私
学

部
が

初
め

て
審

査
す

る
立

場
に

あ
る

こ
と

か
ら

、
私

学
財

団
を

通
じ

て
学

校
を

交
付

先
と

す
る

補
助

事
業

と
同

程
度

の
検

査
で

は
十

分
と

は
言

え
ず

、
当

該
立

場
と

し
て

の
説

明
責

任
を

果
た

せ
る

よ
う

な
検

査
内

容
を

定
め

る
必

要
が

あ
る

と
考

え
る

。
 

し
た

が
っ

て
、検

査
基

本
計

画
の

検
査

内
容

に
つ

い
て

、私
学

財
団

を
最

終
的

な
交

付
先

と
す

る
補

助
事

業
を

含
む

こ
と

、
及

び
同

補
助

事
業

に
つ

い
て

は
よ

り
慎

重
な

検
査

が
必

要
で

あ
る

こ
と

を
明

確
に

さ
れ

た
い

。ま
た

、私
学

財
団

を
通

じ
て

行
わ

れ
る

補
助

事
業

と
最

終
的

な
交

付
先

と
す

る
補

助
事

業
の

い
ず

れ
に

つ
い

て
も

、
説

明
責

任
を

十
分

に
果

た
せ

る
よ

う
、

金
額

の
適

切
性

や
支

出
内

容
の

妥
当

性
に

つ
い

て
証

憑
類

を
基

に
確

認
す

る
こ

と
を

検
査

項
目

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
に

追
加

さ
れ

た
い

。
 

 （ （
６６

））
高高

等等
学学

校校
等等

就就
学学

支支
援援

金金
等等

支支
給給

事事
務務

にに
関関

すす
るる

委委
託託
  

アア
  

概概
要要

  
高

等
学

校
等

就
学

支
援

金
制

度
は

、
授

業
料

に
充

て
る

た
め

の
就

学
支

援
金

を
支

給
す

る
こ

と
に

よ
り

、高
等

学
校

等
に

お
け

る
教

育
に

係
る

経
済

的
負

担
の

軽
減

を
図

り
、も

っ
て

教
育

の
実

質
的

な
機

会
均

等
に

寄
与

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

も
の

で
あ

る
。

国
公

私
立

を
問

わ
ず

、高
等

学
校

等
に

通
う

所
得

等
要

件
を

満
た

す
世

帯（
年

収
約

910万
円

未
満

の
世

帯
）

の
生

徒
に

対
し

て
、授

業
料

に
充

て
る

た
め

、国
か

ら
高

等
学

校
等

就
学

支
援

金
が

支
給

さ
れ

る
が

、
支

給
事

務
に

つ
い

て
は

各
都

道
府

県
が

主
体

で
実

施
し

て
い

る
。

 
私

学
部

で
は

、私
立

学
校

に
係

る
支

給
事

務
を

担
当

し
て

お
り

、私
学

財
団

と
の

間
で

、「
令

和
５

年
度

高
等

学
校

等
就

学
支

援
金

等
支

給
事

務
に

関
す

る
委

託（
概

算
契

約
）」（

以
下「

令
和

５
年

度
就

学
支

援
金

等
事

務
委

託
」
と
い

う
。）

を
締

結
し

て
い

る
。
当
該

契
約

は
、
都

が
行

う
東

京
都

私
立

高
等

学
校

等
就

学
支

援
金

等
の

支
給

事
務

の
執

行
に

当
た

り
、

各
学

校
の

実
情

に
配

慮
し

つ
つ

、申
請

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

に
応

じ
て

効
率

的
、安

定
的

な
執

行
体

制
を

確
保

し
、

年
間

を
通

じ
て

業
務

が
滞

り
な

く
行

わ
れ

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
い

る
。

 
令

和
５

年
度

就
学

支
援

金
等

事
務

委
託

は
契

約
締

結
後

に
概

算
払

に
よ

り
委

託
料

を
支

払
い

、委
託

業
務

の
完

了
後

に
委

託
完

了
届

及
び

精
算

報
告

書
の

提
出

を
受

け
、金

額
の

確
定

及
び

精
算

を
行

っ
て

い
る

。な
お

、令
和

５
年

度
の

東
京

都
私

立
高

等
学

校
等

就
学

支
援

金（
以

下
「

令
和

５
年

度
就

学
支

援
金

」
と
い

う
。）

に
係

る
精

算
報

告
書

は
、
以

下
の

と
お

り
で

あ
る

。
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 令

和
５

年
度

就
学

支
援

金
等

事
務

委
託

 
仕

様
書

 
６

 
支

出
計

画
 

 
本

件
委

託
業

務
の

契
約

に
当

た
り

、
都

の
契

約
相

手
方
と

な
る

事
業
者
（

以
下
「

受
託

者
」

と
い

う
。）

は
、
経

費
の

見
積

り
の

ほ
か

、
支

出
計

画
書
（

様
式
１

）
及

び
年
間

支
出

計
画

表
（

様
式

２
）

を
都

に
提

出
す

る
こ

と
。

 
ま

た
、

支
出

計
画

書
の

提
出

に
当

た
っ
て

は
、

同
時
に

内
訳
書

を
提

出
す
る

こ
と

。
 

（
中

略
）
 

９
 
精

算
 

 
受

託
者

は
精

算
に

当
た

っ
て

は
、

支
出

計
画

書
に

対
応

し
た

内
訳

書
を

付
け

る
こ

と
と

す
る

。
 

 （
指

摘
３

－
１

）
平

成
27年

度
包

括
外
部

監
査

の
意
見

に
係
る

措
置

の
未
実

施
に

つ
い

て
 

平
成

27年
度

包
括

外
部

監
査

に
お

け
る
「
高

等
学
校

等
就

学
支
援

金
支
給

事
務

に
関

す
る

委
託
（

概
算

契
約

）」
に

つ
い

て
の

意
見

を
踏

ま
え
、
措

置
と
し

て
「
支

出
計

画
書

の
提

出
及

び
精

算
に

当
た

っ
て

は
、経

費
の

区
分

ご
と

の
内

訳
書
を

提
出
さ

せ
る

こ
と
と

し
た

。こ
の

こ
と

に
よ

り
、
計
画

と
実

績
の

比
較
・
検

証
を

適
切
に

行
っ

て
い
く

こ
と
と

し
た

。」
と

さ
れ

て
い

た
。し

か
し

、令
和

５
年

度
に

お
い

て
は

支
出

計
画
書

の
提
出

及
び

精
算
に

お
い

て
内

訳
書

が
作

成
さ

れ
て
お

ら
ず

、担
当

者
に

よ
れ

ば
、措

置
を

講
じ

た
当

初
か
ら

内
訳

書
を

作
成
・
使

用
し

て
い

な
か
っ

た
と

の
こ

と
で

あ
る

。
 

地
方

自
治

法
（
昭

和
22年

法
律

第
67号

）
第

252条
の

38第
６

項
の
規

定
に

よ
っ

て
知

事
が

講
じ

た
措

置
が

当
初

か
ら

実
行

さ
れ

て
い

な
い

た
め

、
早

急
に

措
置

の
内

容
を

実
行

す
べ

き
で

あ
る

。ま
た
、本

件
に
限

ら
ず

、今
後
同

様
の

状
況
を

生
じ
さ

せ
な

い
た

め
に

、講
じ

た
措

置
の

実
行

状
況

に
つ

い
て

は
、

私
学

部
に

お
い

て
定

期
的

に
確

認
す

る
こ

と
を

ル
ー

ル
と

し
て

明
文

化
し

た
上

で
運

用
さ

れ
た

い
。

 
 （

イ
）

私
学

部
に

よ
る

精
算

報
告

書
の

審
査

 
令

和
５

年
度

就
学

支
援

金
等

事
務

委
託

は
、

精
算

報
告

書
に

基
づ

い
て

金
額

の
確

定
を

行
っ

て
い

る
た

め
、私

学
部

に
お

い
て

は
、精

算
報
告

書
の
内

容
に

つ
い
て

十
分

に
審

査
を

行
う

必
要

が
あ

る
。こ

こ
で

、令
和

５
年

度
の
精

算
報
告

書
を

閲
覧
し

た
と
こ

ろ
、以

下
の

と
お

り
、

経
費

の
区

分「
３

．年
間

生
徒

異
動

状
況

整
理

業
務

」と「
４

．説
明

会
開
催

補
助

及
び

問
い

合
わ

せ
対

応
業

務
」

に
金

額
や

精
算

内
容
も

含
め

て
全
く

同
じ
内

容
が

記
載
さ

れ
て

い
た

。
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 イイ

  
監監

査査
のの

結結
果果

  
（

ア
）

平
成

27年
度

包
括

外
部

監
査

の
意

見
と

措
置

 
 

平
成

27年
度

包
括

外
部

監
査

で
は

、「
平

成
26年

度
高

等
学

校
等

就
学

支
援

金
支

給
事

務
に

関
す

る
委

託（
概

算
契

約
）」に

つ
い

て
以

下
の

意
見

が
付

さ
れ

て
お

り
、平

成
30年

２
月

に
は「

包
括

外
部

監
査

の
結

果
に

基
づ

き
知

事
等

が
講

じ
た

措
置

の
通

知
内

容
」に

て
、以

下
に

示
す

措
置

が
講

じ
ら

れ
て

い
た

。
 

 平
成

27年
度

包
括

外
部

監
査

報
告

書
 

（
意

見
２

－
３

２
）

支
出

計
画

の
検

証
に

つ
い

て
  

「
平

成
26

年
度

高
等

学
校

等
就

学
支

援
金

支
給

事
務

に
関

す
る

委
託

（
概

算
契

約
）」

の
委

託
に

要
す

る
経

費
に

は
、様

々
な

費
目

が
含

ま
れ

て
い

る
が

、私
学

財
団

が
私

学
部

に
提

出
し

た「
支

出
計

画
書

」に
お

い
て

は
、経

費
区

分
の

内
訳

の
み

で
あ

り
、詳

細
な

費
目（

例
え

ば
、

作
業

費
や

諸
経

費
の

内
訳

な
ど

）
が

記
載

さ
れ

て
い

な
い

。
 

こ
の

よ
う

な
状

況
で

は
、

契
約

締
結

時
に

両
者

合
意

し
た

支
出

計
画

と
私

学
財

団
が

業
務

を
行

っ
た

結
果

と
し

て
の

実
績

と
の

比
較

検
証

を
適

時
適

切
に

実
施

し
た

と
す

る
私

学
部

の
主

張
及

び
そ

の
実

効
性

に
は

疑
念

を
持

た
ざ

る
を

得
な

い
。

 
少

な
く

と
も

、
私

学
部

は
明

瞭
性

の
観

点
か

ら
、「

支
出

計
画

書
」
の

経
費

の
区

分
を

適
切

に
定

義
し

、こ
れ

を「
支

出
計

画
書

」な
ど

の
様

式
に

反
映

さ
せ

る
こ

と
と

さ
れ

た
い

。そ
の

上
で

、委
託
費

用
の

精
算

の
合

理
性

を
確

認
す

る
た

め
、計

画
と

実
績

の
比

較
を

行
う

と
と

も
に

、
事

後
的

に
私

学
部

が
適

時
適

切
な

検
証

を
行

っ
て

い
る

こ
と

を
疎

明
で

き
る

体
制

を
構

築
す

る
こ

と
と

さ
れ

た
い

。
 

 包
括

外
部

監
査

の
結

果
に

基
づ

き
知

事
等

が
講

じ
た

措
置

の
通

知
内

容
 

（
措

置
の

概
要

）
 

「
生

活
文

化
局

私
学

部
に

お
け

る
委

託
契

約
に

係
る

規
定

」に
お

い
て

、委
託

料
の

構
成

費
目

の
内

容
及

び
積

算
に

つ
い

て
定

め
る

と
と

も
に

、
支

出
計

画
書

の
提

出
及

び
精

算
に

当
た

っ
て

は
、

経
費

の
区

分
ご

と
の

内
訳

書
を

提
出

さ
せ

る
こ

と
と

し
た

。
 

こ
の

こ
と

に
よ

り
、

計
画

と
実

績
の

比
較

・
検

証
を

適
切

に
行

っ
て

い
く

こ
と

と
し

た
。

 
 

措
置

に
よ

れ
ば

、「
支

出
計

画
書

の
提

出
及

び
精

算
に

当
た

っ
て

は
、
経
費

の
区

分
ご

と
の

内
訳

書
を

提
出

さ
せ

る
こ

と
と

し
た

。」
と

の
記

載
が

あ
り

、
令

和
５

年
度

就
学

支
援

金
等

事
務

委
託

の
仕

様
書

に
は

以
下

の
記

載
も

あ
る

も
の

の
、

支
出

計
画

書
の

提
出

及
び

精
算

に
お

い
て

内
訳

書
が

作
成

さ
れ

て
お

ら
ず

、
平

成
27年

度
包

括
外

部
監

査
の

意
見

へ
の

対
応

と
し

て
講

じ
た

措
置

が
、

当
初

か
ら

実
行

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

。
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 「

精
算

内
容

」
欄

の
記

載
に

誤
り

が
生

じ
て

い
た

。
ま
た

、「
３

．
年
間

生
徒

異
動

状
況

整
理

業
務

」と「
４

．説
明

会
開

催
補

助
及

び
問
い

合
わ
せ

対
応

業
務
」は

、そ
れ

ぞ
れ

仕
様
書

の
異

な
る

箇
所

に
対

応
す

る
業

務
で

あ
る

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

金
額

や
精

算
内

容
も

含
め

て
全

く
同

じ
内

容
が

記
載

さ
れ

て
い

た
。

 
担

当
者

に
よ

れ
ば

、前
者

に
つ

い
て
は

当
該
誤

り
を

認
識
し

て
お
ら

ず
、後

者
に

つ
い
て

は
委

託
額

の
範

囲
で

執
行

さ
れ

た
こ

と
を

確
認

す
る

の
み

で
、

内
訳

に
つ

い
て

金
額

を
裏

付
け

る
根

拠
資

料
の

確
認

は
し

て
お

ら
ず

、
実

費
精

算
に

係
る

証
憑

類
の

確
認

も
実

施
し

て
い

な
い

と
の

こ
と

で
あ

っ
た

。そ
の

た
め

、精
算

報
告

書
の
内

容
に

つ
い
て

十
分
な

審
査

が
行

わ
れ

て
い

る
と

言
え

る
か

に
は

懸
念

が
あ

る
。
 

し
た

が
っ

て
、本

委
託

に
限

ら
ず

、概
算
払

を
行
う

委
託
契

約
の

精
算
金

額
の

確
定
に

当
た

っ
て

は
、不

適
当

な
経

費
が

含
ま

れ
て

い
な
い

か
と
い

っ
た

観
点
も

含
め
て

、精
算

内
容

に
つ

い
て

十
分

に
審

査
を

行
わ

れ
た

い
。特

に
金

額
に
つ

い
て
は

、内
訳

書
等

の
根
拠

資
料

に
よ

り
積

算
過

程
を

確
認

す
る

こ
と

、
中

で
も

実
費

精
算

を
行

う
経

費
に

つ
い

て
は

証
憑

類
に

よ
り

確
認

す
る

こ
と

を
、

内
規

等
の

ル
ー

ル
と

し
て

明
文
化

し
た

上
で
運

用
さ
れ

た
い

。
 

 （
ウ

）
精

算
報

告
書

の
様

式
 

令
和

５
年

度
就

学
支

援
金

等
事

務
委

託
の

う
ち

就
学

支
援

金
に

つ
い

て
精

算
報

告
書

の
様

式
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、「

経
費

の
区

分
」
に

示
さ

れ
る
４

つ
の
項

目
は

、
令

和
４

年
度
ま

で
の

仕
様

書
の

内
容

と
は

対
応

し
て

い
る

も
の

の
、

令
和

５
年

度
に

お
け

る
仕

様
書

の
大

幅
な

見
直

し
が

反
映

さ
れ

て
い

な
い

様
式

で
あ

っ
た
。そ

こ
で

、精
算
報

告
書

の「
経

費
の

区
分

」
と

仕
様

書
と

の
対

応
関

係
に

つ
い

て
担

当
者

に
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
以

下
の

と
お

り
と

の
こ
と

で
あ

っ
た

。
 

 表
Ｂ

－
３

－
１
８

 
私

学
部

か
ら

提
示

さ
れ

た
「
経

費
の
区

分
」

と
仕
様

書
と

の
対
応

関
係

 
精

算
報

告
書

の
「

経
費

の
区

分
」

 
仕

様
書

 
１

．
申

請
書

類
確

認
業

務
 

別
紙

１
、

別
紙

２
、

別
紙

５
 

２
．

事
務

処
理

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

構
築

・
管

理
業

務
 

別
紙

１
の

４
（

１
）

～
（

７
）

、
別

紙
５

 
３

．
年

間
生

徒
異

動
状

況
整

理
業

務
 

別
紙

１
の

４
（

６
）

、
別

紙
５

 
４

．
説

明
会

開
催

補
助

及
び

問
合

せ
対

応
業

務
 

別
紙

３
、

別
紙

４
、

別
紙

５
 

都
提

供
資

料
よ

り
監

査
人

作
成 

 こ
こ

で
、
別
紙

１
に

は
下

表
の

委
託

業
務

が
含
ま

れ
る
が

、
例

え
ば

、「
４
（

11）
家
計

急
変

制
度

申
請

に
係

る
対

応
」に

つ
い

て
は

、「
本

制
度

に
つ
い

て
も

、e-Shienに
よ

る
申
請
・

審
査

を
予

定
す

る
」
と
い

う
記

載
が

あ
る

た
め

、
別

紙
１

の
４
（

１
）
か

ら
（

７
）
ま

で
と

同
様

に「
２

．事
務
処

理
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
構

築
・
管

理
業
務

」に
も

含
む

べ
き

で
あ

る
。こ

の
点

に
つ

い
て

は
、監

査
人

か
ら

の
指

摘
に

よ
り

対
応

関
係
表

の
誤
り

が
判

明
し
た

。ま
た

、別
紙
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表
Ｂ

－
３

－
１

７
 
令

和
５

年
度

就
学

支
援

金
精

算
報

告
書

（
一

部
抜

粋
）

 
経
費
の
区
分
 

内
訳
 

金
額
（
円
）
 

精
算
内
容
 

３
．
 

年
間
生
徒
異
動

状
況
整

理
業

務
 

作
業

費
 

備
品
・
消
耗
品
費
 

通
信
運
搬
費
 

賃
借
料
 

諸
経

費
 

 
小

計
 

15,436,738 
300,715 0 
37,837 

3,495,180  
19,270,470 

生
徒
数
報
告
受
付

・
集
計
作
業
費

 
事
務
機
器
・
事
務
用
品
等
購
入
代
 

各
種
書
類
発
送
代
 

事
務
機
器
・
事
務
用
品
等
レ
ン
タ

ル
代
 

実
施
計
画
等
の
企
画
・
検
討
に
要
す
る
経
費

等
 

４
．
 

説
明
会
開
催
補

助
及
び
問
い
合

わ
せ
対
応
業

務
 

作
業

費
 

備
品
・
消
耗
品
費
 

通
信
運
搬
費
 

賃
借
料
 

諸
経

費
 

 
小

計
 

15,436,738 
300,715 0 
37,837 

3,495,180  
19,270,470 

生
徒
数
報
告
受
付

・
集
計
作
業
費

 
事
務
機
器
・
事
務
用
品
等
購
入
代
 

各
種
書
類
発
送
代
 

事
務
機
器
・
事
務
用
品
等
レ
ン
タ

ル
代
 

実
施
計
画
等
の
企
画
・
検
討
に
要
す
る
経
費

等
 

都
提

供
資

料
よ

り
監

査
人

作
成

 
 

ま
ず

、精
算

内
容

が
同

じ
で

あ
る

点
に

つ
い

て
、支

出
計

画
書

を
閲

覧
し

た
と

こ
ろ

、「
４

．
説

明
会

開
催

補
助

及
び

問
い

合
わ

せ
対

応
業

務
」
の

作
業

費
は

、「
説

明
会

開
催

等
補

助
・
問

合
せ

対
応

作
業

費
」と

さ
れ

て
い

た
。一

方
で

、精
算

報
告

書
で

は
誤

っ
て「

生
徒

数
報

告
受

付・集
計

作
業

費
」と

記
載

さ
れ

て
い

た
が

、私
学

部
は

当
該

誤
り

に
気

付
い

て
い

な
か

っ
た

。
次

に
、
金

額
が

同
じ

で
あ

る
点

に
つ

い
て

は
、「

３
．
年

間
生

徒
異

動
状

況
整

理
業

務
」
は
仕

様
書

の
別

紙
１

の
４（

６
）及

び
別

紙
５

に
対

応
す

る
業

務
、「

４
．説

明
会

開
催

補
助

及
び

問
い

合
わ

せ
対

応
業

務
」は

仕
様

書
の

別
紙

３
、別

紙
４

及
び

別
紙

５
に

対
応

す
る

業
務

と
の

こ
と

で
、

業
務

内
容

が
異

な
る

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

全
く

同
じ

金
額

（
19,270,470

円
）

と
い

う
不

自
然

な
状

況
で

あ
っ

た
。な

お
、本

委
託

で
は

、仕
様

書
に

基
づ

き
、賃

料
、光

熱
水

費
及

び
建

物
維

持
管

理
費

は
実

費
精

算
と

す
る

こ
と

に
な

っ
て

い
る

。
 

こ
こ

で
、

精
算

報
告

書
を

ど
の

よ
う

に
審

査
し

て
い

る
か

に
つ

い
て

担
当

者
に

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
、

委
託

額
の

範
囲

で
執

行
さ

れ
た

こ
と

を
確

認
す

る
の

み
と

の
こ

と
で

あ
っ

た
。す

な
わ

ち
、不

適
当

な
経

費
が

含
ま

れ
て

い
な

い
か

と
い

っ
た

観
点

も
含

め
て

、
金

額
を

裏
付

け
る

根
拠

資
料

や
実

費
精

算
に

係
る

証
憑

類
の

確
認

は
行

っ
て

お
ら

ず
、

十
分

な
審

査
が

行
わ

れ
て

い
る

と
言

え
る

か
に

は
懸

念
が

あ
る

。
 

 （
意

見
３

－
９

）
精

算
報

告
書

に
係

る
審

査
の

十
分

性
に

つ
い

て
 

「
令

和
５

年
度

高
等

学
校

等
就

学
支

援
金

等
支

給
事

務
に

関
す

る
委

託（
概

算
契

約
）」は

、
精

算
報

告
書

に
基

づ
い

て
金

額
の

確
定

を
行

っ
て

い
る

た
め

、
精

算
報

告
書

の
内

容
に

つ
い

て
十

分
に

審
査

を
行

う
必

要
が

あ
る

が
、
令

和
５

年
度

の
精

算
報

告
書

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
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 （

意
見

３
－

１
０

）
精

算
報

告
書

の
様

式
の

適
切

性
に
つ

い
て
 

「
令

和
５

年
度

高
等

学
校

等
就

学
支

援
金

等
支

給
事
務

に
関
す

る
委

託
（

概
算

契
約

）」
の

う
ち

就
学

支
援

金
に

つ
い

て
精

算
報

告
書
の

様
式

を
確
認

し
た
と

こ
ろ

、「
経

費
の

区
分

」
に

つ
い

て
、

令
和

５
年

度
に

お
け

る
仕

様
書
の

大
幅

な
見
直

し
が
反

映
さ

れ
て
い

な
か

っ
た

。
 

精
算

報
告

書
を

審
査

す
る

立
場

に
あ

る
私

学
部

か
ら
は

、精
算

報
告

書
の「

経
費

の
区
分

」
と

仕
様

書
と

の
対

応
関

係
に

つ
い

て
説

明
を

受
け

た
が

、
監

査
人

か
ら

の
指

摘
に

よ
っ

て
対

応
関

係
の

一
部
に

誤
り

が
あ

っ
た

こ
と

が
判

明
し
た

。ま
た
、対

応
関

係
が

複
雑

で
あ

る
た

め
、

私
学

部
が

審
査

を
行

う
に

当
た

っ
て

も
、

仕
様

書
の

内
容

に
鑑

み
て

不
要

な
経

費
を

支
払

っ
て

い
な

い
か

、
及

び
仕

様
書

の
内

容
が

全
て

実
施

さ
れ

て
該

当
す

る
支

出
が

生
じ

て
い

る
か

の
両

面
か

ら
、

金
額

の
適

切
性

や
支

出
内

容
の

妥
当

性
を

確
認

す
る

こ
と

が
困

難
な

様
式

で
あ

る
と

い
わ

ざ
る

を
得

な
い

。
 

支
払

う
べ

き
金

額
の

適
切

性
を

担
保

す
る

た
め

、
仕

様
書

の
内

容
と

の
明

確
な

対
応

関
係

が
確

認
で

き
る

よ
う

に
精

算
報

告
書

の
様

式
を

見
直
さ

れ
た

い
。
 

 （
エ

）
委

託
契

約
に

基
づ

い
て

私
学

財
団

に
貸

与
す
る

物
品

 
私

学
部

は
、委

託
業

務
の

履
行

上
必

要
な

物
品

と
し
て

、書
庫

、テ
ー

ブ
ル

、椅
子

、パ
ソ

コ
ン

な
ど

を
受

託
者

で
あ

る
私

学
財

団
に

貸
与

し
て

お
り

、
令

和
５

年
度

就
学

支
援

金
等

事
務

委
託

の
仕

様
書

で
は

、「
受

託
者

は
、
備

品
を

購
入
後

、
物

品
が

使
用
・
管

理
さ

れ
て

い
る

こ
と

に
つ

い
て

、年
に

一
回

、都
の
物

品
管
理

規
定
に

基
づ

く
検
査

に
協
力

す
る

こ
と

」が
定

め
ら

れ
て

い
る

。私
学

部
で

は
、貸

与
物

品
一

覧
を
基

に
都

の
所
有

物
品
に

つ
い

て
毎

年
確

認
し

て
い

る
と

の
こ

と
で

あ
っ

た
。

 
担

当
者

に
よ

れ
ば

、仕
様

書
に

記
載
の

都
の
物

品
管

理
規
定

と
は
、東

京
都
物

品
管

理
要

綱
を

指
し

て
お

り
、
私

学
財

団
は

同
要

綱
第

30条
第
１

項
三

で
定
め

る
指
定

管
理

者
等

に
該

当
す

る
た

め
、

同
要

綱
に

基
づ

く
物

品
管

理
を

行
う

必
要
が

あ
る
。

 
 東

京
都

物
品

管
理

要
綱

第
30条

 
（

指
定

管
理

者
等

に
お

け
る

物
品

管
理

）
 

２
 

都
の

所
管

部
署

は
、指

定
管

理
者
等

と
の
協

定
又

は
契
約（

以
下「

協
定

等
」と

い
う

。）
を

締
結

す
る

と
き

は
、

次
に

掲
げ

る
と
こ

ろ
に

よ
り
事

務
を
行

わ
な

け
れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 
一

 
協

定
等
の

際
、物

品
取

扱
要

領
等

を
定
め

、当
該

協
定
等

に
係

る
業
務

の
遂

行
の

た
め

当
該

施
設
等

に
備

え
て

あ
る

備
品
（
以

下
「

都
の

所
有

物
品
」
と
い

う
。）

の
管

理
が

適
正

に
行

わ
れ

る
よ

う
、指

定
管

理
者
等

を
指

導
す
る

こ
と
。な

お
、新

た
に

物
品

取
扱

要
領

等
を

定
め

る
と

き
は

、
そ

の
内

容
に

つ
い
て

会
計
管

理
局

に
確
認

す
る

こ
と
。

 
 

二
 

都
の

所
有

物
品

の
一

覧
表

（
物

品
管

理
者

別
物

品
一

覧
表

又
は

そ
れ

に
代

わ
る

台
帳

等
）を

作
成

し
た

上
、指

定
管

理
者

等
に

提
示
し

、都
の

所
有
物

品
の
数

量
、使

用
場

所
、

使
用

状
況
等

を
把

握
さ

せ
る

こ
と

。
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 １

や
別

紙
５

に
つ

い
て

は
、精

算
報

告
書

の「
経

費
の

区
分

」の
複

数
の

項
目

に
関

連
し

て
い

る
た

め
、ど

の
区

分
に

ど
の

経
費

を
計

上
す

る
か

に
つ

い
て

、判
断

に
恣

意
性

が
入

り
か

ね
な

い
。

 
 

別
紙

１
 

就
学

支
援

金
に

係
る

審
査

等
業

務
 

１
 

業
務

の
概

要
 

 
 

令
和

５
年

度
よ

り
、

就
学

支
援

金
に

つ
い

て
は

高
等

学
校

等
就

学
支

援
金

オ
ン

ラ
イ

ン
申

請
シ

ス
テ

ム
「

e-Shien」
を

導
入

す
る

。
こ

れ
に

伴
い

、
就

学
支

援
金

に
係

る
審

査
等

の
業

務
は

e-Shien上
で

行
う

こ
と

と
な

る
。

た
だ

し
、

一
部

e-Shien外
で

実
施

す
る

業
務

も
生

じ
る

。
 

（
中

略
）

 
４

 
主

要
な

委
託

業
務

（
抜

粋
）

 
（

１
）「

宛
名

新
規

発
番

依
頼

フ
ァ

イ
ル

」
及

び
「

税
額

照
会

依
頼

フ
ァ

イ
ル

」
等

の
出

力
 

（
２

）
課

税
証

明
書

に
よ

る
申

請
案

件
に

係
る

課
税

標
準

額
等

の
入

力
 

（
３

）
住

民
税

情
報

等
の

照
会

に
係

る
エ

ラ
ー

分
の

不
備

修
正

対
応

 
（

４
）

e-Shien上
に

お
け

る
「

審
査

完
了

」
及

び
「

通
知

発
出

」
処

理
 

（
５

）
申

請
者

宛
て

通
知

書
の

作
成

と
発

出
 

（
６

）
各

交
付

に
係

る
実

績
報

告
 

（
７

）
支

給
者

台
帳

一
覧

の
出

力
 

（
８

）
困

難
案

件
等

へ
の

対
応

 
（

９
）

特
定

個
人

情
報

に
係

る
対

応
 

（
10）

過
年

度
処

理
に

係
る

対
応

 
（

11）
家

計
急

変
制

度
申

請
に

係
る

対
応

 
 

 
 

令
和

５
年

度
よ

り
、保

護
者

等
に

お
い

て
、自

己
の

責
め

に
帰

す
べ

き
理

由
に

よ
ら

な
い

離
職

な
ど

に
よ

り
収

入
が

著
し

く
減

少
し

た
場

合
に

、
前

年
の

住
民

税
情

報
に

よ
ら

ず
に

就
学

支
援

金
を

支
給

す
る

制
度

が
新

設
さ

れ
た

。
 

 
 

 
受

託
者

は
、本

制
度

に
係

る
審

査
等

、一
連

の
事

務
を

実
施

す
る

こ
と

。な
お
、本

制
度

に
つ

い
て

も
、e-Shienに

よ
る

申
請
・
審

査
を

予
定

す
る

が
、受

給
要

件
や

審
査

フ
ロ

ー
が

通
常

分
と

異
な

る
た

め
、

留
意

し
て

対
応

す
る

こ
と

。
 

（
12）

受
託

者
に

お
け

る
そ

の
他

保
護

者
負

担
軽

減
制

度
業

務
担

当
と

の
情

報
共

有
 

 精
算

報
告

書
の「

経
費

の
区

分
」と

仕
様

書
と

の
対

応
関

係
が

複
雑

で
あ

り
、前

述
の

よ
う

に
対

応
関

係
の

整
理

を
誤

っ
て

い
た

こ
と

を
踏

ま
え

る
と

、
私

学
部

が
審

査
を

行
う

に
当

た
っ

て
も

、仕
様

書
の

内
容

に
鑑

み
て

不
要

な
経

費
を

支
払

っ
て

い
な

い
か

、及
び

仕
様

書
の

内
容

が
全

て
実

施
さ

れ
て

該
当

す
る

支
出

が
生

じ
て

い
る

か
の

両
面

か
ら

、
金

額
の

適
切

性
や

支
出

内
容

の
妥

当
性

を
確

認
す

る
こ

と
が

困
難

な
様

式
で

あ
る

と
い

わ
ざ

る
を

得
な

い
。
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 （

意
見

３
－

１
１

）
委

託
契

約
の

物
品

管
理

に
つ

い
て
 

東
京

都
物

品
管

理
要

綱
に

よ
れ

ば
、

都
の

所
有

物
品

の
一

覧
表

を
作

成
し

て
指

定
管

理
者

等
に

提
示

し
、都

の
所

有
物

品
の

数
量

、使
用

場
所

、使
用

状
況

等
を
把

握
さ

せ
る

と
と

も
に

、
指

定
管

理
者

等
に

都
の

所
有

物
品

の
照

合
を

す
る

こ
と

に
よ

り
状

況
確

認
を

さ
せ

る
必

要
が

あ
る

旨
が

定
め

ら
れ

て
い

る
。

 
「

令
和

５
年

度
高

等
学

校
等

就
学

支
援
金

等
支

給
事
務

に
関
す

る
委

託
（

概
算

契
約

）」
に

つ
い

て
、都

か
ら
私

学
財

団
に

貸
与

さ
れ

た
物

品
を

監
査
人

が
確

認
し
た

と
こ

ろ
、貸

与
物

品
一

覧
と

現
物

と
の

対
応

関
係

が
明

瞭
で

は
な

か
っ

た
。す

な
わ

ち
、東

京
都
物

品
管

理
要

綱
に

照
ら

し
て

適
切

な
状

況
と

は
言

え
ず

、
同

要
綱

に
定

め
る

所
有

物
品

の
照

合
を

行
う

際
の

障
害

に
な

る
こ

と
も

懸
念

さ
れ

る
。

 
担

当
者

が
替

わ
っ

て
も

貸
与

物
品

一
覧

と
現

物
と

の
対

応
関

係
を

識
別

で
き

る
よ

う
に

、
資

産
番

号
、貸

与
日

付
及

び
使

用
場

所
等

を
記
載

し
た

ラ
ベ
ル

を
貸
与

物
品

に
貼

付
し

、貸
与

物
品

一
覧

と
の
対

応
関

係
を

明
確

化
さ

れ
た

い
。
 

 （ （
７７

））
東東

京京
都都

育育
英英

資資
金金
貸貸

付付
事事

業業
  

アア
  

概概
要要

  
東

京
都

育
英

資
金

貸
付

事
業

は
都

内
在
住

で
高

等
学
校

、高
等

専
門

学
校

、専
修

学
校（

高
等

課
程
・
専

門
課

程
）に

在
学

し
て

お
り

、勉
学

意
欲

が
あ
り

な
が

ら
経
済

的
理

由
に
よ

り
修

学
が

困
難

な
生

徒
・

学
生

に
対

し
て

、
無
利

息
で

奨
学
金

を
貸
し

付
け

る
制
度

で
あ

る
。

 
本

制
度

は
昭

和
29年

度
か
ら

都
で

実
施

さ
れ

て
い
る

が
、
平

成
17年

度
の
新

規
貸

付
分

以
降

は
、
私

学
財

団
に

事
業

を
移

管
し

て
実

施
し
、
私

学
部

は
、
平
成

20年
度

に
貸

付
事

業
を

終
了

し
て

い
る

。
 

 
（

ア
）

東
京

都
育

英
資

金
貸

付
事

業
に

関
す

る
補

助
金
 

私
学

部
は

、東
京

都
育

英
資

金
貸

付
事

業
を

実
施

す
る
私

学
財

団
に
対

し
、東

京
都

育
英

資
金

貸
付

事
業

に
係

る
補

助
金

と
し

て
貸

付
事

業
費

と
貸

付
事

務
費

を
補

助
し

て
い

る
。

貸
付

事
業

費
は

年
々
増

加
し

て
い

る
も

の
の

、
返

還
金

が
貸

付
金
額

を
上
回

っ
て

い
る

こ
と
か

ら
、

私
学

財
団

か
ら
余

剰
分

が
返

還
さ

れ
て

い
る

。
 

 補
助

対
象

経
費

 
交

付
額

の
算

定
方

法
 

貸
付

事
業

費
 

当
該

年
度

に
必

要
な

貸
付

原
資

の
総

額
か

ら
当

該
年

度
に

私
学

財
団

が
収

入
し

た
返

還
金

の
総

額
及

び
前

年
度

繰
越

金
を

控
除

し
た

額
 

貸
付

事
務

費
 

補
助

対
象

事
業

の
実

施
に

必
要

な
経

費
の

合
算

額
（

人
件

費
を

含
み

、
貸

付
原

資
を

除
く

。）
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三
 

都
の

所
有

物
品

の
管

理
が

適
正

に
行

わ
れ

る
よ

う
、

指
定

管
理

者
等

に
物

品
管

理
の

責
任

者
を

設
置

さ
せ

る
こ

と
 

 
四

 
指

定
管

理
者

等
と

協
議

し
、
都

の
所

有
物

品
に

つ
い

て
も

規
則

第
26条

第
２

項
に

定
め

る
状

況
確

認
実

施
計

画
に

盛
り

込
み

、
指

定
管

理
者

等
に

都
の

所
有

物
品

の
照

合
を

す
る

こ
と

に
よ

り
状

況
確

認
を

さ
せ

、
そ

の
結

果
を

報
告

さ
せ

た
上

、
第

18条
に

定
め

る
手

続
き

を
行

う
こ

と
。な

お
、指

定
管

理
者

等
が

行
う

状
況

確
認

は
、協

定
等

の
期

間
満

了
時

に
行

う
都

の
所

有
物

品
の

現
在

高
確

認
に

併
せ

て
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
 

（
中

略
）

 
３

 
都

の
所

管
部

署
は

、都
の

所
有

物
品

の
管

理
に

つ
い

て
、必

要
に

応
じ

て
検

査
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

。
 

 
東

京
都

物
品

管
理

要
綱

に
よ

れ
ば

、
指

定
管

理
者

等
と

の
協

定
又

は
契

約
を

締
結

す
る

と
き

は
、
物

品
取

扱
要

領
等

を
定

め
る

必
要

が
あ

る
（
第

30条
第

２
項

一
）
が

、
物

品
取

扱
要

領
等

は
作

成
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
。

 
ま

た
、同

要
綱

で
は

、都
の

所
有

物
品

の
一

覧
表

を
作

成
し

て
指

定
管

理
者

等
に

提
示

し
、

都
の

所
有

物
品

の
数

量
、
使

用
場

所
、
使

用
状

況
等

を
把

握
さ

せ
る

と
と

も
に
（
第

30条
第

２
項

二
）、

指
定

管
理

者
等

に
都

の
所

有
物

品
の

照
合

を
す

る
こ

と
に

よ
り

状
況

確
認

を
さ

せ
る

必
要

が
あ

る（
同

四
）旨

が
定

め
ら

れ
て

い
る

が
、令

和
５

年
度

就
学

支
援

金
等

事
務

委
託

の
仕

様
書

に
基

づ
い

て
貸

与
さ

れ
た

物
品

を
監

査
人

が
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
貸

与
物

品
一

覧
と

現
物

と
の

対
応

関
係

が
明

瞭
で

は
な

か
っ

た
。
す

な
わ

ち
、
同

要
綱

第
30条

第
２

項
二

に
照

ら
し

て
適

切
な

状
況

と
は

言
え

ず
、

同
四

に
定

め
る

所
有

物
品

の
照

合
を

行
う

際
の

障
害

に
な

る
こ

と
も

懸
念

さ
れ

る
。

 
 （

指
摘

３
－

２
）

東
京

都
物

品
管

理
要

綱
に

基
づ

く
物

品
取

扱
要

領
等

の
作

成
に

つ
い

て
 

「
令

和
５

年
度

高
等

学
校

等
就

学
支

援
金

等
支

給
事

務
に

関
す

る
委

託
（

概
算

契
約

）」
に

お
い

て
、私

学
部

は
、委

託
業

務
の

履
行

上
必

要
な

物
品

を
受

託
者

で
あ

る
私

学
財

団
に

貸
与

し
て

い
る

。
私

学
財

団
は

、
東

京
都

物
品

管
理

要
綱

第
30条

第
１

項
三

で
定

め
る

指
定

管
理

者
等

に
該

当
す

る
た

め
、

同
要

綱
に

基
づ

く
物

品
管

理
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

 
東

京
都

物
品

管
理

要
綱

に
よ

れ
ば

、
指

定
管

理
者

等
と

の
協

定
又

は
契

約
を

締
結

す
る

と
き

は
、物

品
取

扱
要

領
等

を
定

め
る

必
要

が
あ

る
が

、物
品

取
扱

要
領

等
は

作
成

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

。
 

私
学

部
に

お
い

て
は

、
貸

与
物

品
一

覧
表

を
基

に
物

品
の

照
合

を
毎

年
実

施
し

て
い

る
も

の
の

、物
品

取
扱

要
領

等
が

作
成

さ
れ

て
い

な
い

状
況

は
、委

託
契

約
に

係
る

業
務

の
遂

行
の

た
め

に
備

え
る

備
品

の
管

理
を

適
正

に
行

う
た

め
に

必
要

な
対

応
が

実
施

さ
れ

て
い

る
と

は
言

え
な

い
た

め
、

東
京

都
物

品
管

理
要

綱
の

定
め

に
則

っ
て

早
急

に
作

成
さ

れ
た

い
。
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ウ
）

育
英

資
金

回
収

状
況

 
育

英
資

金
の

返
還

は
、貸

付
終

了
後

６
か

月
は

据
え
置

い
た
上

で
、所

定
の

期
間

内
に

年
賦

又
は

半
年

賦
の

方
法

に
よ

り
行

う
。
な
お

、
平
成

16年
度
ま

で
に

採
用
し

た
奨

学
生
に

対
す

る
返

還
事

務
は

都
が

実
施

し
て

お
り

、
そ
れ

以
降

は
私
学

財
団
が

実
施

し
て
い

る
。

 
最

近
の

返
還

状
況

に
つ

い
て

は
、
以

下
の

と
お
り

で
あ
る

。「
要

回
収

額
」
は

該
当

年
度
中

に
返

還
期

日
が

到
来

し
た

割
賦

金
及

び
前

期
末

ま
で

に
返

還
期

日
が

到
来

し
た

割
賦

金
の

集
計

金
額

、「
要

回
収

債
権

総
額

」は
、返

還
期
日

未
到
来

分
を

含
む
要

回
収
債

権
額

、「
延

滞
債

権
額

」
は

、
延

滞
の

あ
る

返
還

者
の

未
返

還
債

権
残
高

の
集

計
で
あ

る
。
 

 
表

Ｂ
－

３
－

２
１

 
東

京
都

育
英

資
金
回

収
額
等

の
経

年
推
移

 
・

東
京

都
所

管
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
  

（
単
位
：
千
円

） 
 

令
和

元
年

度
 

令
和

２
年

度
 

令
和

３
年

度
 

令
和

４
年

度
 

令
和

５
年

度
 

要
回

収
額

 
863,256 

776,462 
681,246 

592,417 
515,510 

実
際

回
収

額
 

185,776 
150,925 

109,154 
83,989 

65,527 
要

回
収

債
権

総
額

 
1,087,146 

898,476 
743,792 

625,125 
535,629 

延
滞

債
権

額
 

674,585 
621,778 

562,578 
502,922 

438,793 
延

滞
率

(延
滞

債
権

額
/要

回
収

債
権

総
額

) 
62.1％

 
69.2％

 
75.6％

 
80.5％

 
81.9％

 

・
私

学
財

団
所

管
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
単

位
：

千
円
） 

 
令

和
元

年
度

 
令

和
２

年
度

 
令

和
３

年
度

 
令

和
４

年
度

 
令

和
５

年
度

 
要

回
収

額
 

2,051,118 
2,102,372 

2,068,255 
2,023,423 

1,954,032 
実

際
回

収
額

 
1,734,069 

1,812,560 
1,768,753 

1,757,137 
1,649,345 

要
回

収
債

権
総

額
 

13,364,285 
12,572,533 

11,685,223 
10,834,369 

9,930,561 

延
滞

債
権

額
 

1,883,458 
1,731,507 

1,637,364 
1,563,734 

1,520,488 
延

滞
率

(延
滞

債
権

額
/要

回
収

債
権

総
額

) 
14.1％

 
13.8％

 
14.0％

 
14.4％

 
15.3％

 

都
提

供
資

料
よ

り
監

査
人

作
成

 
 イイ

  
監監

査査
のの

結結
果果

  
  

（
ア

）
第

一
連

帯
保

証
人

 
育

英
資

金
貸

付
の

申
込

時
点

で
は

、第
一

連
帯

保
証

人
の
設

定
が

必
要
と

な
っ

て
い
る

。第
一

連
帯

保
証

人
の

要
件

に
つ

い
て

は
育

英
資

金
貸

付
事

業
規

程
第

６
条

第
１

項
に

記
さ

れ
て

131 
 

表
Ｂ

－
３

－
１

９
 

東
京

都
育

英
資

金
貸

付
事

業
（

事
業

費
・

事
務

費
）

の
経

年
推

移
 

（
単
位
：
千
円
）
 

 
令

和
元

年
度

 
令

和
２

年
度

 
令

和
３

年
度

 
令

和
４

年
度

 
令

和
５

年
度

 
貸

付
事

業
費

 
1,042,545 

943,369 
857,103 

792,976 
723,105 

貸
付

事
務

費
 

249,197 
250,013 

252,587 
266,374 

240,059 
都

提
供

資
料

よ
り

監
査

人
作

成
 

（
イ

）
育

英
資

金
貸

付
状

況
 

東
京

都
育

英
資

金
貸

付
事

業
は

、
平

成
17年

度
の

新
規

貸
付

分
以

降
は

、
私

学
財

団
が

所
管

し
て

お
り

、都
内

在
住

の
生

徒・学
生

を
対

象
に

高
等

学
校

等
の

修
業

期
間

に
毎

月
下

表
の

金
額

を
無

利
子

で
貸

し
付

け
て

い
る

。
こ

こ
数

年
は

支
給

型
の

奨
学

金
の

拡
充

や
各

種
補

助
金

の
拡

大
に

よ
り

、
貸

付
額

及
び

貸
付

人
員

は
減

少
傾

向
に

あ
る

。
 

 
表

Ｂ
－

３
－

２
０

 
貸

付
月

額
及

び
貸

付
実

績
の

推
移

 
・

貸
付

月
額

（
令

和
５

年
度

）
 

区
分

 
貸

付
月

額
（

円
）

 
国

公
立

 
私

立
 

高
等

学
校

 
18,000 

35,000 
高

等
専

門
学

校
 

18,000 
35,000 

専
修

学
校

（
高

等
課

程
）

 
18,000 

35,000 
専

修
学

校
（

専
門

課
程

）
 

45,000 
53,000 

・
貸

付
実

績
の

推
移

 
 

平
成

29年
度

 
平

成
30年

度
 

令
和

元
年

度
 

貸
付

額
（

千
円

）
 

1,604,778 
1,297,370 

1,042,545 
貸

付
人

員
（

人
）

 
4,042 

3,261 
2,599 

内訳
 

高
校

・
高

専
 

3,471 
2,798 

2,239 
専

修
（

高
等

）
 

137 
136 

123 
専

修
（

専
門

）
 

434 
327 

237 
 

令
和

２
年

度
 

令
和

３
年

度
 

令
和

４
年

度
 

貸
付

額
（

千
円

）
 

943,369 
857,103 

792.976 
貸

付
人

員
（

人
）

 
2,351 

2,135 
1,962 

内訳
 

高
校

・
高

専
 

2,043 
1,874 

1,700 
専

修
（

高
等

）
 

110 
91 

106 
専

修
（

専
門

）
 

198 
170 

156 
都

提
供

資
料

よ
り

監
査

人
作

成
 

学
校

種
別
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イ
）

第
二

連
帯

保
証

人
 

奨
学

金
の

貸
付

額
に

つ
い

て
全

額
を

受
領

し
た

後
に

は
、

奨
学

生
は

私
学

財
団

に
借

用
証

書
を

提
出

す
る

必
要

が
あ

る
が

、
そ

の
際

に
は

第
二

連
帯

保
証

人
を

設
定

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
第
二
連

帯
保

証
人

の
要

件
に

関
し

て
は
、
育

英
資

金
貸
付

事
業

規
程

第
15条

第
３

項
に

お
い

て
、職

業
を

有
し

、独
立

の
生
計

を
営

ん
で
い

る
こ
と

、奨
学

金
の

貸
付

け
を

受
け

た
者

又
は

第
一

連
帯

保
証

人
と

生
計

を
同

一
に

す
る

者
で

な
い

こ
と

、
奨

学
金

の
返

還
に

つ
い

て
保

証
す

る
能

力
が

あ
る

こ
と

、
未
成

年
で
な

い
こ

と
、
貸

付
終

了
日

に
満

65歳
を

超
え

な
い

こ
と

な
ど

が
定

め
ら

れ
て

い
る

。
 

 東
京

都
育

英
資

金
貸

付
事

業
規

程
 

（
借

用
証

書
提

出
時

の
連

帯
保

証
人

）
 

第
15条

 
借

用
証

書
に

は
、

連
帯

保
証

人
二

人
が

連
署
し

な
け

れ
ば
な

ら
な

い
。

 
２

 
前

項
に

規
定

す
る

連
帯

保
証

人
の

う
ち

一
人

は
、

第
６

条
に

規
定

す
る

連
帯

保
証

人
と

す
る

。
 

３
 
第

１
項

の
連

帯
保

証
人

の
う

ち
、前

項
の

連
帯

保
証
人（

以
下「

第
一

連
帯

保
証

人
」と

い
う

。）
を

除
く

他
の

一
人

は
、

次
の

要
件

を
備

え
た
者

で
な

け
れ
ば

な
ら

な
い

。
 

（
１

）
第

６
条

第
１

項
第

１
号

に
該

当
す
る

者
で

な
い
こ

と
。
 

（
２

）
職

業
を

有
し

、
独

立
の

生
計

を
営
ん

で
い

る
こ
と

。
 

（
３

）
奨

学
金

の
貸

付
け

を
受

け
た

者
（

以
下
「
借

受
者

」
と

い
う

。）
又

は
第

一
連

帯
保

証
人

と
生

計
を

同
一

に
す

る
者

で
な

い
こ

と
。
 

（
４

）
奨

学
金

の
返

還
に

つ
い

て
保

証
す
る

能
力

が
あ
る

こ
と
。

 
（

５
）

未
成

年
者

で
な

い
こ

と
。

 
（

６
）

奨
学

金
の

貸
付

け
を

終
了

し
た

日
に

お
い

て
満

65歳
を

超
え
な

い
こ

と
。

 
（

７
）

日
本

国
籍

を
有

し
な

い
場

合
は

、
第

３
条

第
２
項

に
該
当

す
る

者
で
あ

る
こ

と
。

 
４

 
前

項
第

２
号

に
規

定
す

る
職

業
要

件
に

つ
い

て
は

、
借

用
証

書
の

提
出

時
に

限
る

も
の

と
す

る
。

 
５

 
第

６
条

第
３

項
及

び
第

４
項

の
規

定
は

第
１
項

の
連
帯

保
証

人
に
つ

い
て

準
用
す

る
。

 
 

こ
こ

で
、
私

学
部

及
び

私
学

財
団

の
担

当
者
に

対
し

、「
奨

学
金

の
返

還
に
つ

い
て

保
証

す
る

能
力

が
あ

る
こ

と
」の

解
釈

に
つ

い
て

ヒ
ア
リ

ン
グ

を
実
施

し
た
と

こ
ろ

、最
終

的
な

弁
済

義
務

を
含

み
つ

つ
も

、滞
納

時
に

連
絡
を

取
っ
て

い
た

だ
く
な

ど
、広

く
返

還
に

つ
い

て
責

任
を

持
つ

と
い

っ
た

意
味

合
い

で
あ

り
、

弁
済

可
能

な
資

力
を

有
す

る
こ

と
に

限
ら

な
い

と
の

こ
と

で
あ

っ
た
。ま

た
、第

二
連

帯
保

証
人
の

要
件
の

充
足

に
関
す

る
実
務

上
の

確
認

方
法

と
し

て
は

、
借

用
証

書
に

お
い

て
第

二
連

帯
保

証
人

に
よ

る
生

年
月

日
や

職
業

等
の

必
要

事
項

の
自

署
及

び
実

印
の

押
印

を
求

め
る

ほ
か

、
印

鑑
証

明
の

添
付

も
求

め
る

こ
と

で
要

件
の

充
足

を
確

認
し

て
い

る
と

の
こ

と
で

あ
っ

た
。
 

133 
 お

り
、親

権
者

若
し

く
は

そ
れ

に
準

ず
る

も
の

で
あ

る
こ

と
、か

つ
、奨

学
金

の
貸

付
け

に
伴

う
債

務
を

保
証

す
る

能
力

が
あ

る
こ

と
と

さ
れ

て
い

る
。

 
 東

京
都

育
英

資
金

貸
付

事
業

規
程

 
（

申
込

時
の

連
帯

保
証

人
）

 
第

６
条

 
申

込
者

は
、
次

の
要

件
を

備
え

た
連

帯
保

証
人

を
一

名
立

て
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。 

（
１

）
申

込
者

の
父

若
し

く
は

母
又

は
こ

れ
ら

に
準

ず
る

者
で

あ
る

こ
と

。
 

（
２

）
こ

の
奨

学
金

の
貸

付
け

に
伴

う
債

務
を

保
証

す
る

能
力

が
あ

る
こ

と
。

 
（

中
略

）
 

３
 

前
二

項
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
こ

れ
ら

の
規

定
に

規
定

す
る

要
件

を
備

え
て

い
な

い
者

で
あ

っ
て

も
、理

事
長

が
適

当
と

認
め

た
と

き
は

、そ
の

者
を

連
帯

保
証

人
と

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

 
私

学
部

及
び

私
学

財
団

の
担

当
者

に
対

し
、「

債
務

を
保

証
す

る
能

力
」
の

定
義

に
つ

い
て

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
、弁

済
可

能
な

資
力

に
つ

い
て

は
要

件
と

し
て

お
ら

ず
、親

権
者

と
し

て
子

で
あ

る
生

徒
・

学
生

の
債

権
債

務
関

係
の

樹
立

を
承

認
す

る
能

力
で

あ
る

と
の

こ
と

で
あ

っ
た

。ま
た

、当
該

解
釈

に
基

づ
き

、第
一

連
帯

保
証

人
の

設
定

に
当

た
っ

て
弁

済
可

能
な

資
力

を
有

し
て

い
る

こ
と

は
確

認
し

て
い

な
い

と
の

こ
と

で
あ

っ
た

。
 

 （
意

見
３

－
１

２
）

第
一

連
帯

保
証

人
の

要
件

に
つ

い
て

 
第

一
連

帯
保

証
人

の
要

件
に

関
し

て
は

、東
京

都
育

英
資

金
貸

付
事

業
規

程
に

お
い

て
、親

権
者

等
で

あ
る

こ
と

及
び

債
務

を
保

証
す

る
能

力
が

あ
る

こ
と

と
定

め
ら

れ
て

い
る

。
私

学
部

及
び

私
学

財
団

で
は

、「
債

務
を

保
証

す
る

能
力

」
と

は
弁

済
可

能
な

資
力

を
有

す
る

能
力

で
は

な
く

、親
権

者
と

し
て

子
で

あ
る

生
徒・学

生
の
債

権
債

務
関

係
の

樹
立

を
承

認
す

る
能

力
で

あ
る

と
解

し
て

お
り

、第
一

連
帯

保
証

人
の

設
定

時
に

は
、弁

済
可

能
な

資
力

の
有

無
は

確
認

し
て

い
な

い
。

 
し

か
し

、「
債

務
を

保
証

す
る

能
力

」
と

は
、
字

句
上

、
弁

済
可

能
な

資
力

を
有

す
る

と
解

釈
す

る
こ

と
が

通
常

と
考

え
る

。こ
の

点
、東

京
都

育
英

資
金

貸
付

事
業

は
経

済
的

理
由

に
よ

り
修

学
が

困
難

な
生

徒
・

学
生

に
対

し
奨

学
金

を
貸

し
付

け
る

制
度

で
あ

る
と

い
う

趣
旨

に
鑑

み
れ

ば
、

弁
済

可
能

な
資

力
を

有
す

る
連

帯
保

証
人

を
設

定
す

る
こ

と
は

確
か

に
困

難
で

あ
る

と
言

え
る

。
 

し
た

が
っ

て
、私

学
部

及
び

私
学

財
団

に
お

け
る「

債
務

を
保

証
す

る
能

力
」に

関
す

る
運

用
に

つ
い

て
、規

程
の

文
言

を
見

直
す

か
、少

な
く

と
も

引
継

書
等

に
よ

っ
て

明
文

化
さ

れ
た

い
。
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 （

意
見

３
－

１
４

）
育

英
資

金
回

収
業

務
の

管
理

に
つ
い

て
 

東
京

都
育

英
資

金
貸

付
事

業
に

お
い

て
、
平

成
16年

度
の

貸
付

分
ま

で
は

私
学

部
が

所
管

し
て

い
る

。私
学

部
の

所
管

分
に

係
る

要
回
収

債
権
総

額
を

確
認
し

た
と
こ

ろ
、個

人
別
の

台
帳

で
要

回
収

債
権

額
を

管
理

し
て

い
る

も
の

の
、

期
日

未
到

来
の

債
権

総
額

に
つ

い
て

は
シ

ス
テ

ム
上

の
集

計
結

果
を

持
ち

合
わ

せ
て
お

ら
ず

、
す
ぐ

に
回

答
で
き

な
い

状
態

で
あ

っ
た

。 
こ

こ
で

、
債

権
回

収
を

担
当

す
る

所
管

先
が

要
回

収
債

権
総

額
を

適
時

に
把

握
で

き
な

い
状

況
は

、管
理
面
で

不
適

切
で

あ
る

と
い

わ
ざ

る
を

得
な
い

。特
に

、令
和

５
年

度
時

点
で

延
滞

金
額

が
４

億
円

を
超

え
て

い
る

状
況

下
で

は
、

延
滞

金
額

を
少

し
で

も
回

収
す

る
た

め
の

前
提

と
し

て
、
債

権
総

額
を

分
母

と
し

た
延

滞
率
を

把
握
す

る
こ

と
も
重

要
で

あ
る
。

 
私

学
部

が
所

管
す

る
貸

付
分

に
つ

い
て

も
、

要
回

収
債

権
総

額
を

適
時

に
把

握
し

て
適

切
な

管
理

を
実

施
さ

れ
た

い
。

 
 （

意
見

３
－

１
５

）
育

英
資

金
回

収
に

係
る
目

標
設
定

に
つ

い
て
 

私
学

部
が

所
管

し
て

い
る

育
英

資
金

債
権

に
つ

い
て

は
、

弁
護

士
法

人
と

締
結

し
て

い
る

延
滞

債
権

116百
万

円
（

約
300件

）
に

係
る

電
話

督
促

等
業

務
委
託

の
想

定
回

収
金
額

15
百

万
円

と
い

う
目

標
値

を
除

い
て

、回
収

に
係

る
目
標

値
が

設
定
さ

れ
て
い

な
か

っ
た

。し
か

し
、そ

の
他

の
延

滞
債

権
に

つ
い

て
も

可
能
な

限
り
で

目
標

値
を
設

定
し
な

け
れ

ば
、回

収
業

務
が

円
滑

に
実
施

さ
れ

て
い

る
か

否
か

を
判

断
す
る

こ
と
が

困
難

で
あ
る

。ま
た
、目

標
を

立
て

る
こ

と
に

よ
り

、
回

収
業

務
の

問
題

点
を

把
握

し
て

改
善

す
べ

き
点

を
見

出
す

こ
と

が
で

き
、

最
終

的
に

は
回

収
率

の
改

善
に

も
つ

な
が

る
と
考

え
ら

れ
る
。

 
し

た
が

っ
て

、
令

和
５

年
度

に
お

け
る

延
滞

債
権
額

439
百

万
円

の
う
ち

、
住

所
不

定
や

破
産

等
の

理
由

な
し

に
返

還
が

な
く

弁
護

士
法

人
に

も
業

務
委

託
を

実
施

し
て

い
な

い
延

滞
債

権
82百

万
円
（

約
500件

）
に

つ
い

て
も
、

例
え

ば
過
去

の
回
収

実
績

等
を

踏
ま
え

て
、

回
収

に
係

る
目

標
値

を
設

定
さ

れ
た

い
。

 
 （

エ
）

文
書

管
理

 
東

京
都

育
英

資
金

貸
付

事
業

に
つ

い
て

、
私

学
財

団
で

は
文

書
管

理
基

準
表

に
お

い
て

借
用

証
書

の
保

存
期

間
を

完
済

後
５

年
と

定
め
て

い
る
。一

方
で

、完
済

後
５

年
が

過
ぎ

て
い

る
案

件
2,847件

に
つ

い
て

借
用

証
書

が
破

棄
さ
れ

ず
に

保
存
さ

れ
て
い

た
。

 
 （

指
摘

３
－

３
）

文
書

管
理

基
準

で
定

め
る

年
数

を
超
え

た
借
用

証
書

の
保
管

に
つ

い
て

 
東

京
都

育
英

資
金

貸
付

事
業

に
つ

い
て
、私

学
財
団

で
は
、文

書
管

理
基

準
表

で
定

め
ら

れ
た

完
済

後
５

年
と

い
う

期
限

を
超

え
て

借
用

証
書

を
保

管
し

て
お

り
、

文
書

管
理

の
状

況
が

不
適

切
で

あ
る

と
い

わ
ざ

る
を

得
な

い
。

 
保

存
期

限
を

超
え

た
文

書
の

保
管

は
、

業
務

の
効

率
性

や
生

産
性

に
影

響
を

及
ぼ

す
だ

け
で

な
く

、
債

務
者

及
び

連
帯

保
証

人
の

個
人

情
報

の
漏

洩
リ

ス
ク

を
無

用
に

抱
え

る
こ

と
に

135 
 （

意
見

３
－

１
３

）
第

二
連

帯
保

証
人

の
要

件
に

つ
い

て
 

東
京

都
育

英
資

金
貸

付
事

業
規

程
で

は
、第

二
連

帯
保

証
人

の
要

件
と

し
て

、職
業

を
有

し
、

独
立

の
生

計
を

営
ん

で
い

る
こ

と
、

奨
学

金
の

貸
付

け
を

受
け

た
者

又
は

第
一

連
帯

保
証

人
と

生
計

を
同

一
に

す
る

者
で

な
い

こ
と

、
奨

学
金

の
返

還
に

つ
い

て
保

証
す

る
能

力
が

あ
る

こ
と

、
未

成
年

者
で

な
い

こ
と

、
奨

学
金

の
貸

付
け

を
終

了
し

た
日

に
お

い
て

満
65歳

を
超

え
な

い
こ

と
な

ど
の

定
め

が
あ

る
。

 
要

件
の

う
ち「

奨
学

金
の

返
還

に
つ

い
て

保
証

す
る

能
力

」に
つ

い
て

は
、私

学
部

及
び

私
学

財
団

の
担

当
者

に
よ

れ
ば

、最
終

的
な

弁
済

義
務

を
含

み
つ

つ
も

、滞
納

時
に

連
絡

を
取

っ
て

い
た

だ
く

な
ど

、広
く

返
還

に
つ

い
て

責
任

を
持

つ
と

い
っ

た
意

味
合

い
で

あ
り

、弁
済

可
能

な
資

力
を

有
す

る
こ

と
に

限
ら

な
い

と
の

こ
と

で
あ

る
。
し

か
し

、「
奨

学
金

の
返

還
に

つ
い

て
保

証
す

る
能

力
」と

は
、字

句
上

、弁
済

可
能

な
資

力
を

有
す

る
と

解
釈

す
る

こ
と

が
通

常
と

考
え

る
。

 
し

た
が

っ
て

、私
学

部
及

び
私

学
財

団
に

お
け

る「
奨

学
金

の
返

還
に

つ
い

て
保

証
す

る
能

力
」に

関
す

る
運

用
に

つ
い

て
、規

程
の

文
言

を
見

直
す

か
、少

な
く

と
も

引
継

書
等

に
よ

っ
て

明
文

化
さ

れ
た

い
。

 
 （

ウ
）

育
英

資
金

回
収

業
務

遂
行

に
お

け
る

管
理

の
妥

当
性

 
育

英
資

金
の

う
ち

私
学

部
が

所
管

す
る

債
権

に
つ

い
て

、
要

回
収

債
権

総
額

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、個
人

別
の

台
帳

で
要

回
収

債
権

額
を

管
理

し
て

い
る

も
の

の
、シ

ス
テ

ム
上

で
期

日
未

到
来

の
債

権
総

額
を

出
す

こ
と

が
難

し
い

と
の

こ
と

か
ら

、
シ

ス
テ

ム
管

理
会

社
に

確
認

す
る

ま
で

は
要

回
収

債
権

総
額

の
集

計
結

果
を

持
ち

合
わ

せ
て

い
な

か
っ

た
。

 
私

学
部

が
所

管
す

る
育

英
資

金
に

つ
い

て
は

、令
和

５
年

度
に

お
け

る
延

滞
債

権
額

は
439

百
万

円
で

あ
る

が
、
そ

の
内

訳
は

、
①
「

住
所

不
定

」
42百

万
円
（

約
200件

）、
②
「

破
産

等
」
66百

万
円
（

約
200件

）、
③
「

分
割

で
返

還
中

」
132百

万
円
（

約
300件

）、
④
「

返
還

な
し

」
198百

万
円
（

約
800件

）
で

あ
り

、
④

の
う

ち
116百

万
円
（

約
300件

）
の

回
収

に
つ

い
て

弁
護

士
法

人
に

電
話

督
促

等
業

務
委

託
を

行
っ

て
い

た
。

 
こ

こ
で

、育
英

資
金

の
回

収
目

標
の

設
定

状
況

に
つ

い
て

、担
当

者
に

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
、①

②
は

目
標

設
定

が
困

難
で

あ
り

、③
は

返
済

が
滞

っ
た

場
合

は
電

話
連

絡
を

行
う

た
め

目
標

設
定

は
不

要
と

の
考

え
か

ら
、

④
の

う
ち

弁
護

士
法

人
へ

の
業

務
委

託
分

に
つ

い
て

の
み

想
定

回
収

金
額

15百
万

円
と

い
う

目
標

値
を

設
定

し
て

お
り

、
当

該
委

託
を

増
や

せ
る

よ
う

に
毎

年
度

予
算

額
を

増
額

し
て

い
る

と
の

こ
と

で
あ

っ
た

。
 

一
方

で
、
令

和
元

年
度

か
ら

令
和

５
年

度
に

か
け

て
、
延

滞
債

権
額

は
毎

年
度

50～
60百

万
円

程
度

減
少

し
て

い
る

。
令
和

５
年

度
の

延
滞

債
権

減
少

額
は

64百
万

円
で

あ
る

が
、
そ

の
内

訳
は

、
回

収
額

66百
万

円
、

不
能

欠
損

額
11百

万
円

、
年

度
調

定
額

13百
万

円
で

、
弁

護
士

法
人

へ
の

業
務

委
託

分
の

目
標

値
15百

万
円

を
上

回
る

回
収

実
績

で
あ

っ
た

。
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 ⅣⅣ

  
文文

化化
振振

興興
部部

のの
事事

業業
にに

つつ
いい

てて
  

（（
１１

））
東東

京京
文文

化化
戦戦

略略
22003300  

アア
  

概概
要要

  
生

活
文

化
ス

ポ
ー

ツ
局

は
、
東

京
2020大

会
が

終
了

し
、
新
型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

、持
続
・
共
生

社
会

へ
の

シ
フ

ト
、デ

ジ
タ

ル
化
の

進
展
な

ど
、社

会
環

境
が

大
き
く

変
化

し
て

い
る

タ
イ

ミ
ン

グ
を

捉
え

、
2030

年
度

ま
で
の

都
の

文
化
行

政
の

方
向

性
や

重
点

的
に

取
り

組
む

施
策

を
示

し
た

東
京

文
化

戦
略

2030
を

策
定

し
て

い
る

。
東

京
文

化
戦

略
2030は

、東
京

都
文

化
振

興
条

例
第

17条
に

基
づ

き
設
置

さ
れ
た

知
事

の
附
属

機
関

で
あ

る
東

京
芸

術
文

化
評

議
会

で
の

議
論

を
経

て
策
定

さ
れ
、「

未
来

の
東

京
」
戦

略
と
も

連
動

し
て

い
る

も
の

で
あ

る
。

 
東

京
文

化
戦

略
2030の

方
向

性
と

し
て
は

、
文

化
プ

ロ
グ
ラ

ム
の

レ
ガ
シ

ー
や

コ
ロ

ナ
禍

で
の

知
見

や
経

験
を

都
市

の
レ

ガ
シ

ー
と

し
て

発
展
さ

せ
る

た
め
、「

都
内

各
所

で
実

施
す

る
ま

ち
な

か
ア

ー
ト

や
オ

ン
ラ

イ
ン

な
ど

新
た

な
手

法
を

用
い

て
、

誰
も

が
ど

こ
で

も
気

軽
に

芸
術

文
化

を
楽

し
め

る
取

組
を

強
化

す
る
。」、「

国
内
外

の
ア

ー
ト
の

ハ
ブ
と

な
る

芸
術

文
化

の
拠

点
を

形
成

し
、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

構
築

す
る

。」、「
新

技
術

に
よ

り
都
民

自
ら

創
造
・
発

信
す

る
な

ど
、
コ

ロ
ナ

禍
で

生
ま

れ
た

新
た

な
楽

し
み
方

を
拡
大

す
る

。」、「
コ

ロ
ナ

禍
を

踏
ま

え
、
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
や

芸
術

文
化

団
体

等
が

継
続
的

に
活

動
で
き

る
仕
組

み
を

構
築

す
る

。」
こ

と
が

整
理

さ
れ

て
い

る
。そ

し
て

、「
芸

術
文

化
で

躍
動
す

る
都

市
東
京

」を
目

指
す

2040
年

代
の

東
京

の
姿
（

将
来

像
）
と

し
て
、
４

つ
の
「

戦
略

」
が
策

定
さ
れ

、
こ

の
戦
略

実
行

の
た

め
に

10の
「

推
進

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
が
掲

げ
ら
れ

て
い

る
。
 

そ
し

て
、

こ
の

４
つ

の
戦

略
の

進
捗

度
合

い
を
確

認
し
、

10
の

推
進

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

施
策

の
評

価
や

見
直

し
に

反
映

す
る

た
め

、目
標
の

達
成
度

合
い

を
計
測・監

視
す
る
た
め

の
定

量
的

な
指

標
と
し

て
Ｋ

Ｐ
Ｉ

（
重

要
業

績
評

価
指
標

）
が
設

定
さ

れ
て
い

る
。

 
Ｋ

Ｐ
Ｉ

は
、「

若
者

の
鑑

賞
割

合
」
や
「
鑑

賞
に

関
心

が
あ
る

が
鑑
賞

し
て

い
な

い
人
の

割
合

」な
ど

、各
戦

略
に

応
じ

て
計

19個
が

設
定

さ
れ

て
お
り

、2021年
度
の

Ｋ
Ｐ

Ｉ
の

状
況

は
、生

活
文

化
ス

ポ
ー

ツ
局

に
よ

る「
新
文

化
戦

略
に
関

す
る
都

民
ア

ン
ケ
ー

ト
」（

2021年
９

月
調

査
）や「

新
文

化
戦

略
に

関
す

る
芸

術
文
化

団
体
・
ア
ー

テ
ィ

ス
ト
等

ア
ン

ケ
ー

ト
」

（
2022年

１
月

調
査

）な
ど

に
よ

り
計
測

さ
れ
、東

京
文

化
戦
略

2030の
中

で
公

表
さ

れ
て

い
る

。
 

 表
Ｂ
－
４
－
１
 
東
京
文
化
戦
略

2030 
４
つ
の
「
戦
略
」
と

10の
「
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
 

戦
略
 

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 

戦
略
１
 

誰
も

が
芸

術
文

化
に

身
近

に
触

れ
ら

れ
る

環
境
を
整
え
、
人
々
の
幸
せ
に
寄
与
す
る
 

〜
人

々
の

ウ
ェ

ル
ビ

ー
イ

ン
グ

の
実

現
に

貢
献
す
る
〜
 

地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（

芸
術
文

化
の
敷
居
を
低
く
す

る
取
組
）
 

だ
れ
も
が
文
化
で
つ
な
が
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
 

キ
ッ
ズ
・
ユ
ー
ス
（
Kids and Youth）・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 

137 
 も

つ
な

が
る

。よ
っ
て

、私
学

財
団

に
お

い
て

は
、保

存
期

限
が

過
ぎ

た
借

用
証

書
に

つ
い

て
は

早
期

に
破

棄
す

る
こ

と
と

さ
れ

た
い

。
 

 （
意

見
３

－
１

６
）

私
学

財
団

に
お

け
る

文
書

管
理

の
取

扱
い

に
関

す
る

私
学

部
の

管
理

体
制

に
つ

い
て

 
私

学
財

団
が

所
管

す
る

東
京

都
育

英
資

金
に

つ
い

て
、

都
と

し
て

貸
付

け
に

対
す

る
補

助
を

行
っ

て
い

る
以

上
は

、
私

学
部

に
お

い
て

は
私

学
財

団
の

文
書

管
理

の
取

扱
い

に
も

一
定

の
責

任
を

有
す

る
と

言
え

る
。特

に
保

存
年

限
を

超
え

た
文

書
の

保
管

に
つ

い
て

は
、情

報
漏

洩
の

リ
ス

ク
を

無
用

に
抱

え
る

こ
と

に
な

る
が

、
私

学
部

で
は

私
学

財
団

の
管

理
状

況
を

特
段

把
握

し
て

お
ら

ず
、

積
極

的
な

指
導

も
行

っ
て

い
な

い
。

 
私

学
部

に
お

い
て

は
、文

書
管

理
や

個
人

情
報

の
取

扱
い

に
関

し
て

、私
学

財
団

に
適

切
な

指
導

及
び

管
理

を
行

う
体

制
を

構
築

す
る

こ
と

を
検

討
さ

れ
た

い
。
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戦
略
 

Ｋ
Ｐ
Ｉ
 

概
要
 

2021年
度

の
状
況
 

関
連
す
る
推

進
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 

出
所
 

育
児・介

護
の
理
由

に
よ

り
鑑

賞
し

て
い
な
い
人
の
割
合
 

芸
術

文
化

の
鑑

賞
に

は
関

心
が

あ
る
が
、「

育
児
や
介
護
を
行
っ
て
い

る
の

で
行

く
こ

と
が

難
し

い
か

ら
」

鑑
賞

し
な

か
っ

た
都

民
の

割
合
 
※
15歳

以
下
の
子
あ
り
・
介

護
あ
り
の
方
 

14.8％
 

だ
れ

も
が

文
化

で
つ

な
が

る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
 

戦
略
２
 

関
心

が
あ

る
事

業
が

な
く

鑑
賞

し
て

い
な
い
人
の
割
合
 

芸
術

文
化

の
鑑

賞
に

は
関

心
が

あ
る
が
、「

関
心
が
あ
る
展
覧
会
・
公

演
等

が
な

か
っ

た
か

ら
」

鑑
賞

し
な
か
っ
た
都
民
の
割
合
 

16.5％
 

ア
ー

ト
＆

エ
ン

タ
ー

テ
イ

ン
メ

ン
ト

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
 

東
京
都
「
新
文

化
戦
略
に
関
す

る
都
民
ア
ン
ケ

ー
ト

」（
2021

年
９
月
調
査
）
 

芸
術

文
化

が
人

々
の

創
造

力
を

豊
か

に
す

る
力

が
あ

る
と

考
え

る
人

の
割

合
 

芸
術

文
化

が
「

人
々

の
創

造
力

を
豊

か
に

さ
せ

る
こ

と
」

に
重

要
な

役
割

を
持

つ
と

考
え

る
都

民
の

割
合
 

71.4％
 

ア
ー

ト
＆

エ
ン

タ
ー

テ
イ

ン
メ

ン
ト

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
 

オ
ン

ラ
イ

ン
が

芸
術

文
化

鑑
賞

の
入

り
口

と
な

っ
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

人
の
割
合
 

特
定

の
芸

術
文

化
の

分
野

※
の

鑑
賞

に
関

心
は

な
い

が
、

オ
ン

ラ
イ

ン
で

１
年

間
こ

れ
ら

の
分

野
を

鑑
賞
し
た
都
民
の
割
合
 

※
美

術
、

音
楽

（
オ

ー
ケ

ス
ト

ラ
等
）、演

劇（
現
代
演
劇
等
）、バ

レ
エ
・
現

代
舞

踊
、
伝
統
芸
能
 

2.3％
 

※
鑑

賞
は

2020
年

３
月

～
2021

年
２

月
の

状
況
 

ス
マ

ー
ト

・
カ

ル
チ

ャ
ー

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 

(デ
ジ

タ
ル

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

を
活

用
す

る
取

組
）
 

オ
ン

ラ
イ

ン
鑑

賞
割
合
 

特
定

の
芸

術
文

化
の

分
野

※
を

オ
ン

ラ
イ

ン
で

１
年

間
に

鑑
賞

し
た

都
民
の
割
合
 

※
上
記
と
同
様
 

12.4％
 

※
鑑

賞
は

2020
年

３
月

～
2021

年
２

月
の

状
況
 

ス
マ

ー
ト

・
カ

ル
チ

ャ
ー

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
(デ

ジ
タ

ル
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
を

活
用

す
る

取
組
）
 

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

と
接
す
る
機
会
 

芸
術

家
・

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

と
直

接
会

話
し

た
り

・
接

し
た

り
す

る
機

会
が

あ
る

と
考

え
る

都
民

の
割

合
（「

し
ば
し
ば
あ
る
」
＋
「
た
ま
に

あ
る
」
の
合

計
）

 

14.4％
 

「
ア

ー
ト

の
あ

る
生

活
」

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
 

戦
略
３
 

国
内

外
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
等

の
活

動
場

所
に

関
す

る
東

京
の
評
価
 

東
京

は
国

内
外

の
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
・

芸
術

関
係

者
が

積
極

的
に

集
ま

り
、

活
動

し
た

い
と

思
う

場
所

と
な

っ
て

い
る

と
考

え
る

ア
ー

テ
ィ
ス
ト
・
従
事
者

の
割
合
（「

な
っ

て
い
る
」＋「

ど
ち
ら
か
と
い
う
と

な
っ
て
い
る
」
の
合
計
）
 

48.3％
 

ア
ー

ト
・

ハ
ブ

（
Art Hub）・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 

東
京
都
「
新
文

化
戦
略
に
関
す

る
芸
術
文
化

団
体
・
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
等
ア
ン
ケ

ー
ト

」（
2022

年
１
月
調
査
）
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戦
略
 

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 

戦
略
２
 

芸
術
文
化
の
力
で
、
人
々
に
喜
び
、
感
動
、

新
た
な
価
値
の
発
見
を
も
た

ら
す
 

〜
人
々

を
イ
ン
ス
パ
イ
ア
す
る
〜
 

ス
マ
ー
ト
・
カ
ル
チ
ャ
ー
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
デ
ジ
タ
ル
テ

ク
ノ
ロ

ジ
ー
を
活
用
す
る
取
組
）
 

「
ア
ー
ト
の
あ
る
生
活
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
 

ア
ー
ト
＆
エ
ン
タ

ー
テ
イ
ン

メ
ン
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 

戦
略
３
 

国
内
外
の
ア
ー
ト
シ
ー
ン
の
中
心
と
し
て
、

世
界
を
魅
了
す
る
創
造
性
を
生
み
出
す
 

～
芸
術
文
化

の
ハ
ブ
機

能
を
強
化
す
る
～
 

ア
ー
ト
・
ハ
ブ
（
Art Hub）・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 

海
外
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 

戦
略
４
 

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

や
芸

術
文

化
団

体
等

が
継

続
的
に
活
動
で
き

る
仕
組
み

を
つ
く
る
 

〜
持

続
性

の
あ

る
芸

術
文

化
エ

コ
シ

ス
テ

ム
を
構
築
す

る
〜
 

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 

担
い
手
育
成
・
支
援
＆
創
作
環
境
向
上
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
 

東
京

文
化

戦
略

2030よ
り

監
査

人
作

成
 

 
表

Ｂ
－

４
－

２
 

東
京

文
化

戦
略

2030の
戦

略
と

Ｋ
Ｐ

Ｉ
の

関
係
 

戦
略
 

Ｋ
Ｐ
Ｉ
 

概
要
 

2021年
度

の
状
況
 

関
連
す
る
推

進
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 

出
所
 

戦
略
１
 

若
者
の
鑑
賞
割
合
 

都
内
在

住
の
若
者（

19歳
～
25歳

）
が

特
定

の
芸

術
文

化
の

分
野

※
を

文
化

施
設

等
に

て
１

年
間

に
鑑

賞
・
事
業

参
加
し
た
割
合
※
美
術
、

音
楽
（
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

等
）、

演
劇

（
現
代
演
劇
等
）、

バ
レ
エ
・
現
代

舞
踊
、
伝
統
芸
能
 

21.8％
 

※
鑑

賞
は

2019
年

３
月

～
2020

年
２

月
の

状
況
 

キ
ッ

ズ
・

ユ
ー

ス
（

Kids and  
Youth）・

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
 

東
京
都
「
新
文

化
戦
略
に
関
す

る
都
民
ア
ン
ケ

ー
ト

」（
2021

年
９
月
調
査
）
 

鑑
賞

に
関

心
が

あ
る

が
鑑

賞
し

て
い

な
い
人
の
割
合
 

何
ら

か
の

分
野

を
鑑

賞
し

た
り

事
業

に
参

加
す

る
こ

と
に

関
心

は
あ

る
が

、
文

化
施

設
等

に
て

１
年

間
に

鑑
賞

・
事

業
参

加
し

な
か

っ
た

都
民
の
割
合
 

24.5％
 

※
鑑

賞
は

2019
年

３
月

～
2020

年
２

月
の

状
況
 

各
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に
関
連
 

物
理

的
な

理
由

に
よ

り
鑑

賞
し

て
い

な
い
人
の
割
合
 

芸
術

文
化

の
鑑

賞
に

は
関

心
が

あ
る
が
、「

近
く
で
展
覧
会
・
公
演
等

を
行

っ
て

い
な

か
っ

た
か

ら
」

鑑
賞
し
な
か
っ
た
都
民
の
割
合
 

9.3％
 

地
域

活
性

化
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（

芸
術

文
化

の
敷

居
を

低
く

す
る
取
組
）
 

金
銭

的
な

理
由

に
よ

り
鑑

賞
し

て
い

な
い
人
の
割
合
 

芸
術

文
化

の
鑑

賞
に

は
関

心
が

あ
る
が
、「

入
場
料
・
交
通
費
な
ど
の

費
用

が
か

さ
み

負
担

だ
か

ら
」

鑑
賞
し
な
か
っ
た
都
民
の
割
合
 

19.1％
 

地
域

活
性

化
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（

芸
術

文
化

の
敷

居
を

低
く

す
る
取
組
）
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戦
略
 

Ｋ
Ｐ
Ｉ
 

概
要
 

2021年
度

の
状
況
 

関
連
す
る
推

進
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 

出
所
 

芸
術

を
対

象
と

し
た

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

を
し

た
こ

と
が

あ
る・今

後
し
た
い
人

の
割
合
 

同
上

の
対

象
に

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

を
「

経
験

し
た

こ
と

が
あ

る
」・「

経
験

し
た

こ
と

が
な

い
が

、
今

後
は

経
験
し
た
い
」
都
民
の
割
合
 

20.5％
 

担
い

手
育

成
・

支
援

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
 

TOKYO 
Contemporary 
Art Award※

受
賞

者
の

海
外

展
覧

会
へ

の
出

展
数

（
累

計
）
 

本
受

賞
者

が
支

援
終

了
後

に
海

外
展
覧
会
へ
出
展
し
た
数
 

－
 

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

・
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
 

東
京
都
「
令
和

３
(2021)年

度
政
策
評
価
」
 

東
京

文
化

戦
略

2030、
都

提
出

資
料
よ

り
監

査
人

作
成
 

 
ま

た
、東

京
文

化
戦

略
2030の

10の
推

進
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
に

基
づ
き

、都
、歴

史
文

化
財

団
及

び
都

響
が

重
点

的
に

実
施

す
る

事
業
の

３
か

年
計
画

で
あ
る
「

東
京
文

化
戦

略
2030ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
」（

以
下

「
ア

ク
シ

ョ
ン
プ

ラ
ン
」

と
い

う
。）

が
定

め
ら

れ
て

い
る

。
 

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

で
は

、
10

の
推

進
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

ご
と
に

文
化
戦

略
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
が

定
め

ら
れ

て
お

り
、

令
和

５
年

度
ま

で
の

実
績

を
踏

ま
え

て
令

和
６

年
度

か
ら

令
和

８
年

度
ま

で
の

３
年

間
の

計
画

や
目

標
が
設

定
さ

れ
て
い

る
。そ

し
て

、生
活
文

化
ス

ポ
ー

ツ
局

は
、令

和
６

年
度

に
各

事
業

の
評

価
・
検

証
を

行
い
、令

和
７
年

度
か

ら
令
和

８
年

度
の

事
業

に
反

映
す

る
こ

と
を

計
画

し
て

い
る

。
 

 
表

Ｂ
－

４
－

３
 

東
京

文
化

戦
略

2030に
基

づ
き
令

和
６

年
度
に

実
施
す

る
事

業
一

覧
 

戦
略
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 

文
化
戦
略
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
 

【
戦
略
１
】
 

人
々

の
ウ

ェ
ル

ビ
ー

イ
ン

グ
の

実
現

に
貢
献
す
る
 

№
1 

地
域
活
性
化
 

1-1 
東

京
大
茶
会
 

1-2 
伝
承
の
た
ま

て
ば
こ
〜
多
摩
伝
統
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〜
 

1-3 
ヘ
ブ
ン
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
 

1-4 
大
人
の
た
め
の
伝
統
文

化
・
芸
能
体
験
事
業
 

1-5 
地
域
で

芸
術
文
化
に
親
し
め
る
環
境
創
出
事

業
 

1-6 
地

域
芸
術
文
化
活
動
応
援
助

成
 

1-7 
伝
統
芸
能
体
験
活
動
助
成
 

1-8 
ア
ー
ト
・
カ
ル
チ
ャ
ー
体
験

100 
1-9 

工
事
現

場
を
キ
ャ
ン
バ
ス
と

し
た
東
京
都
の
新
た

な
魅
力
創

出
事

業
 

再
掲
 

ベ
イ
エ
リ
ア
に
お
け
る

芸
術
文
化
イ
ベ
ン
ト
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戦
略
 

Ｋ
Ｐ
Ｉ
 

概
要
 

2021年
度

の
状
況
 

関
連
す
る
推

進
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 

出
所
 

東
京

に
お

け
る

国
内

外
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
等

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー
キ
ン

グ
の

事
業・

イ
ン

フ
ラ

の
充

実
度
の
評
価
 

東
京

は
国

内
外

の
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
・

芸
術

関
係

者
同

士
が

ネ
ッ

ト
ワ

ー
キ

ン
グ

を
行

う
た

め
の

環
境

が
整

っ
て

い
る

と
思

う
ア

ー
テ

ィ
ス
ト
・
従
事

者
の
割
合
（「

整
っ
て

い
る
」＋「

ど
ち
ら
か
と
い

う
と
整

っ
て
い
る
」
の
合

計
）
 

26.6％
 

ア
ー

ト
・

ハ
ブ

（
Art Hub）・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 

国
内
外
の
知
名
度・

評
価

向
上

を
重

視
し

て
い

る
芸

術
文

化
団
体・ア

ー
テ
ィ

ス
ト
の
割
合
 

芸
術

文
化

に
関

す
る

活
動

・
仕

事
を
行
う
に
当
た
っ
て「

団
体・個

人
や

作
品

の
知

名
度

の
向

上
」、「

国
内

外
の

専
門

家
・

関
係

者
か

ら
の

評
価

の
向

上
」

を
重

視
し

て
い

る
団
体
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
割
合
 

61.5％
 

海
外

発
信

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
 

世
界

の
ア

ー
ト

マ
ー

ケ
ッ

ト
に

お
い

て
存

在
感

を
示

す
現

代
 ア

ー
テ

ィ
ス

ト
の
数
 

世
界

の
オ

ー
ク

シ
ョ

ン
市

場
に

お
い

て
、

年
間

の
落

札
額

が
ト

ッ
プ

500
位
（

1945
年
以
降
生
ま
れ
の

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

）
ま

で
に

含
ま

れ
る

日
本

生
ま

れ
の

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

の
数
 

29人
 

※
2020年

 
海

外
発

信
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
 

Artprice「
The 

Contemporary 
Art 
MarketReport 
2021」

 

戦
略
４
 

芸
術
文
化
団
体・ア

ー
テ

ィ
ス

ト
等

の
今

後
の

活
動

継
続

意
向
 

今
後

の
芸

術
文

化
に

係
る

活
動

を
継

続
し

た
い

と
考

え
る

団
体

・
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
等
の
割
合（「

で
き

る
だ
け
継
続
し
た
い
」か

ら「
必
ず
し

も
継

続
し

た
い

と
は

思
わ

な
い

」
の

７
段

階
の

う
ち

「
で

き
る

だ
け

継
続
し
た
い
」を

選
択
し
た
割
合
） 

86.6％
 

担
い

手
育

成
・

支
援

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
 

東
京
都
「
新
文

化
戦
略
に
関
す

る
芸
術
文
化

団
体
・
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
等
ア
ケ

ー
ト
」 （

2022年
１
月
調
査
）
 

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

等
に

よ
る

東
京

の
制

作
環
境
の
評
価
 

芸
術

文
化

の
創

作
や

実
演

を
行

う
際
の
東
京
都
の
環
境（

創
作・練

習
場
所
、発

表
場
所
の
充
実
度

等
）が

整
っ

て
い

る
と

考
え

る
ア

ー
テ

ィ
ス
ト
・
従
事

者
の
割
合
（「

充
実
し

て
い
る
」＋「

ど
ち
ら
か
と
い
う
と

充
実
し

て
い

る
」
の

合
計
）
 

36.4％
 

創
作

環
境

向
上

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 

芸
術

を
対

象
と

し
た

寄
付

を
し

た
こ

と
が
あ
る・今

後
し

た
い
人
の
割
合
 

「
芸

術
文

化
施

設
」、「

芸
術

文
化

団
体

」、「
芸

術
家

・
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
」、「

芸
術
文
化
の
事
業・イ

ベ
ン

ト
」、「

そ
の

他
の

芸
術

文
化

の
対

象
」の

い
ず
れ
か
の
対
象
に「

寄
付

を
し

た
こ

と
が

あ
る

」・「
寄

付
を

し
た

こ
と

が
な

い
が

、
今

後
は

寄
付
を
し
た
い
」
都
民
の
割
合
 

20.0％
 

担
い

手
育

成
・

支
援

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
 

東
京
都
「
新
文

化
戦
略
に
関
す

る
都
民
ア
ン
ケ

ー
ト

」（
2021

年
９
月
調
査
）
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戦
略
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 

文
化
戦
略
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
 

【
戦
略
３
】
 

芸
術

文
化

の
ハ

ブ
機

能
を

強
化
す
る
 

№
7 

ア
ー
ト
・
ハ
ブ
 

7-1 
東

京
ア
ー
ト
ハ
ブ
の
検
討
 

7-2 
東

京
芸
術
文
化
相
談
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
「
ア
ー
ト
ノ
ト
」
 

再
掲
 

シ
ビ
ッ
ク
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ベ
ー
ス
東

京
 

№
8 

海
外
発
信
 

8-1 
Instagramを

活
用
し
た
戦
略
的
海
外
広
報
 

8-2 
海
外
都
市
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
 

8-3 
海
外
の
劇
場

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
 

8-4 
海
外
の
博
物

館
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
 

8-5 
海
外
の
美
術
館
等
諸
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
 

8-6 
THE TOKYO PASS 

8-7 
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
人
材

等
海
外
派
遣
事

業
 

再
掲
 

ベ
イ
エ
リ
ア
に
お
け
る

芸
術
文
化
イ
ベ
ン
ト
 

再
掲
 

文
化
振
興
の
Ｄ
Ｘ
に
お
け
る
発
信

力
強
化
 

【
戦
略
４
】
 

持
続

性
の

あ
る

芸
術

文
化

エ
コ

シ
ス

テ
ム

を
構

築
す

る
 

№
9 

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

・
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
 

9-1 
TOKYO Contemporary Art Award（

Ｔ
Ｃ

Ａ
Ａ
）
 

9-2 
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｓ
本
郷
「
Emerging」「

Open Site」
 

9-3 
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｓ「

キ
ュ
レ
ー
タ

ー
イ
ン
レ
ジ
デ

ン
ス
」「

国
内
レ

ジ
デ
ン
ス
」
 

9-4 
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
助
成
 

9-5 
東
京
芸
術
文
化
創
造
発

信
助

成
 

9-6 
東

京
音

楽
コ
ン
ク
ー

ル
 

No.10 
担

い
手

育
成

・
支

援
＆

創
作

環
境

向
上
 

10-1 
タ
レ
ン
ツ
・
ト
ー
キ
ョ
ー
 

10-2 
と
び
ら
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
 

10-3 
担
い
手

育
成

の
体
系
整

理
 

10-4 
芸
術
系
大
学
等
と
の
連
携
 

10-5 
芸
術
文

化
団

体
等
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
 

10-6 
ア
ー
ト
・
プ

ロ
ボ
ノ
等
 

10-7 
TOKASレ

ジ
デ
ン
シ
ー
 

10-8 
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
創
作
環
境

の
整

備
 

10-9 
東

京
ラ
イ
ブ
・
ス
テ
ー
ジ
応
援
助

成
 

再
掲
 

東
京
芸
術
文
化
相
談
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
「
ア
ー
ト
ノ
ト
」
 

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

よ
り
監

査
人

作
成

 
 イイ

  
監監

査査
のの

結結
果果

  
東

京
文

化
戦

略
2030の

４
つ

の
戦

略
の
Ｋ

Ｐ
Ｉ
に

対
し

て
定
量

的
な
目

標
値

や
達

成
時

期
を

設
定

す
る

こ
と

は
、10の

推
進

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
の
各

施
策

の
進
捗

状
況
や

効
果

を
測

定
し

、
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戦
略
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 

文
化
戦
略
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
 

№
2 

だ
れ

も
が

文
化

で
つ
な
が
る
 

2-1 
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
・
ト
ー
キ
ョ
ー
 

2-2 
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
 

2-3 
芸
術
文
化
に

よ
る
社
会
支
援
助
成
 

2-4 
芸
術
文
化
へ
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
向
上
 

2-5 
世
界
陸
上
・
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
向
け
た
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
 

№
3 

キ
ッ
ズ
・
ユ
ー
ス
 

3-1 
キ
ッ
ズ
伝
統
芸
能
体
験
 

3-2 
子

ど
も

の
た
め
の
伝
統
文
化

・
芸
能
体
験
事

業
 

3-3 
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
キ
ッ
ズ
・
ト
ー
キ
ョ
ー
 

3-4 
Shibuya StreetDance Week 

3-5 
TACTフ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 

3-6 
Music Program TOKYO（

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

他
）
 

3-7 
Museum Start あ

い
う
え
の
 

3-8 
ウ
ェ
ル
カ
ム
ユ
ー
ス
 

3-9 
若
年
層
が
主
体
的
に
芸
術
文
化
を
体
験
す
る
取
組
   

【
戦
略
２
】
 

人
々

を
イ

ン
ス

パ
イ

ア
す

る
 

№
4 

ス
マ

ー
ト

・
カ

ル
チ
ャ
ー
 

4-1 
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
 ス

マ
ー
ト
・
カ
ル
チ
ャ
ー
・

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
 

4-2 
シ
ビ
ッ
ク
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ベ
ー
ス
東

京
 

4-3 
文

化
振

興
の
Ｄ
Ｘ
に
お
け
る
発
信

力
強
化
 

再
掲
 

芸
術
文
化
魅
力
創
出
助

成
 

№
5 

「
ア

ー
ト

の
あ

る
生
活
」
 

5-1 
現
代
ア
ー
ト
の
振

興
 

5-2 
ラ
イ
フ
ウ
ィ

ズ
ア
ー
ト
事
業
 

ラ
イ
フ
ウ
ィ

ズ
ア
ー
ト
助
成
 

5-3 
東

京
ア
ー
ト
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
 

№
6 

ア
ー

ト
＆

エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ

ン
ト
 

6-1 
TOKYO MET SaLaD MUSIC FESTIVAL（

サ
ラ
ダ
音
楽
祭
）
 

6-2 
東

京
芸
術
祭
 

6-3 
神
楽
坂
ま
ち
舞
台
・
大
江
戸
め
ぐ
り
 

6-4 
六
本
木
ア
ー
ト
ナ
イ
ト
 

6-5 
恵
比
寿
映
像
祭
 

6-6 
芸
術
文
化
魅
力
創
出
助

成
 

6-7 
ベ
イ
エ
リ
ア
に
お
け
る

芸
術
文
化
イ
ベ
ン
ト
 

再
掲
 

伝
承
の
た
ま

て
ば
こ
〜
多
摩
伝
統
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〜
 

再
掲
 

世
界
陸
上
・
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
向
け
た
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
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 的

目
標

値
や

具
体

的
な

達
成

時
期

の
設

定
が

容
易

で
は

な
い

こ
と

は
考

慮
事

項
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
ま
た

、
東

京
文

化
戦

略
2030の

Ｋ
Ｐ
Ｉ

の
う
ち

、
例

え
ば
「
育

児
・
介

護
の

理
由

に
よ

り
鑑

賞
し

て
い

な
い

人
の

割
合

」（
戦

略
１

の
Ｋ
Ｐ

Ｉ
の

一
つ
）
に

つ
い

て
は

、
都

民
の

育
児・介

護
の

置
か

れ
る

状
況

に
左
右

さ
れ
、文

化
振
興

事
業
の

施
策

の
み
で

は
Ｋ

Ｐ
Ｉ

の
目

標
を

定
め

る
こ

と
が

難
し

い
側

面
は

理
解

で
き
る

。
 

一
方

、
10

の
推

進
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

各
ア
ク

シ
ョ

ン
プ
ラ

ン
に
お

い
て

は
、

令
和

６
年

度
に

実
施

が
計

画
さ

れ
て

い
る

事
業

の
評

価
・

検
証

を
通

じ
て

令
和

７
年

度
か

ら
令

和
８

年
度

の
計

画
に

反
映

す
る

こ
と

と
さ

れ
て

い
る
。Ｋ

Ｐ
Ｉ

の
う

ち
、例

え
ば「

関
心

が
あ

る
事

業
が

な
く

鑑
賞

し
て

い
な

い
人

の
割

合
」（

戦
略

２
の

Ｋ
Ｐ

Ｉ
の
一

つ
）は

、「
芸

術
文

化
の

鑑
賞

に
は

関
心

が
あ

る
が

、関
心

が
あ

る
展

覧
会・公

演
等
が
な
か

っ
た

か
ら

鑑
賞
し

な
か

っ
た

都
民

の
割

合
」で

あ
り

、生
活

文
化

ス
ポ

ー
ツ

局
の
文

化
振

興
事
業

の
施
策

内
容

の
巧

拙
が

反
映

さ
れ

て
い

く
面

が
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

 
当

該
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
の

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イ

ク
ル

機
能

の
有

効
性

を
高

め
る

た
め

、
都

民
に

対
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

等
に

よ
り

Ｋ
Ｐ

Ｉ
の

再
測

定
を

実
施

す
る

な
ど

、
令

和
３

年
度

の
Ｋ

Ｐ
Ｉ

の
測

定
結

果
か

ら
の

状
況

変
化

を
把

握
し

、
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
の

各
事

業
が

Ｋ
Ｐ

Ｉ
に

ど
の

よ
う

に
影

響
を

与
え

た
の

か
分
析・評

価
し

、そ
の

結
果

を
今
後

の
各

事
業

に
反

映
す

る
こ

と
は

文
化

振
興

事
業

に
行

政
資

源
を

有
効

的
に

投
入

し
て

い
く

上
で

重
要

で
あ

る
。 

 （
意

見
４

－
１

）
東

京
文

化
戦

略
2030の

Ｋ
Ｐ

Ｉ
の
測

定
結
果

に
よ

る
事
業

評
価

に
つ

い
て

 
東

京
文

化
戦

略
2030で

は
、「

芸
術

文
化

で
躍

動
す
る

都
市
東

京
」
を

目
指

す
2040年

代
の

東
京

の
姿（

将
来

像
）と

し
て

、４
つ

の
戦
略

が
策

定
さ
れ

、こ
の
戦

略
実

行
の

た
め
に

10
の

推
進

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

が
掲

げ
ら

れ
て

い
る

。
 

こ
の

４
つ

の
戦

略
の

進
捗

度
合

い
を

確
認

し
、
10

の
推

進
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

の
施

策
の
評

価
や

見
直

し
に

反
映

す
る

た
め

、目
標

の
達

成
度

合
い
を

計
測・監

視
す

る
た
め

の
定

量
的

な
指

標
と

し
て

Ｋ
Ｐ
Ｉ（

重
要

業
績

評
価

指
標

）が
設

定
さ

れ
て
い

る
。そ

し
て

、東
京

文
化

戦
略

2030の
10の

推
進

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
基
づ

き
、都

、歴
史
文

化
財
団

及
び

都
響

が
重

点
的

に
実

施
す

る
事

業
の

３
か

年
計

画
で

あ
る

「
東
京

文
化
戦

略
2030

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン
」（

以
下

「
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
」

と
い

う
。）

が
定

め
ら
れ

て
い

る
。
 

都
の

掲
げ

る
2040年

代
の

東
京

の
姿
（

将
来
像

）
を
実

現
す

る
た
め

に
は

、
10の

「
推

進
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
に

都
の

行
政

資
源
（

ヒ
ト
（

人
的
資

源
）、

モ
ノ
（

物
的

資
源

）、
カ
ネ
（

財
務

資
源

））
を

有
効

的
に

投
入

し
、
ア

ク
シ

ョ
ン
プ

ラ
ン
の

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イ
ク

ル
機

能
の

有
効

性
を

高
め

る
必
要

が
あ

る
。

 
そ

の
た

め
、
都

民
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

等
に
よ

り
Ｋ
Ｐ

Ｉ
の

再
測
定

を
実

施
す
る

な
ど

、
令

和
３

年
度

の
Ｋ

Ｐ
Ｉ

の
測

定
結

果
か

ら
の

状
況

変
化

を
把

握
し

、
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
の

各
事

業
が

Ｋ
Ｐ

Ｉ
に

ど
の

よ
う

に
影

響
を
与

え
た

の
か
分

析・評
価

し
、そ

の
結

果
を

今
後

の
各

事
業

の
実

施
方

針
等

に
反

映
さ

れ
た

い
。
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 各

施
策

の
有

効
性

を
確

認
す

る
上

で
重

要
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
 

各
施

策
の

有
効

性
が

確
認

さ
れ

な
い

場
合

は
、

当
該

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
継

続
性

を
再

考
す

べ
き

で
あ

り
、一

方
で

有
効

な
施

策
で

あ
る

と
評

価
で

き
る

場
合

は
、当

該
施

策
に

都
の

行
政

資
源
（

ヒ
ト
（

人
的

資
源

）、
モ

ノ
（

物
的

資
源

）、
カ

ネ
（

財
務

資
源

））
を

よ
り

集
中

的
に

投
入

し
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
更

に
邁

進
さ

せ
る

検
討

材
料

と
な

り
得

る
と

考
え

ら
れ

る
。

 
そ

の
た

め
、
ま

ず
、
東

京
文

化
戦

略
2030の

Ｋ
Ｐ

Ｉ
が

ど
の

よ
う

な
考

え
方

に
よ

り
設

定
さ

れ
て

い
る

か
ロ

ジ
ッ

ク
モ

デ
ル

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
東

京
文

化
戦

略
2030の

４
つ

の
戦

略
は

、定
性

的
な

内
訳

項
目

を
有

し
て

お
り

、そ
の

内
訳

項
目

が
そ

れ
ぞ

れ
連

動
す

る
関

係
と

な
っ

て
お

り
、

こ
の

内
訳

項
目

の
進

捗
状

況
や

効
果

を
測

定
す

る
た

め
に

Ｋ
Ｐ

Ｉ
が

設
定

さ
れ

て
い

る
構

造
と

な
っ

て
い

た
。戦

略
１

の「
人

々
の

ウ
ェ

ル
ビ

ー
イ

ン
グ

の
実

現
に

貢
献

す
る

」を
例

に
挙

げ
る

と
、「

経
済

的
状

況
が

不
利

な
人

々
の

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

向
上

」（
Ｋ

Ｐ
Ｉ：金

銭
的
な
理
由
に
よ

り
鑑

賞
し

て
い

な
い

人
の

割
合

）、「
地

理
的

状
況

が
不

利
な

人
々

の
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
向

上
」（

Ｋ
Ｐ

Ｉ：物
理

的
な

理
由

に
よ

り
鑑

賞
し

て
い

な
い

人
の

割
合

）、
「

子
供
・
若

者
の

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

向
上

」（
Ｋ

Ｐ
Ｉ
：
若

者
の

鑑
賞

割
合

）、「
そ

の
他

の
人

々
の

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

向
上

」（
Ｋ

Ｐ
Ｉ
：
育
児
・
介

護
の

理
由

に
よ

り
鑑

賞
し

て
い

な
い

人
の

割
合

）
が

、「
誰
も

が
芸

術
文

化
に

身
近

に
触

れ
ら

れ
る

環
境

の
整

備
」
に

つ
な

が
っ

て
い

る
。そ

し
て

、「
様

々
な

人
々

が
楽

し
む

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発
・
充

実
」（

Ｋ
Ｐ

Ｉ
：
鑑

賞
に

関
心

が
あ

る
が

鑑
賞

し
て

い
な

い
人

の
割

合
）と

合
わ

せ
、人

々
の

幸
せ

に
貢

献
し

て
い

く
関

係
と

な
っ

て
い

る
。な

お
、ロ

ジ
ッ

ク
モ

デ
ル

は
、個

別
施

策
ご

と
に

、投
入

す
る

行
政

資
源

か
ら

、行
政

の
活

動
と

そ
の

過
程

、活
動

に
よ

っ
て

提
供

さ
れ

る
財・サ

ー
ビ
ス
、直

接
的・

最
終

的
な

結
果

に
至

る
ま

で
の

論
理

的
な

パ
ス

を
個

別
具

体
的

に
描

い
た

も
の

と
一

般
的

に
い

わ
れ

て
お

り
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
セ

オ
リ

ー
と

も
呼

ば
れ

て
い

る
。

 
「

未
来

の
東

京
」

戦
略

の
戦

略
15「

文
化

・
エ

ン
タ

ー
テ

イ
ン

メ
ン

ト
と

都
市

戦
略

」
の

政
策

目
標

で
は

、
2030年

度
（

令
和

12年
度

）
の

設
定

目
標

と
し

て
、「

東
京

の
文

化
環

境
を

楽
し

ん
で

い
る

人
の

割
合

を
70％

ま
で

向
上

」（
令

和
５

年
度

の
割

合
46.0％

。
中

間
目

標
と

し
て

令
和

８
年

度
60.0％

）、「
直

近
1年

間
で

文
化

活
動

を
行

っ
た

人
の

割
合

を
40％

ま
で

向
上

」（
令

和
５

年
度

の
割

合
25.9％

。中
間

目
標

と
し

て
令

和
８

年
度

32.0％
）と

い
う

定
量

的
な

目
標

値
や

達
成

時
期

が
掲

げ
ら

れ
て

い
る

。こ
の

点
、Ｋ

Ｐ
Ｉ

の
定

量
的

目
標

値
や

達
成

時
期

の
設

定
に

関
し

て
担

当
者

に
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
実

施
し

た
。

 
担

当
者

か
ら

は
、「

多
様

な
価

値
観

や
解

釈
が

伴
う

文
化

分
野

で
は

そ
の

質
的

な
特

性
か

ら
定

量
化

が
困

難
で

あ
り

、数
値

目
標

で
評

価
す

る
こ

と
が

適
切

で
な

い
場

合
が

あ
る

。ま
た

、
政

策
効

果
の

時
間

的
測

定
が

難
し

く
、

例
え

ば
文

化
芸

術
の

普
及

や
担

い
手

の
育

成
支

援
で

は
成

果
が

長
期

的
な

時
間

の
中

で
外

的
要

因
も

含
み

な
が

ら
現

れ
る

た
め

、
具

体
的

な
達

成
時

期
の

設
定

が
困

難
で

あ
る

。」
と

の
回

答
が

あ
り
、
Ｋ
Ｐ

Ｉ
の

定
量

的
な

目
標

値
や

達
成

時
期

の
設

定
は

行
わ

れ
て

い
な

い
と

の
こ

と
で

あ
る

。
 

確
か

に
、文

化
振

興
事

業
の

文
化

芸
術

の
普

及
や

担
い

手
の

育
成

支
援

等
に

お
い

て
、定

量
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監監

査査
のの

結結
果果

  
文

化
振

興
事
業

財
務

等
連

結
情

報
で

は
、「

資
産

と
負

債
」
と

し
て

令
和
３

年
度

末
の

資
産

（
流

動
資

産
・

固
定

資
産

）、
負

債
（

流
動

負
債

・
固

定
負

債
）

及
び

正
味

財
産

の
金

額
が

、
「

収
入

と
費

用
」
と
し

て
令

和
３

年
度

中
の

収
入
（

経
常

収
入
・
特

別
収

入
）、

費
用
（

経
常

費
用

・
特

別
費

用
）

及
び

収
支

の
金

額
が
公

表
さ

れ
て
い

る
。
 

し
か

し
、こ

れ
以

上
の

内
訳

を
示

す
勘
定

科
目

は
公
表

さ
れ
て

お
ら

ず
、例

え
ば
、文

化
振

興
部

、歴
史

文
化
財

団
及

び
都

響
と

い
う

文
化

振
興

事
業
全

体
で

の
資
産

の
内

訳（
所

有
す

る
建

物
等

）、負
債

の
内

訳（
対

外
的

に
負

っ
て

い
る

債
務
等

）、収
入（

入
場

料
、施

設
利

用
料

、
演

奏
事

業
に

係
る

収
益

、都
税

、寄
附

金
等
）や

費
用

の
内
訳

に
つ

い
て
、都

民
や
一

般
情

報
利

用
者

が
把

握
や

比
較

な
ど

を
行

う
こ

と
が

で
き
な

い
と
考

え
ら

れ
る
。

 
こ

こ
で

、参
考

に
な

る
も

の
と

し
て

は
、Ⅰ（

３
）で

述
べ

た
会
計

管
理
局

や
建

設
局

な
ど

の
も

の
が

あ
る

。
建

設
局

で
は

、
政

策
連

携
団

体
を

連
結
の

範
囲

に
含
め

た
、
道

路
・
河

川
・

公
園

に
係

る
事

業
別

の
連

結
財

務
情

報
を

公
表

し
て

お
り

、
行

政
コ

ス
ト

計
算

書
の

行
政

費
用

で
は

、給
与

関
係

費
、扶

助
費

、補
助

費
等

、投
資

的
経
費

、減
価

償
却

費
の

勘
定
科

目
が

区
分

掲
記

さ
れ

、金
融

費
用

で
は

公
債

費（
利

子
）の

勘
定

科
目

が
区
分

掲
記

さ
れ

て
い
る

。
ま

た
、貸

借
対

照
表

の
固

定
資

産
で

は
、行

政
財

産
、イ

ン
フ

ラ
資
産

、建
設

仮
勘

定
、負

債
に

つ
い

て
は

都
債

の
勘

定
科

目
が

区
分

掲
記
さ

れ
て
い

る
。さ

ら
に

、１
規
模

当
た

り
の

行
政

コ
ス

ト
と

し
て

、行
政

コ
ス

ト（
行

政
コ
ス

ト
計

算
書
の

行
政
費

用
と

金
融
費

用
の

合
計

）を
都

人
口

で
除

し
た

「
都

民
１

人
当

た
り

の
行
政

コ
ス
ト

」
も

公
表
さ

れ
て
い

る
。

 
 （

意
見

４
－

２
）

文
化

振
興

事
業

の
財

務
情
報

の
公
表

内
容

の
充
実

に
つ
い

て
 

文
化

振
興

部
、

歴
史

文
化

財
団

及
び

都
響

の
令

和
３

年
度

の
財

務
情

報
等

を
連

結
し

た
文

化
振

興
事

業
財
務

等
連

結
情

報
に

つ
い

て
は

、
令

和
５
年

11月
に

公
表

さ
れ

、
資

産
（

流
動

資
産
・
固

定
資

産
）、

負
債
（

流
動

負
債
・
固

定
負

債
）、

正
味
財

産
、
収
入
（

経
常

収
入
・
特

別
収

入
）、費

用（
経

常
費

用・特
別
費

用
）の

金
額
が

開
示
さ

れ
て

い
る
。し

か
し

な
が

ら
、

こ
れ

以
上

の
内

訳
を

示
す

勘
定

科
目

は
公

表
さ

れ
て

お
ら

ず
、

都
民

や
一

般
情

報
利

用
者

が
文

化
振

興
事

業
全

体
の

財
務

情
報

の
把

握・分
析・評

価
を

十
分

に
行

う
こ
と

が
で

き
て

い
な

い
と

考
え

ら
れ

る
。

 
都

民
や

一
般

情
報

利
用

者
へ

有
用

性
の

あ
る

情
報

提
供

を
行

い
、

都
の

文
化

振
興

事
業

へ
の

理
解

を
更

に
促

す
た

め
に

、令
和

４
年
度

以
降

の
決
算

情
報
に

関
し

て
も
毎

年
度

、文
化

振
興

事
業

財
務

等
連

結
情

報
を

作
成

及
び

公
表

す
る

と
と

も
に

、
会

計
管

理
局

や
建

設
局

が
公

表
し

て
い

る
財

務
情

報
も

参
考

に
し

つ
つ

、
文

化
振

興
事

業
財

務
等

連
結

情
報

の
貸

借
対

照
表

と
行

政
コ

ス
ト

計
算

の
勘

定
科

目
に

つ
い

て
、

よ
り

明
瞭

に
開

示
す

る
こ

と
を

検
討

さ
れ

た
い

。
 

ま
た

、
都

民
や

一
般

情
報

利
用

者
の

文
化

振
興

事
業

の
財

務
状

況
等

の
理

解
に

資
す

る
た

め
に

、
都

民
や

一
般

情
報

利
用

者
の

目
線
に

更
に

寄
り
添

っ
た
公

表
内

容
も
検

討
さ

れ
た

い
。 
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 （（

２２
））

文文
化化

振振
興興

事事
業業

のの
財財

務務
情情

報報
  

アア
  

概概
要要

  
（

ア
）

文
化

施
設

の
施

設
別

財
務

情
報

 
都

の
文

化
施

設
に

係
る

管
理

運
営

の
財

務
情

報
と

し
て

は
、

指
定

管
理

者
で

あ
る

歴
史

文
化

財
団

が
公

益
法

人
と

し
て

作
成

が
求

め
ら

れ
る

法
人

の
財

産
及

び
損

益
の

状
況

を
表

し
た

財
務

諸
表

が
あ

る
。

 
歴

史
文

化
財

団
の

財
務

諸
表

に
は

、指
定

管
理

先（
博

物
館
・
美

術
館

等
の

文
化

施
設

）に
お

け
る

都
に

帰
属

す
る

資
産

等
の

ス
ト

ッ
ク

情
報

や
費

用
な

ど
の

フ
ロ

ー
情

報
が

計
上

さ
れ

て
い

な
い

。こ
の

点
、施

設
別

に
都

の
財

務
情

報
と

指
定

管
理

者
で

あ
る

歴
史

文
化

財
団

の
財

務
情

報
を

合
算

し
た

施
設

別
財

務
情

報
が

、
令

和
５

年
11月

に
公

表
さ

れ
て

い
る

。
こ

の
施

設
別

財
務

情
報

に
つ

い
て

は
、

Ⅰ
（

３
）

に
て

詳
述

し
て

い
る

。
 

 （
イ

）
文

化
振

興
事

業
財

務
等

連
結

情
報

 
平

成
27

年
度

の
包

括
外

部
監

査
で

は
、

意
見

２
-37「

文
化

施
設

に
係

る
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
サ

イ
ク

ル
と

情
報

開
示

に
つ

い
て

」に
お

い
て

、文
化

振
興

部
、歴

史
文

化
財

団
及

び
都

響
が

実
施

す
る

組
織
・
人

員
情

報
や

財
務

情
報

な
ど

を
結

合（
連

結
）し

た
セ

グ
メ

ン
ト

情
報

を
作

成
す

る
こ

と
、

ま
た

セ
グ

メ
ン

ト
情

報
の

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イ

ク
ル

に
よ

る
経

営
管

理
及

び
都

民
へ

の
情

報
開

示
の

活
用

に
関

す
る

意
見

が
付

さ
れ

て
い

る
。

 
生

活
文

化
ス

ポ
ー

ツ
局

は
、
令

和
５

年
11月

に
、
こ

の
意

見
へ

の
措

置
と

し
て

、
文

化
振

興
部

、
歴

史
文

化
財

団
及

び
都

響
を

連
結

し
た

令
和

３
年

度
決

算
の

セ
グ

メ
ン

ト
情

報
で

あ
る

「
令

和
３

年
度

文
化

振
興

事
業

財
務

等
連

結
情

報
」

を
公

表
し

て
い

る
。

 
こ

の
連

結
情

報
の

公
表

内
容

は
、

以
下

の
と

お
り

で
あ

る
。

 
 

表
Ｂ

－
４

－
４

 
文

化
振

興
事

業
財

務
等

連
結

情
報

（
令

和
３

年
度

）
 

 
都

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

よ
り

監
査

人
抜

粋
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項
目
 

指
定
管
理
者
制
度
 

地
方
独
立
行
政
法
人
制
度
 

職
員
の
身
分
 

（
公
務
員
/非

公
務
員
）
 

非
公
務

員
 

（
み
な
し
公
務
員
等
の
規
定
な
し
）
 

○
特
定
地
方
独
立
行
政
法
人
：
公
務

員
 

（
た

だ
し

、
特

定
地

方
独

立
行

政
法

人
職

員
に

は
地

方
公

営
企

業
等

の
労

働
関

係
に

関
す

る
法

律
が

適
用

さ
れ

、
地

方
公

共
団

体
の

一
般

の
行

政
職

員
と

比
較

し
て

、
給

与
・

勤
務

条
件

に
つ

い
て

団
体

交
渉

で
決

定
す
る
等
の
違
い
が
あ
る
。）

 
○

一
般

型
地

方
独

立
行

政
法

人
：

非
公

務
員
（
み
な
し
公
務
員
等
の
規
定
あ
り

）
 

ガバナンスの仕組み
 

設
立
・
認
可
・
 

指
定
の
手
続
 

○
指
定
管
理
者
の
指
定
に
係
る
条

例
（
指

定
の
手
続
、
管
理
の
基
準
、
業
務

の
範
囲

等
）、

利
用
料
金
に
係
る
条

例
の
制
定
 

○
議
会
の
議
決
 

○
指
定
管
理
者
の
指
定
 

○
利
用
料
金
の
承
認
 

○
設
立
団
体
の
議
会
の
議
決
 

○
定
款
の
制

定
 

○
総
務
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
の
認
可
 

そ
の
他
 

○
設
立
団
体
の
議
会
の
議
決
 

○
定
款
の
制

定
 

○
総

務
大

臣
又

は
都

道
府

県
知

事
の

認
可
 

○
目
標
に
よ

る
管
理
と
評
価

の
仕
組
み
 

・
中

期
目

標
は

、
設

立
団

体
の

長
が

議
会

の
議
決
を
経
て
定
め
る
。
 

・中
期
計
画
は
、法

人
が
作
成
し
、設

立
団

体
の
長
が
認
可
 

・
毎

事
業

年
度

終
了

後
、

法
人

の
業

務
実

績
を

設
立

団
体

の
長

が
評

価
。

評
価

委
員

会
は

、
各

年
度

及
び

中
期

目
標

期
間

の
事
業
実
績
を
評
価
。結

果
を
法
人・設

立
団
体
の
長
に
通
知
し
、
公
表
 

・
設

立
団

体
の

長
は

、
法

人
に

対
し

て
評

価
結
果
を
通
知
・
公
表
、
議
会
に
報
告
 

・
法

人
は

評
価

結
果

を
中

期
計

画
、

業
務

運
営
の
改
善
等
に
適
切
に
反
映
・
公
表
 

・
設

立
団

体
の

長
は

、
中

期
目

標
期

間
終

了
時
ま
で
に
、業

務
継
続
、組

織
存
続
の

必
要

性
等

を
検

討
・

所
要

の
措

置
を

講
じ
る
。
 

○
財
務
・
会
計
 

・法
人
は
、毎

事
業
年
度
、財

務
諸
表
等
を

作
成
、
公
表
。
設
立
団
体
の
長
が
承
認
 

○
定

款
変

更
、

解
散

及
び

合
併

に
当

た
っ

て
は

、
総

務
大

臣
又

は
都

道
府

県
知

事
の

認
可
等
が
必
要
 

等
 

149 
 （（

３３
））

文文
化化

施施
設設

のの
管管

理理
運運

営営
のの

方方
法法

  
アア

  
概概

要要
  

文
化

振
興

部
の

所
管

施
設

に
つ

い
て

は
、

地
方

自
治

法
第

244
条

の
２

第
３

項
及

び
各

館
設

置
条

例
の

規
定

に
よ

り
、

指
定

管
理

者
制

度
を

導
入

し
て

い
る

。
 

令
和

５
年

度
の

都
の

文
化

施
設

に
お

け
る

指
定

管
理

者
制

度
の

対
象

施
設

は
、７

施
設（

東
京

都
江

戸
東

京
博

物
館

、東
京

都
写

真
美

術
館

、東
京

都
現

代
美

術
館

、東
京

都
美

術
館

、東
京

都
庭

園
美

術
館

、東
京

文
化

会
館

、東
京

芸
術

劇
場

）で
あ

り
、指

定
管

理
者

は
、歴

史
文

化
財

団
で

あ
る

。
 

歴
史

文
化

財
団

は
、

令
和

３
年

度
か

ら
令

和
８

年
度

ま
で

の
６

年
間

の
指

定
管

理
者

と
し

て
特

命
に

て
選

定
さ

れ
て

い
る

。
こ
の

特
命

選
定

の
条

件
は

、「
東

京
都

指
定

管
理

者
制

度
に

関
す

る
指

針
」

に
て

定
め

ら
れ

て
い

る
。

 
公

の
施

設
の

管
理

に
つ

い
て

は
、
平

成
15年

度
の

地
方

自
治

法
の

改
正

に
よ

り
、
普

通
地

方
公

共
団

体
が

指
定

す
る

者
に

管
理

権
限

を
委

任
す

る
指

定
管

理
者

制
度

が
導

入
さ

れ
、

公
の

施
設

の
管

理
は

、
直

営
か

指
定

管
理

者
制

度
の

い
ず

れ
か

に
移

行
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

に
な

っ
た

。ま
た

、平
成

25年
10月

に
地

方
独

立
行

政
法

人
法

施
行

令
が

改
正

さ
れ

、
政

令
に

定
め

る
公

共
的

な
施

設
に「

博
物

館
、美

術
館

、植
物

園
、動

物
園

又
は

水
族

館
」が

追
加

さ
れ

た
こ

と
で

、こ
れ

ら
の

施
設

に
つ

い
て

は
、地

方
独

立
行

政
法

人
に

よ
る

設
置

及
び

管
理

が
可

能
と

な
っ

て
い

る
。

 
 

表
Ｂ

－
４

－
５

 
指

定
管

理
者

制
度

と
地

方
独

立
行

政
法

人
 

制
度

比
較
 

項
目
 

指
定
管
理
者
制
度
 

地
方
独
立
行
政
法
人
制
度
 

制
度
概
要
 

地
方

公
共

団
体

が
指

定
す

る
法

人
そ

の
他

の
団

体
に

公
の

施
設

の
管

理
を

行
わ

せ
る
。
 

  

地
方

公
共

団
体

が
直

接
行

っ
て

い
る

事
務・事

業
の
う
ち
一
定
の
も
の
に
つ
い
て
、

地
方

公
共

団
体

と
は

別
の

法
人

格
を

持
つ

法
人
を
設
立
し
、こ

の
法
人
に
当
該
事

務・
事

業
を

担
わ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

よ
り

効
果

的
・

効
率

的
な

行
政

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
を
目
指
す
。
 

業
務
範
囲
 

公
の
施
設
の
管
理
 

（
道
路
・
学

校
等
、
個
別
法
に
お
い
て
地

方
公

共
団

体
に

管
理

者
を

限
定

し
て

い
る
施
設
に
つ

い
て

は
対
象
外

）
 

○
試
験
研
究
 

○
大
学

の
設
置
・
管
理
 

○
公
営
企
業
相
当
事
業
（
病
院
事
業
等
）
 

○
社
会
福
祉
事
業

 
〇
窓
口
関
連
業
務
 

○
公

共
的

な
施

設
の

設
置

・
管

理
（

博
物

館
、
動
物
園
等
）
 

公
権
力
の
行
使
 

施
設
の
使
用
許
可
を
行
う
こ
と
が
可
能
 

法
律
上
の
根

拠
が
必
要
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 博

物
館

、大
阪

市
立

自
然

史
博

物
館

及
び

大
阪

市
立
美

術
館

に
つ
い

て
は
、大

阪
市

博
物

館
協

会
を

指
定

管
理

者
と

し
て
平
成

22年
か
ら

平
成

30年
度

ま
で

管
理

運
営
が

な
さ

れ
て

い
た

。 
都

以
外

の
地

方
公

共
団

体
に

お
い

て
、指

定
管

理
者

が
管
理

運
営

し
て
い

た
博

物
館・美

術
館

に
対

し
て

地
方

独
立

行
政

法
人

の
設

立
が

な
さ

れ
た

初
め

て
の

実
例

が
生

じ
た

こ
と

を
受

け
、都

の
文

化
施
設

の
う

ち
博

物
館・美

術
館
に

対
す
る

地
方

独
立
行

政
法
人

の
設

置
及

び
管

理
に

関
す

る
見

解
に

つ
い

て
、

担
当

者
に
ヒ

ア
リ

ン
グ
を

実
施
し

た
。

 
生

活
文

化
ス

ポ
ー

ツ
局

の
見

解
と

し
て
は

、「
知

事
の

附
属

機
関
で

あ
る
東

京
芸

術
文

化
評

議
会

に
諮

っ
た

東
京

文
化

戦
略

2030に
お
い

て
、
戦
略

を
実

現
す
る

た
め
の

推
進

体
制

と
し

て
、

歴
史

文
化

財
団

は
戦

略
的

か
つ

効
果

的
な

政
策

連
携

を
行

う
イ

コ
ー

ル
パ

ー
ト

ナ
ー

と
し

て
位

置
付

け
ら

れ
て

い
る

。ま
た

、同
様

に
都

立
文
化

施
設

の
運
営

指
針
も

同
評

議
会

に
諮

っ
た

も
の

で
あ

り
、指

定
管

理
者

で
あ
る

歴
史
文

化
財

団
は
、運

営
指

針
に

基
づ

き
７

館（
東

京
都

江
戸

東
京

博
物

館
、東

京
都

写
真
美

術
館
、東

京
都

現
代

美
術
館

、東
京

都
美

術
館

、東
京

都
庭

園
美

術
館

、東
京

文
化

会
館

、東
京
芸

術
劇
場

）や
ア
ー

ツ
カ

ウ
ン
シ

ル
と

一
体

に
な

っ
て

戦
略

の
実

現
に

向
け

た
取

組
を

行
っ
て

い
る

。」
と
の

こ
と

で
あ
っ

た
。

 
ま

た
、「

東
京

文
化

戦
略

2030の
実

現
に

向
け

、都
立
文

化
施

設
は
、芸

術
文

化
の

創
造

発
信

拠
点

と
し

て
中

核
的

役
割

を
果

た
す

も
の

で
あ

り
、そ

の
運

営
を

行
う

に
当
た

っ
て

は
、都

の
方

向
性

に
連

動
し

、
時

代
の

要
請

に
柔

軟
か

つ
迅

速
に

対
応

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。
ま

た
、
都

立
文

化
施

設
は

、
幅

広
い
分

野
に

お
け
る

資
料
・
作

品
の

収
集
、
保

存
、
管

理
や

調
査

研
究

を
行

う
と

と
も

に
、

魅
力

的
で

創
造

性
豊

か
な

事
業

の
展

開
等

を
行

う
必

要
が

あ
り

、専
門

性
・
学

術
性

が
極

め
て

高
く

、運
営

者
に

は
幅
広

い
分

野
の
専

門
人

材
、ノ

ウ
ハ

ウ
、他

機
関

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
豊
富

に
有
す

る
こ

と
が
求

め
ら
れ

る
。そ

の
た
め

現
時

点
で

は
歴

史
文

化
財

団
が

指
定

管
理

者
と

し
て

管
理

運
営

を
行

う
こ

と
が

最
善

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

、
地

方
独
立

行
政

法
人

制
度

の
導

入
に

関
し
て

は
、
平

成
27年

度
の

包
括

外
部

監
査

の
時

点
か

ら
方

針
の

変
更

は
な

い
。」

と
の

こ
と

で
あ

っ
た
。

 
 （

イ
）

指
定

管
理

者
の

特
命

選
定

 
歴

史
文

化
財
団

は
、都

の
文

化
施

設
の

指
定

管
理
者

で
あ

る
と
と

も
に
、都

の
政

策
連
携

団
体

で
あ

る
。政

策
連

携
団

体
と

は
、都

の
事

業
協
力

団
体（

事
業

活
動

範
囲
が

主
に

都
内

で
あ

る
も

の
又

は
事
業

活
動

目
的

が
主

に
都

内
の

発
展
に

寄
与
す

る
も

の
で
あ

り
、か

つ
、都

が
展

開
す

る
政

策
の
一

端
を

担
う

な
ど

、主
体

的
に
都

と
事

業
協
力

を
行
う

団
体

）で
あ

っ
て

、「
東

京
都

政
策

連
携

団
体

の
指

導
監

督
等

に
関

す
る

基
準

」
に

お
い

て
定

め
る

要
件

を
満

た
す

団
体

の
う

ち
、都

と
協

働
し

て
事

業
等

を
執

行
し

、又
は
提

案
し

、都
と

政
策

実
現

に
向

け
連

携
す

る
な

ど
、特

に
都

政
と

の
関

連
性

が
高

い
団

体
で

、全
庁

的
に

指
導

監
督
を

行
う

必
要

が
あ

る
団

体
と

位
置

付
け

ら
れ

て
い

る
。

 
都

の
文

化
施

設
の

令
和

３
年

度
か

ら
令

和
８

年
度

ま
で

の
指

定
管

理
者

の
候

補
者

選
定

に
当

た
っ

て
歴

史
文

化
財

団
が

特
命

に
よ

り
選

定
さ

れ
て

い
る

理
由

と
し

て
、

指
定

管
理

先
の
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項
目
 

指
定
管
理
者
制
度
 

地
方
独
立
行
政
法
人
制
度
 

管
理
者
、法

人
の
長
等
の

権
限
 

 

〇
指

定
管

理
者

が
管

理
運

営
の

業
務

を
実
施
す

る
。
 

〇
仕
様
書
、
協
定
書
等
に
基
づ
き

、
民
間

事
業

者
等

の
裁

量
に

よ
り

そ
の

ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
用
し
て
業
務
を
実
施
 

理
事

長
が

置
か

れ
、

法
人

を
代

表
し

て
そ

の
業
務
を
総
理
す
る
。
 

職
員
の
任
命・人

事
管
理
 

指
定
管
理
者
が
定
め
る
。
 

理
事
長
が
定
め
る

。
 

組
織
・
定
数
 

指
定
管
理
者
が
定
め
る
。
 

理
事
長
が
定
め
る

。
 

財
源
措
置
 

必
要

な
指

定
管

理
料

を
地

方
公

共
団

体
か
ら
支
払
 

地
方

公
共

団
体

が
、

業
務

財
源

の
全

部
又

は
一
部
を
交
付
す
る
こ
と
が

可
能
 

予
算
制
度
 

指
定
管
理
者
が
収
支
計
画
等
を
作
成
し
、

地
方
公
共
団

体
と
協
議
 

〇
中

期
計

画
で

予
算

、
収

支
計

画
及

び
資

金
計

画
を

定
め

、
こ

れ
に

基
づ

き
年

度
計

画
を
定
め
設
立
団
体
の
長
に
届
出
 

〇
利

益
を

翌
事

業
年

度
の

使
途

に
充

て
る

こ
と
が
可
能
 

運
営
コ

ス
ト
等
 

地
方

公
共

団
体

か
ら

支
払

わ
れ

る
管

理
料

及
び

施
設

利
用

者
の

支
払

う
使

用
料

か
ら
、
指

定
管
理

者
が
運
営

経
費
を
負

担
 

地
方

公
共

団
体

か
ら

独
立

し
た

法
人

と
し

て
の
運
営
が
求
め
ら
れ
る
。
 

（
注

）
地

方
独

立
行

政
法

人
制

度
に

は
、
公

立
大

学
法

人
・
公

営
企

業
型

地
方

独
立

行
政

法
人
・
申

請
等

関
係

事
務

処
理

法
人

に
関

す
る

特
例

は
記

載
し

て
い

な
い

。
 

総
務

省
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
「

地
方

独
立

行
政

法
人

制
度

の
改

革
に

関
す

る
研

究
会

」
報

告
書
（

参
考

資
料

）・「
令

和
５

年
度

地
方

財
政

審
議

会
（

６
月

13日
）議

事
要

旨
」
説

明
資

料
、長

野
県

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
「

第
２

回
民

間
協

働
専

門
部

会
」資

料
３

よ
り

監
査

人
作

成  
こ

こ
で

、
平

成
27年

度
の

包
括

外
部

監
査

報
告

書
に

お
い

て
都

の
博

物
館
・
美

術
館

に
係

る
地

方
独

立
行

政
法

人
の

設
置

及
び

管
理

に
つ

い
て

検
討

が
促

さ
れ

て
い

る
が

、
生

活
文

化
ス

ポ
ー

ツ
局（

当
時

は
生

活
文

化
局

）の
見

解
は

、指
定

管
理

者
制

度
と

地
方

独
立

行
政

法
人

の
制

度
を

比
較

し
た

結
果

、指
定

管
理

者
制

度
に

替
え

、地
方
独

立
行

政
法

人
の

設
立

や
財

産
整

理
、

様
々

な
制

度
改

正
な

ど
時

間
や

大
き

な
コ

ス
ト

を
か

け
て

地
方

独
立

行
政

法
人

制
度

を
導

入
す

る
意

義
は

乏
し

い
と

い
う

も
の

で
あ

っ
た

。
 

 
イイ

  
監監

査査
のの

結結
果果

  
（

ア
）

地
方

独
立

行
政

法
人

大
阪

市
博

物
館

機
構

の
設

立
を

受
け

て
 

大
阪

市
に

お
い

て
、博

物
館・美

術
館

の
公

共
的

な
施

設
の

管
理

運
営

に
お

け
る

地
方

独
立

行
政

法
人

の
初

め
て

の
実

例
と

な
る「

地
方

独
立

行
政

法
人

大
阪

市
博

物
館

機
構

」（
以

下「
機

構
」

と
い

う
。）

が
、

平
成

31年
４

月
１

日
に

設
立

さ
れ

た
。

 
機

構
は

、大
阪

市
立

科
学

館
、大

阪
市

立
東

洋
陶

磁
美

術
館

、大
阪

歴
史

博
物

館
、大

阪
市

立
自

然
史

博
物

館
、

大
阪

市
立

美
術

館
及

び
大

阪
中

之
島

美
術

館
を

運
営

し
て

い
る

。
 

大
阪

市
立

科
学

館
に

つ
い

て
は

、
平

成
18年

か
ら

平
成

30年
度

ま
で

大
阪

科
学

振
興

協
会

を
指

定
管

理
者

と
し

て
運

営
が

な
さ

れ
て

お
り

、大
阪

市
立

東
洋

陶
磁

美
術

館
、大

阪
歴

史
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担
当

者
に

よ
る

と
、幅

広
い

分
野

に
お

け
る

資
料
・
作

品
の
収

集
、保

存
、管

理
や

調
査

研
究

を
行

う
た

め
、

歴
史

文
化

財
団

を
指

定
管

理
者

と
す

る
管

理
運

営
を

継
続

し
て

い
る

と
の

こ
と

で
あ

り
、収

蔵
品

の
収

集
に

関
し
て

は
、文

化
振

興
部

が
直
接

購
入

す
る
の

で
は

な
く

、
美

術
作

品
等

の
学

術
的

価
値

や
市

場
の

動
向

に
係

る
専

門
的

な
知

見
を

有
す

る
歴

史
文

化
財

団
に

対
し

て
委

託
す

る
形

を
と

っ
て

い
る

。
 

具
体

的
に

は
、「

東
京

都
江

戸
東

京
博

物
館

、
東
京

都
写

真
美
術

館
、
東

京
都

現
代

美
術

館
及

び
東

京
都

庭
園

美
術

館
収

蔵
品

購
入

経
費

に
関

す
る

協
定

」
を

歴
史

文
化

財
団

と
締

結
し

て
い

る
。

 
歴

史
文

化
財

団
は

、都
が

館
ご

と
に
定

め
る
収

集
方

針
に
従

い
、情

報
収

集
、調

査
及

び
折

衝
を

行
い

、収
蔵

す
べ

き
と

判
断

し
た

資
料

を
リ

ス
ト
化

し
、都

に
報
告

す
る

。都
は

、報
告

に
基

づ
き

、学
識

経
験

者
に

よ
り

構
成

す
る
収

蔵
委
員

会
に

必
要
な

案
件
を

付
議

し
、資

料
の

購
入

等
に

係
る

調
査

検
討

や
資

料
の

価
格

評
価

な
ど

を
行

う
。

収
蔵

委
員

会
の

結
果

を
考

慮
し

、都
が

購
入

す
べ

き
資

料
や

購
入

価
格

の
上

限
等

を
決
定

し
て

、歴
史

文
化

財
団

に
通

知
す

る
。歴

史
文

化
財

団
は

、通
知

に
基

づ
き

購
入

す
べ
き

資
料

の
所
有

者
等
と

折
衝

し
、都

か
ら

の
指

示
に

基
づ
き

購
入

を
行

う
。協

定
は

年
度

ご
と
の

締
結

で
あ
り

、各
年

度
の

計
画
額

と
実

績
額

と
の

差
額

は
、

都
に

返
還

さ
れ

る
。

 
上

記
の

フ
ロ

ー
に

基
づ

き
、収

蔵
品

の
収
集

に
関
し

て
、委

託
料

と
し

て
歴

史
文

化
財
団

に
措

置
さ

れ
た

令
和

５
年

度
の

予
算

額
と

実
績
額

の
推
移

は
、

以
下
の

と
お
り

で
あ

る
。

 
 

表
Ｂ

－
４

－
７

 
令

和
５

年
度
 

収
蔵
品

収
集

に
係
る

計
画
と

実
績

 （
単
位
：
円
）
 

施
設

 
計

画
額

 
実

績
額

 
差

引
返

還
額

 
東

京
都

江
戸

東
京

博
物

館
 

30,000,000 
29,860,365 

139,635 
東

京
写

真
美

術
館

 
50,000,000 

49,999,400 
600 

東
京

現
代

美
術
館

 
70,000,000 

69,709,666 
290,334 

東
京

庭
園

美
術

館
 

3,000,000 
3,000,000 

0 
計

 
153,000,000 

152,569,431 
430,569 

都
提

供
資

料
よ

り
監

査
人

作
成 

 ｂ
 
収

蔵
品

の
予

算
編

成
に

つ
い

て
 

収
蔵

品
に

つ
い

て
は

、一
般

的
な

市
場
価

格
が

存
在
し

な
い
も

の
が

多
く
、購

入
予

算
の

編
成

に
当

た
っ

て
は

見
積

の
要

素
が

存
在

す
る

と
考
え

ら
れ
る

が
、担

当
者

に
よ

る
と

、毎
年
度

の
収

蔵
品

の
購

入
の

予
算

額（
歴

史
文

化
財

団
へ
の

委
託
料

の
予

算
額
）は

、１
億

5,300万
円

を
基

本
に

し
て

い
る

と
の

こ
と

で
あ

る
。
 

こ
の

収
蔵

品
の

購
入

予
算

は
、都

の
単
年

度
予
算

主
義

に
よ
り

単
年
度

で
精

算
さ

れ
、未

執
行

額
は

歴
史

文
化

財
団

か
ら

都
に

返
還

さ
れ

る
が

、
美

術
品

等
は

市
場

に
出

回
る

点
数

や
そ

153 
 文

化
施

設
が

「
都

の
政

策
等

と
の

密
接

な
関

連
性

及
び

施
設

の
管

理
運

営
に

お
け

る
団

体
の

適
格

性
の

観
点

か
ら

、東
京

都
政

策
連

携
団

体
に

よ
る

管
理

運
営

が
適

切
で

あ
る

施
設

」に
該

当
し

て
い

る
と

の
判

断
で

あ
る

。
 

こ
こ

で
、

歴
史

文
化

財
団

は
、

指
定

管
理

者
の

選
定

時
に

都
に

提
出

し
て

い
る

提
案

書
類

（
事

業
計

画
書

）
及

び
指

定
期

間
に

行
う

中
間

見
直

し
の

事
業

計
画

書
に

基
づ

い
た

達
成

目
標

を
設

定
し

、各
施

設
の

達
成

目
標

の
進

捗
状

況
等

を
管

理
し

て
い

る
が

、特
命

で
選

定
さ

れ
て

い
る

以
上

、
他

の
民

間
事

業
者

が
指

定
管

理
者

と
し

て
参

入
す

る
余

地
は

排
除

さ
れ

て
お

り
、

歴
史

文
化

財
団

に
お

い
て

文
化

施
設

の
管

理
運

営
を

自
律

的
に

行
う

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
が

生
じ

難
く

な
る

可
能

性
も

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
 

こ
の

点
、生

活
文

化
ス

ポ
ー

ツ
局

の
見

解
で

は
、指

定
管

理
者

の
管

理
運

営
の

内
容

は
、指

定
管

理
先

の
各

館
の

外
部

評
価

や
都

の
指

定
管

理
者

評
価

な
ど

に
よ

り
適

正
な

評
価

を
行

っ
て

お
り

、
評

価
に

基
づ

く
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
サ

イ
ク

ル
に

よ
り

自
律

的
な

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
が

働
い

て
い

る
と

の
こ

と
で

あ
っ

た
。

 
し

か
し

、歴
史

文
化

財
団

の
指

定
管

理
者

の
指

定
期

間
は

６
年

間
の

長
期

で
あ

り
、指

定
管

理
の

提
案

時
の

設
定

目
標

を
尊

重
す

る
あ

ま
り

直
近

の
把

握
さ

れ
た

諸
条

件
を

踏
ま

え
た

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イ

ク
ル

と
な

ら
な

い
の

で
あ

れ
ば

、Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

の
効

果
も

損
な

わ
れ

か
ね

な
い

。よ
り

自
律

的
な

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
を

期
待

す
る

上
で

は
、毎

年
度

、歴
史

文
化

財
団

の
自

主
的

か
つ

専
門

的
な

事
業

予
測

に
基

づ
い

た
目

標
を

定
め

る
こ

と
が

有
用

で
あ

る
。

歴
史

文
化

財
団

の
予

算
に

つ
い

て
も

事
業

予
測

に
基

づ
い

た
目

標
を

反
映

さ
せ

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

が
、

都
の

予
算

と
の

連
動

の
必

要
な

ど
か

ら
毎

年
度

の
対

応
が

難
し

い
場

合
、

指
定

管
理

の
中

間
の

見
直

し
な

ど
の

機
会

を
捉

え
て

、
適

時
か

つ
適

切
に

反
映

さ
せ

る
こ

と
が

重
要

と
な

る
。

 
 （

ウ
）

収
蔵

品
の

購
入

予
算

の
取

扱
い

 
ａ

 
収

蔵
品

の
状

況
に

つ
い

て
 

都
が

保
有

す
る

令
和

５
年

度
末

時
点

の
収

蔵
品（

美
術

品
、生

活
民

俗
資

料
等

の
資

料
の

総
称

）
の

状
況

は
、

以
下

の
と

お
り

で
あ

る
。

 
 

表
Ｂ

－
４

－
６

 
都

が
保

有
す

る
収

蔵
品

の
状

況
（

令
和

５
年

度
末

）
 

文
化

施
設

名
 

収
蔵

点
数

（
点

）
 

東
京

都
江

戸
東

京
博
物

館
 

347,988 
東

京
都

写
真

美
術
館

 
37,849 

東
京

都
現

代
美

術
館

 
5,825 

東
京

都
美

術
館

 
49 

東
京

都
庭

園
美

術
館

 
198 

（
注

）
東

京
都

江
戸

東
京

博
物

館
の

収
蔵

品
は

、
江

戸
東

京
た

て
も

の
園

の
復

元
建

造
物

30棟
を

含
む

。
 

歴
史

文
化

財
団

提
供

資
料

よ
り

監
査

人
作

成
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表
Ｂ

－
４

－
８

 
特

定
費

用
準
備

資
金

（
令
和

５
年
度

末
）

 
（
単
位
：
円
）
 

勘
定

科
目

 
残

高
 

東
京

都
写

真
美

術
館

30周
年

記
念

事
業

積
立

資
産

 
65,000,000 

東
京

都
現

代
美

術
館

30周
年

記
念

事
業

積
立

資
産

 
17,019,296 

東
京

都
美

術
館

100周
年

記
念

事
業

積
立

資
産

 
50,279,504 

東
京

都
江

戸
東

京
博
物

館
大

規
模

改
修

中
特

別
展

積
立

資
産

 
63,000,000 

東
京

都
美

術
館
展

覧
会

・
ア
ー

ト
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

事
業

積
立

資
産

 
49,000,000 

発
信

力
強

化
事

業
積

立
資

産
 

762,465,874 
芸

術
文

化
未

来
共

創
事

業
積
立

資
産

 
667,666,250 

合
計

 
1,674,430,924 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

歴
史

文
化

財
団

提
出

資
料

よ
り

監
査

人
作

成 
 

特
定

費
用

準
備

資
金

の
う

ち
、

令
和

５
年

度
末

残
高

が
１

億
円

を
超

え
て

い
る

発
信

力
強

化
事

業
積

立
資
産

、芸
術

文
化

未
来

共
創
事

業
積

立
資
産

の
内
容

及
び

使
用
計

画
は

、歴
史

文
化

財
団

に
よ

る
と

以
下

の
と

お
り

で
あ

る
。

 
 ａ

 
発

信
力

強
化

事
業

積
立

資
産

 
東

京
2020大

会
終

了
後

、
各

館
連

携
事

業
の
実

施
及

び
広
報

の
拡
大

、
展

覧
会
・
公

演
等

の
文

化
事

業
の

更
な

る
充

実
な

ど
に

取
り

組
む

こ
と

に
よ

り
、

東
京

に
お

け
る

芸
術

文
化

の
一

層
の

振
興

と
と

も
に

、
歴

史
文
化

財
団

の
認
知

度
や
ブ

ラ
ン

ド
力
の

向
上

を
図

り
、

ま
た

、
展

覧
会

と
連

動
し

た
コ

ン
サ

ー
ト

な
ど

美
術

館
と

ホ
ー

ル
等

複
数

施
設

が
企

画
実

施
に

携
わ

る
連

携
事

業
の

新
規

実
施

、
新

規
の

広
報

媒
体

等
を

活
用

し
た

財
団

運
営

施
設

全
体

の
一

括
広

報
の

実
施

、展
覧

会
等
の

海
外

巡
回
の

企
画
実

施
な

ど
、事

業
の

更
な

る
拡

大
、

充
実

を
図

っ
て

い
く

も
の

。
 

 
表

Ｂ
－

４
－

９
 
発

信
力

強
化

事
業
積

立
資
産

 
使

用
計

画
 

（
単
位
：
円
） 

令
和

６
年

度
 

令
和

7年
度

 
令

和
８

年
度

 
176,463,000 

242,092,850 
343,910,024 

歴
史

文
化

財
団

提
出

資
料

よ
り

監
査

人
が

作
成
 

 
ｂ

 
芸

術
文
化

未
来

共
創

事
業

積
立

資
産

 
東

京
文

化
戦

略
2030を

推
進

す
る

た
め

に
、
芸

術
文

化
の
輝

く
未
来

を
創

出
す

る
。
そ

の
た

め
に

芸
術

文
化

の
継

承
、次

世
代

の
育
成

、先
端
的

取
組

へ
の
挑

戦
、連

携
に

よ
る
活

性
化

、共
生

社
会

の
実

現
な

ど
の

取
組

を
充
実
・
拡

大
す

る
こ
と

で
、芸

術
文

化
に

よ
り

新

155 
 の

価
値

の
変

動
が

大
き

く
、

計
画

額
の

策
定

後
に

突
発

的
な

ニ
ー

ズ
や

調
達

価
格

の
変

更
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
。こ

う
し

た
状

況
に

お
い

て
は

、単
年

度
の

予
算

で
は

十
分

に
対

応
で

き
な

い
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
。ま

た
、予

算
が

単
年

度
で

あ
る

こ
と

で
、そ

の
執

行
に

重
点

を
置

く
あ

ま
り

短
期

的
な

ニ
ー

ズ
が

優
先

さ
れ

、
中

長
期

的
な

視
点

で
の

収
集

が
難

し
く

な
る

こ
と

も
想

定
さ

れ
る

。例
え

ば
、特

定
の

芸
術

家
の

作
品

を
数

年
間

か
け

て
収

集
す

る
こ

と
を

計
画

す
る

場
合

に
、各

年
度

に
計

画
額

を
分

割
し

た
場

合
、特

定
の

期
に

集
中

的
に

入
手

す
る

機
会

が
あ

っ
て

も
、

予
算

上
対

応
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

。
 

一
方

、地
方

独
立

行
政

法
人

の
場

合
は

、使
途

制
限

の
な

い
運

営
費

交
付

金
等

の
交

付
に

つ
い

て
、中

期
目

標
期

間
内

に
お

い
て

財
源

の
繰

越
し

は
可

能
と

な
っ

て
お

り
、収

蔵
品

の
購

入
予

算
の

中
期

的
な

活
用

に
関

し
て

地
方

独
立

行
政

法
人

の
制

度
に

利
点

は
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

 
こ

の
点

、生
活

文
化

ス
ポ

ー
ツ

局
の

見
解

と
し

て
は

、都
民

の
宝

で
あ

る
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
を

継
続

的
に

充
実

し
て

い
け

る
よ

う
、都

立
文

化
施

設
運

営
指

針
に

お
い

て
収

集
・
保

管
・
活

用
に

関
す

る
方

針
を

打
ち

出
し

て
お

り
、都

と
歴

史
文

化
財

団
で

は
、都

の
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
全

体
を

横
断

的
に

管
理

し
、

都
の

収
集

方
針

に
基

づ
き

中
長

期
的

な
視

点
で

毎
年

度
の

収
集

を
行

え
る

よ
う

に
す

る
ほ

か
、保

管
や

活
用

に
つ

い
て

も
見

直
し

等
を

行
う

な
ど

、既
に

検
討

を
開

始
し

、調
整

を
進

め
て

い
る

と
の

こ
と

で
あ

り
、収

蔵
品

の
購

入
予

算
の

単
年

度
措

置
の

弊
害

に
対

す
る

取
組

を
行

っ
て

い
る

と
の

こ
と

で
あ

る
。

そ
う

し
た

取
組

に
つ

い
て

は
評

価
で

き
る

も
の

の
、や

は
り

、単
年

度
予

算
主

義
に

よ
り

収
蔵

品
の

購
入

予
算（

歴
史

文
化

財
団

へ
の

委
託

料
の

予
算

）の
繰

越
し

を
行

う
こ

と
が

で
き

な
い

点
は

、突
発

的
な

ニ
ー

ズ
や

中
長

期
的

な
収

集
方

針
に

沿
っ

た
収

蔵
品

の
購

入
の

制
約

と
な

ら
な

い
か

、
当

該
取

組
の

実
効

性
を

今
後

見
極

め
る

必
要

は
あ

る
。

 
 （

エ
）

文
化

施
設

の
管

理
運

営
か

ら
生

じ
た

利
益

の
使

途
に

係
る

ガ
バ

ナ
ン

ス
 

公
益

法
人

は
、公

益
目

的
事

業
を

行
う

に
当

た
り

、当
該

事
業

の
実

施
に

要
す

る
適

正
な

費
用

を
償

う
額

を
超

え
る

収
入

を
得

て
は

な
ら

な
い

と
い

う
収

支
相

償
が

求
め

ら
れ

、
損

益
計

算
書（

正
味

財
産

増
減

計
算

書
）に

お
け

る
公

益
目

的
事

業
会

計
の

収
益

は
、費

用
を

上
回

ら
な

い
よ

う
に

法
人

経
営

を
行

う
こ

と
が

基
本

と
な

る
。

 
収

益
が

費
用

を
上

回
り

黒
字

と
な

る
場

合
に

は
、

特
定

費
用

準
備

資
金

へ
の

積
立

て
を

行
う

こ
と

に
よ

り
収

支
相

償
を

達
成

す
る

こ
と

は
で

き
る

。
特

定
費

用
準

備
資

金
へ

の
積

立
て

は
、公

益
法

人
に

お
い

て
認

め
ら

れ
て

い
る

取
扱

い
で

あ
り

、黒
字

の
結

果
と

し
て

増
加

す
る

正
味

財
産

を
財

源
と

す
る

も
の

で
あ

る
。

 
歴

史
文

化
財

団
の

特
定

費
用

準
備

資
金

は
、
令

和
５

年
度

末
残

高
で

約
16億

７
千

万
円

で
あ

り
、

財
源

と
し

て
は

正
味

財
産

か
ら

全
て

充
当

さ
れ

て
い

る
。
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 必

要
が

あ
り

、文
化

施
設

の
管

理
運

営
か

ら
生

じ
た

利
益
の

使
途

に
対
し

て
、都

民
に

よ
り

高
い

透
明

性
を

も
っ

て
説

明
責

任
を

果
た

す
こ

と
が

で
き
る

と
考
え

ら
れ

る
。
 

こ
の

点
、生

活
文

化
ス

ポ
ー

ツ
局

の
見

解
と

し
て

は
、特

定
費
用

準
備

資
金
を

活
用

す
る

事
業

に
つ

い
て

、都
の

施
策

と
連

動
性

を
持

た
せ

、戦
略
的

な
文

化
事
業

の
原
資

と
し

て
活

用
し

て
い

く
た

め
、

令
和

４
年

度
よ

り
新

た
に

開
始

し
た

生
活

文
化

ス
ポ

ー
ツ

局
と

歴
史

文
化

財
団

と
の

政
策

連
携

会
議

に
都

の
施

策
に

資
す

る
事

業
へ

の
活

用
を

協
議

す
る

機
能

を
持

た
せ

て
い

る
と

の
こ

と
で

あ
る

。こ
の

点
、そ

も
そ

も
特

定
費

用
準
備

資
金

の
活
用

の
検

討
以

前
に

、
収

支
の

均
衡

を
基

調
と

し
た

決
算

を
見

据
え

た
予

算
と

な
る

よ
う

、
十

分
な

議
論

も
期

待
さ

れ
る

。
 

た
だ

、政
策

連
携

会
議

に
お

け
る

協
議

の
機
能

が
、地

方
独

立
行

政
法

人
制
度

の
利

益
の

使
途

に
係

る
ガ

バ
ナ

ン
ス

と
比

較
し

得
る

も
の
で

あ
る
こ

と
が

必
要
で

あ
り
、
そ

の
た

め
に

は
、

生
活

文
化

ス
ポ

ー
ツ

局
の

し
か

る
べ

き
責

任
者

が
適

切
な

会
議

体
で

協
議

を
行

い
、

協
議

に
当

た
っ

て
は

、予
算

に
つ

い
て

の
議

論
も

含
め
、特

定
費

用
準

備
資

金
の
積

立
理

由
及

び
使

用
計

画
の

妥
当

性
、特

に
都

の
施

策
と

の
整

合
性
な

ど
の

観
点
で

十
分
な

検
討

が
行

わ
れ

、そ
の

検
討

内
容

を
文

書
で

残
す

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

 （
意

見
４

－
３

）
文

化
施

設
の

管
理

運
営

に
つ

い
て
 

都
の

文
化

施
設

で
あ

る
東

京
都

江
戸

東
京
博

物
館
、東

京
都
写

真
美
術

館
、東

京
都

現
代

美
術

館
、東

京
都

美
術

館
及

び
東

京
都

庭
園

美
術
館

は
、指

定
管

理
者

制
度

に
よ
り

管
理

運
営

さ
れ

て
お

り
、東

京
文

化
会

館
及

び
東

京
芸

術
劇
場

と
併

せ
、令

和
３

年
度
か

ら
８

年
度

ま
で

の
期

間
の

指
定

管
理

者
と

し
て

、歴
史

文
化

財
団
が

特
命

に
て
選

定
さ
れ

て
い

る
。地

方
公

共
団

体
が

所
有

す
る

博
物

館・美
術

館
に

つ
い

て
は

、地
方

独
立

行
政

法
人
を

設
置

し
て

管
理
す

る
こ

と
が

地
方

独
立

行
政

法
人

法
令

上
で

可
能
と

な
っ
て

お
り

、大
阪

市
で

は
、美

術
館
・
博

物
館

の
管

理
運

営
を

、地
方

独
立

行
政

法
人

で
あ
る

大
阪

市
博
物

館
機
構

が
行

っ
て

い
る

。こ
の

よ
う

に
、他

の
地

方
公

共
団

体
に

お
い

て
博

物
館・美

術
館

の
管

理
運
営

を
行

う
地

方
独
立

行
政

法
人

の
設

立
実

例
が

あ
る

も
の

の
、生

活
文

化
ス

ポ
ー
ツ

局
と

し
て
は

、博
物

館
・
美

術
館

の
管

理
運

営
に

つ
い

て
現

時
点

で
は

歴
史

文
化

財
団

が
指

定
管

理
者

と
し

て
管

理
運

営
を

行
う

こ
と

が
最

善
の

見
解

と
し

て
い

る
。こ

の
点

、歴
史
文

化
財
団

は
、特

命
で

指
定

管
理

者
と

し
て

選
定

さ
れ

て
お

り
、

他
の

民
間

事
業

者
の

指
定

管
理

者
と

し
て

の
参

入
余

地
が

排
除

さ
れ

、
文

化
施

設
の

管
理

運
営

を
自

律
的

に
行

う
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

が
生

じ
難

く
な

る
可

能
性

も
あ

る
と

考
え
ら

れ
る

。生
活

文
化

ス
ポ

ー
ツ

局
の

見
解
で

は
、都

の
指

定
管

理
者

評
価

な
ど

に
基

づ
く

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イ

ク
ル

に
よ

り
自

律
的

な
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

が
働

い
て

い
る

と
の

こ
と

で
あ

っ
た

。し
か

し
、歴

史
文

化
財

団
の

指
定

管
理
者

の
指
定

期
間

は
６
年

間
の

長
期

で
あ

り
、

指
定

管
理

の
提

案
時

の
設

定
目

標
を

尊
重

す
る

あ
ま

り
直

近
の

把
握

さ
れ

た
諸

条
件

を
踏

ま
え

た
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
サ

イ
ク

ル
と

な
ら

な
い

の
で

あ
れ

ば
、

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

の
効

果
も

損
な

わ
れ

か
ね

な
い

。よ
り

自
律

的
な

イ
ン

セ
ン

テ
ィ
ブ

を
期
待

す
る

上
で
は

、毎
年
度

、歴
史
文

化
財
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た
な

発
想

を
促

し
、東

京
の

持
続

可
能

な
発

展
を

支
え

、ま
た

、こ
れ

ら
の

取
組

に
よ

る
芸

術
文

化
の

力
で

人
々

の
想

像
力

を
高

め
、誰

も
が

互
い

の
違

い
を

認
め

あ
い

、一
人

ひ
と

り
が

自
分

ら
し

く
居

ら
れ

る
社

会
の

実
現

に
つ

な
げ

て
い

く
も

の
。

 
 

表
Ｂ

－
４

－
１

０
 
芸

術
文

化
未

来
共

創
事

業
積

立
資

産
 
使

用
計

画
 

（
単
位
：
千
円
） 

令
和
９
年
度
 

令
和

10年
度
 

令
和

11年
度
 

令
和

12年
度
 

令
和

13年
度
 

令
和

14年
度
 

341,500 
321,500 

319,500 
333,300 

357,500 
326,700 

歴
史

文
化

財
団

提
出

資
料

よ
り

監
査

人
が

作
成 

 公
益

目
的

事
業

会
計

で
生

じ
た

単
年

度
の

黒
字

は
特

定
費

用
準

備
資

金
（

令
和

５
年

度
末

残
高

は
約

16億
円

）
へ

積
立

て
を

行
っ

て
い

る
が

、
歴

史
文

化
財

団
内

の
意

思
決

定
に

よ
り

完
結

す
る

も
の

で
あ

り
、
都

側
で

都
の

文
化

振
興

政
策
（

東
京

文
化

戦
略

2030等
）
と

整
合

し
た

積
立

状
況

・
使

用
計

画
と

な
っ

て
い

る
か

の
検

討
が

十
分

に
機

能
す

る
と

は
限

ら
な

い
と

考
え

ら
れ

る
。

 
一

方
、地

方
独

立
行

政
法

人
は

、設
立

団
体

の
長

が
議

会
の

議
決

を
経

て
定

め
た

中
期

目
標

に
よ

り
中

期
計

画
を

作
成

し
、設

立
団

体
の

長
の

認
可

を
受

け
、設

立
団

体
の

長
へ

の
届

出
を

行
っ

た
年

度
計

画
に

基
づ

き
経

営
を

行
う

が
、毎

事
業

年
度

、財
務

諸
表（

貸
借

対
照

表
、損

益
計

算
書

、
利

益
の

処
分

又
は

損
失

の
処

理
に

関
す

る
書

類
そ

の
他

設
立

団
体

の
規

則
で

定
め

る
書

類
及

び
こ

れ
ら

の
附

属
明

細
書

）を
作

成
し

、設
立

団
体

の
長

に
提

出
及

び
そ

の
承

認
を

受
け

る
こ

と
に

な
っ

て
い

る
。ま

た
、地

方
独

立
行

政
法

人
は

、地
方
独

立
行

政
法

人
法

に
基

づ
き

、毎
事

業
年

度
に

損
益

計
算

で
利

益
が

生
じ

た
と

き
は

、前
事

業
年

度
か

ら
繰

越
し

た
損

失
を

埋
め

、な
お
残

余
が

あ
る

と
き

は
、そ

の
残

余
の

額
は

積
立

金
と

し
て

整
理

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
が

、設
立

団
体

の
長

の
承

認
を

受
け

、残
余

の
額

の
全

部
又

は
一

部
を

翌
事

業
年

度
に

係
る

認
可

中
期

計
画

の
剰

余
金

の
使

途
に

充
て

る
こ

と
が

で
き

る
と

さ
れ

て
い

る
。

さ
ら

に
、中

期
目

標
の

期
間

の
最

後
の

事
業

年
度

に
積

立
金

が
あ

る
と

き
は

、設
立

団
体

の
長

の
承

認
を

受
け

て
、

当
該

中
期

目
標

の
期

間
の

次
の

中
期

目
標

の
期

間
に

係
る

認
可

中
期

計
画

の
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

、
当

該
次

の
中

期
目

標
の

期
間

に
お

け
る

業
務

の
財

源
に

充
て

る
こ

と
が

で
き

る
と

さ
れ

て
お

り
、そ

れ
で

も
な

お
残

余
が

あ
る

場
合

は
、残

余
の

額
を

設
立

団
体

に
納

付
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
さ

れ
て

い
る

。
 

こ
の

よ
う

に
、地

方
独

立
行

政
法

人
で

は
、毎

事
業

年
度

に
損

益
計

算
で

生
じ

た
利

益
に

つ
い

て
は

積
立

金
と

し
て

整
理

さ
れ

、
中

期
目

標
の

期
間

を
超

え
て

積
立

金
を

繰
越

し
す

る
場

合
に

は
、設

立
団

体
の

長
の

承
認

ま
で

が
必

要
と

な
り

、さ
ら

に
、そ

の
際

に
残

余
額

が
あ

る
場

合
は

設
立

団
体

へ
納

付
す

る
仕

組
み

が
あ

る
。

文
化

施
設

の
管

理
運

営
か

ら
生

じ
た

利
益

の
使

途
に

つ
い

て
、

歴
史

文
化

財
団

内
の

意
思

決
定

で
完

結
す

る
特

定
費

用
準

備
資

金
の

積
立

て
と

比
べ

、
地

方
独

立
行

政
法

人
制

度
に

お
い

て
は

設
立

団
体

の
長

ま
で

の
承

認
を

得
る
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 （（

４４
））

寄寄
附附

金金
  

アア
  

概概
要要

  
文

化
振

興
部

に
お

い
て

、
都

民
等

か
ら

寄
附

金
を

直
接

受
け

入
れ

る
独

自
の

取
組

は
特

段
設

け
ら

れ
て

い
な

い
。

 
一

方
で

、
文

化
振

興
部

に
お

け
る

寄
附

に
関
す

る
取

組
と
し

て
、
東

京
文

化
戦

略
2030で

は
、戦

略
４「

持
続

性
の

あ
る

芸
術

文
化

エ
コ
シ

ス
テ

ム
を
構

築
す
る

」に
お

い
て

、Ｋ
Ｐ

Ｉ
と

し
て「

芸
術

を
対

象
と

し
た

寄
付

を
し
た

こ
と

が
あ
る
・
今

後
し
た

い
人

の
割

合
」が

掲
げ

ら
れ

て
い

る
。

ま
た

、
戦

略
実

行
の

た
め
の

推
進

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

と
し

て
、「

担
い

手
育

成
・

支
援

＆
創

作
環

境
向

上
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」が

設
定

さ
れ

、プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
方
向

性
と

し
て

、
芸

術
文

化
活

動
を

支
え

て
い

く
た

め
、
都

民
や

民
間
企

業
の

支
援
を

後
押
し

す
る

と
と

も
に

、
企

業
で

培
っ

た
経

験
や

ス
キ

ル
を

生
か

し
た

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

で
あ

る
プ

ロ
ボ

ノ
を

増
や

す
取

組
を

推
進

す
る

と
記

載
さ

れ
て

い
る

。
 

さ
ら

に
、
東
京

文
化

戦
略

2030に
基

づ
き

実
施

す
る
事

業
の

３
か
年

計
画
（

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

）
の

2023-2025年
版

で
は

、
上
記

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
の
方

向
性

を
具
体

化
し

た
「
10-

７
ア

ー
ト
・
プ

ロ
ボ

ノ
等

」事
業

が
策

定
さ
れ

て
い
る

。同
事
業

で
は

、３
年

後
に

芸
術

文
化

活
動

を
支

え
る

た
め

の
効

果
的

な
施

策
を

検
討

し
、

事
業

構
築

を
行

う
こ

と
を

目
標

と
し

て
お

り
、令

和
５

年
度

の
実

績
と

し
て「

ア
ー

ト
・
プ

ロ
ボ

ノ
事

業
に
つ

い
て
検

討
」と

記
載

さ
れ

て
い

る
。

 
 

イ イ
  

監監
査査

のの
結結

果果
  

（
ア

）
都

民
や

民
間

企
業

の
支

援
を

後
押
し

す
る

取
組
 

芸
術
・
文

化
に

つ
い

て
は

、行
政

の
み

な
ら

ず
、企

業
や
篤

志
家
に

よ
る

芸
術
・
文

化
団
体

や
個

人
の

芸
術

家
へ

の
支

援
も

重
要

で
あ
る

。
 

そ
の

観
点

で
は

行
政

に
よ

る
支

援
に

は
限

界
が

あ
り

、
む

し
ろ

行
政

が
企

業
や

篤
志

家
に

よ
る

支
援

を
後
押

し
し

、芸
術・文

化
の

分
野

に
お
け

る
寄

附
の
文

化
を
東

京
都

に
根

付
か

せ
る

た
め

の
取

組
を

行
う

必
要

が
あ

る
と

考
え

ら
れ
る

。
 

例
え

ば
、

京
都

市
で

は
文

化
芸

術
の

振
興

に
活

用
す

る
寄

附
の

受
け

皿
に

つ
い

て
の

情
報

を
ま

と
め

た
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト「

Kyoto Art Donation」を
開

設
し

て
い

る
。同

サ
イ

ト
に

は
、

京
都

市
の

文
化

施
策

に
対

す
る

寄
附

の
み

な
ら

ず
、

企
業

や
個

人
か

ら
の

寄
附

の
う

ち
70％

を
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
等

の
活

動
へ

補
助

金
と

し
て

交
付

し
、

30％
を

京
都

市
が

行
う

文
化

芸
術

振
興

策
へ
活

用
す

る
「

Arts Aid KYOTO（
京

都
市

連
携

・
協
働

型
文

化
芸

術
支

援
制

度
）」

と
い

う
制
度

も
紹

介
さ

れ
て

い
る

。
ま
た

、「
Kyoto Art Donation」

の
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

で
は

、施
設

を
管

理
す

る
公

益
法

人
へ
の

寄
附
も

併
せ

て
紹
介

し
て
お

り
、自

治
体

が
企

業・個
人

と
芸
術・文

化
団

体
や

個
人

の
芸

術
家
を

結
ぶ
ハ

ブ
の

機
能
を

果
た

し
て

い
る

と
言

え
る

。
 

こ
の

点
、
東

京
文

化
戦

略
2030で

は
戦
略

４
「

持
続
性

の
あ
る

芸
術

文
化
エ

コ
シ

ス
テ

ム
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 団

の
自

主
的

か
つ

専
門

的
な

事
業

予
測

に
基

づ
い

た
目

標
を

定
め

る
こ

と
が

有
用

で
あ

る
。

歴
史

文
化

財
団

の
予

算
に

つ
い

て
も

事
業

予
測

に
基

づ
い

た
目

標
を

反
映

さ
せ

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

が
、都

の
予

算
と

の
連

動
も

あ
り

毎
年

度
の

対
応

が
難

し
い

場
合

、指
定

管
理

の
中

間
の

見
直

し
な

ど
の

機
会

を
捉

え
て

、
適

時
か

つ
適

切
に

反
映

さ
せ

る
こ

と
が

重
要

と
な

る
。

 
ま

た
、収

蔵
品（

美
術

品
、生

活
民

俗
資

料
等

の
資

料
の

総
称

）の
購

入
予

算
に

つ
い

て
は

、
生

活
文

化
ス

ポ
ー

ツ
局

か
ら

歴
史

文
化

財
団

に
委

託
料

と
し

て
単

年
度

で
措

置
さ

れ
て

お
り

、
収

蔵
品

の
中

期
的

な
購

入
計

画
の

立
案

や
突

発
的

な
ニ

ー
ズ

へ
の

対
応

の
点

で
課

題
も

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。地
方

独
立

行
政

法
人

の
場

合
は

、使
途

制
限

の
な

い
運

営
費

交
付

金
等

の
交

付
に

つ
い

て
中

期
目

標
期

間
内

に
お

い
て

財
源

の
繰

越
し

は
可

能
と

な
っ

て
お

り
、

収
蔵

品
の

購
入

予
算

の
中

期
的

な
活

用
に

関
し

て
地

方
独

立
行

政
法

人
の

制
度

に
利

点
は

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

が
、生

活
文

化
ス

ポ
ー

ツ
局

と
歴

史
文

化
財

団
で

は
、都

の
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
全

体
を

横
断

的
に

管
理

し
、

都
の

収
集

方
針

に
基

づ
き

中
長

期
的

な
視

点
で

毎
年

度
の

収
集

を
行

え
る

よ
う

に
す

る
ほ

か
、保

管
や

活
用

に
つ

い
て

も
見

直
し

等
を

行
う

な
ど

、取
組

の
検

討
を

進
め

て
い

る
と

の
こ

と
で

あ
り

、
当

該
取

組
の

実
効

性
を

今
後

見
極

め
る

段
階

で
あ

る
。

 
さ

ら
に

、歴
史

文
化

財
団

は
、公

益
認

定
上

で
要

求
さ

れ
る

収
支

相
償

を
図

る
た

め
、公

益
目

的
事

業
会

計
で

生
じ

た
利

益
を

特
定

費
用

準
備

資
金

と
し

て
積

立
て

を
行

っ
て

い
る

が
、

歴
史

文
化

財
団

内
で

利
益

使
途

の
意

思
決

定
が

完
結

す
る

た
め

、
都

側
で

都
の

文
化

振
興

政
策
（

東
京

文
化

戦
略

2030等
）
と

整
合

し
た

積
立

状
況
・
使

用
計

画
と

な
っ

て
い

る
か

の
検

討
が

十
分

に
機

能
す

る
と

は
限

ら
な

い
。一

方
、地

方
独

立
行

政
法

人
制

度
で

は
、毎

年
度

の
利

益
を

積
立

金
と

し
て

中
期

目
標

期
間

を
超

え
て

繰
越

し
を

す
る

際
に

は
設

立
団

体
の

長
ま

で
の

承
認

が
必

要
で

あ
り

、利
益

使
途

の
ガ

バ
ナ

ン
ス

の
面

で
、都

民
に

対
し

て
よ

り
透

明
性

の
高

い
利

益
使

途
の

説
明

責
任

が
果

た
せ

る
と

考
え

ら
れ

る
が

、
生

活
文

化
ス

ポ
ー

ツ
局

は
、

令
和

４
年

度
よ

り
新

た
に

開
始

し
た

歴
史

文
化

財
団

と
の

政
策

連
携

会
議

に
都

の
施

策
に

資
す

る
事

業
へ

の
活

用
を

協
議

す
る

機
能

を
持

た
せ

て
い

る
と

の
こ

と
で

あ
る

。ま
た

、そ
も

そ
も

特
定

費
用

準
備

資
金

の
活

用
の

検
討

以
前

に
、

収
支

の
均

衡
を

基
調

と
し

た
決

算
を

見
据

え
た

予
算

と
な

る
よ

う
、十

分
な

議
論

が
期

待
さ

れ
る

。や
は
り

当
該

取
組

の
実

効
性

を
今

後
見

極
め
る

段
階

で
あ

る
。

 
以

上
、都

の
文

化
施

設
の

指
定

管
理

者
制

度
で

の
管

理
運

営
に

つ
い

て
、収

蔵
品

の
購

入
予

算
の

繰
越

し
な

ど
対

応
が

難
し

い
課

題
を

残
し

つ
つ

も
、生

活
文

化
ス

ポ
ー

ツ
局

は
、地

方
独

立
行

政
法

人
制

度
の

利
点

を
実

質
的

に
取

り
込

む
形

で
様

々
な

取
組

を
図

っ
て

い
る

。
博

物
館
・
美

術
館

と
ホ

ー
ル

系
文

化
施

設（
東

京
文

化
会

館
・
東

京
芸

術
劇

場
）と

の
一

体
的

な
管

理
運

営
と

い
う

強
み

も
あ

る
と

す
れ

ば
、博

物
館・美

術
館

に
つ

い
て

直
ち

に
地

方
独

立
行

政
法

人
化

の
検

討
を

行
う

必
要

は
必

ず
し

も
な

い
と

言
え

る
が

、一
方

、各
々

の
取

組
の

成
否

に
よ

っ
て

は
、

地
方

独
立

行
政

法
人

化
の

検
討

も
有

用
と

言
え

る
。

 
し

た
が

っ
て

、
各

々
の

取
組

に
お

い
て

、
よ

り
実

効
性

の
あ

る
対

応
を

図
ら

れ
た

い
。
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 コ

ー
ル

パ
ー

ト
ナ

ー
と

も
位

置
付

け
ら

れ
る

両
団

体
と
都

は
、政

策
連

携
団
体

と
し

て
美

術・
工

芸
等

と
音

楽
の

分
野

で
密

接
に

結
び

つ
い

て
い

る
。
 

そ
の

た
め

、両
団

体
に

対
す

る
寄

附
や

支
援

に
つ
い

て
も

、都
と

一
体

的
に

連
携

す
る
こ

と
が

効
果

的
か

つ
効

率
的

と
考

え
ら

れ
る

が
、

現
状

は
都

と
両

団
体

に
お

い
て

寄
附

の
取

組
に

関
す

る
連

携
は

特
段

取
ら

れ
て

お
ら

ず
、

そ
れ

ぞ
れ

独
自

の
取

組
を

実
施

し
て

い
る

に
と

ど
ま

る
。

 
 

（
意

見
４

－
５
）

寄
附

の
取

組
に

関
す

る
政

策
連
携

団
体
と

の
連

携
に
つ

い
て

 
文

化
振

興
部
に

お
い

て
、
寄

附
金

を
直

接
受
け

入
れ

る
取
組

は
特
段

設
け

ら
れ

て
い
な

い
。 

一
方

で
、政

策
連

携
団

体
で

あ
る

歴
史
文

化
財

団
と
都

響
は
、そ

れ
ぞ

れ
美

術
・
工

芸
等

と
音

楽
の

分
野

で
寄

附
金

の
制

度
を

設
け

、
企

業
及
び

個
人
か

ら
の

支
援
を

集
め

て
い
る

。
 

歴
史

文
化

財
団

が
管

理
す

る
博

物
館

・
美

術
館

等
の

施
設

や
館

内
で

展
示

等
さ

れ
て

い
る

美
術
・
工

芸
品

等
の

収
蔵

品
は

都
の

保
有
物

で
あ

り
、ま

た
、都

響
の

活
動

を
支

え
る
運

営
費

は
都

か
ら

補
助

金
が

拠
出

さ
れ

て
い

る
。
こ
の

よ
う

に
、
東

京
文

化
戦
略

2030に
お

い
て

イ
コ

ー
ル

パ
ー

ト
ナ

ー
と

も
位

置
付

け
ら

れ
る

両
団

体
と
都

は
、政

策
連

携
団
体

と
し

て
美

術・
工

芸
等

と
音

楽
の

分
野

で
密

接
に

結
び

つ
い

て
い

る
が

、
現

状
は

都
と

両
団

体
に

お
い

て
寄

附
金

に
関

す
る

連
携

は
特

段
取

ら
れ

て
お

ら
ず

、
そ

れ
ぞ

れ
独

自
の

取
組

を
実

施
し

て
い

る
に

と
ど

ま
っ

て
い

る
。

 
両

団
体

に
対

す
る

寄
附

や
支

援
に

つ
い

て
も

、
都

と
一

体
的

に
連

携
す

る
こ

と
が

効
果

的
か

つ
効

率
的

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
両

団
体

と
寄

附
金

制
度

に
関

し
て

連
携

し
て

い
く

こ
と

を
検

討
さ

れ
た

い
。

 
 

（ （
５５

））
補補

助助
金金

・・
助助

成成
金金

のの
手手

続続
  

アア
  

概概
要要

  
文

化
振

興
部

が
所

管
す

る
補

助・助
成

事
業

の
う
ち

、令
和

５
年

度
の

補
助
金

及
び

助
成

金
の

交
付

決
定

額
と

確
定

額
の

一
覧

は
、

以
下

の
と

お
り
で

あ
る
。

 
 

表
Ｂ

－
４

－
１

１
 

補
助

金
・

助
成

金
の

交
付

決
定
額

・
確

定
額
（

令
和

５
年

度
）

 
（
単
位
：
円
） 

事
業

名
 

交
付

決
定

額
 

確
定

額
 

東
京

都
歴

史
文

化
財

団
自

主
事

業
の

実
施

に
係

る
運

営
費

補
助

金
 

1,703,442,000 
1,457,397,399 

東
京

都
歴

史
文

化
財

団
東

京
文

化
会

館
の

事
業

に
係

る
補

助
金

 
81,553,000 

64,518,144 
東

京
都

歴
史

文
化

財
団

財
団

本
部

ア
ー

ツ
カ

ウ
ン

シ
ル

東
京

の
事

業
に

係
る

補
助

金
 

783,052,000 
734,645,195 

161 
 を

構
築

す
る

」に
お

い
て

、Ｋ
Ｐ

Ｉ
と

し
て「

芸
術

を
対

象
と

し
た

寄
付

を
し

た
こ

と
が

あ
る・

今
後

し
た

い
人

の
割

合
」
が

掲
げ

ら
れ

て
お

り
、
東

京
文

化
戦

略
2030に

基
づ

き
実

施
す

る
事

業
の

３
か

年
計

画
（

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

）
で

も
「

10-７
ア
ー
ト
・
プ

ロ
ボ

ノ
等

」
事

業
が

策
定

さ
れ

て
い

る
。そ

の
た

め
、同

事
業

に
お

い
て

都
民

や
民

間
企

業
に

よ
る

支
援

の
後

押
し

が
ど

の
よ

う
に

実
行

さ
れ

て
い

る
か

、
事

業
の

有
効

性
に

つ
い

て
担

当
者

に
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、令
和

５
年

度
の

実
績

と
し

て
ア

ー
ト・プ

ロ
ボ

ノ
事

業
に

つ
い

て
検

討
と

記
載

さ
れ

て
い

る
も

の
の

、
具

体
的

に
都

民
や

民
間

企
業

に
よ

る
支

援
の

後
押

し
と

し
て

実
施

ま
た

は
検

討
さ

れ
た

取
組

は
存

在
し

な
か

っ
た

。
 

 
（

意
見

４
－

４
）

都
民

や
民

間
企

業
に

よ
る

支
援

を
後

押
し

す
る

取
組

に
つ

い
て

 
東

京
文

化
戦

略
2030で

は
、
戦

略
４
「

持
続

性
の

あ
る

芸
術

文
化

エ
コ

シ
ス

テ
ム

を
構

築
す

る
」に

お
い

て
、Ｋ

Ｐ
Ｉ

と
し

て「
芸

術
を

対
象

と
し

た
寄

付
を

し
た

こ
と

が
あ

る
・
今

後
し

た
い

人
の

割
合

」
が

掲
げ

ら
れ

て
お

り
、
東

京
文

化
戦

略
2030に

基
づ

き
実

施
す

る
事

業
の

３
か

年
計

画
（

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

）
で

も
「

10-７
ア
ー
ト
・
プ

ロ
ボ

ノ
等

」
事

業
が

策
定

さ
れ

て
い

る
。

 
し

か
し

な
が

ら
、同

事
業

の
令

和
５

年
度

の
実

績
と

し
て

、ア
ー

ト
・
プ

ロ
ボ

ノ
事

業
に

つ
い

て
検

討
と

記
載

さ
れ

て
い

る
も

の
の

、
具

体
的

に
都

民
や

民
間

企
業

に
よ

る
支

援
の

後
押

し
と

し
て

実
施

ま
た

は
検

討
さ

れ
た

取
組

は
存

在
し

な
か

っ
た

。
 

持
続

性
の

あ
る

芸
術

文
化

エ
コ

シ
ス

テ
ム

を
構

築
す

る
上

で
、

行
政

の
役

割
に

は
限

界
が

あ
り

、都
と

し
て

は
企

業
・
個

人
と

、芸
術
・
文

化
団

体
や

個
人

の
芸

術
家

を
結

ぶ
ハ

ブ
の

機
能

を
果

た
す

こ
と

で
、企

業
や

篤
志

家
に

よ
る

支
援

を
後

押
し

し
、芸

術
・
文

化
の

分
野

に
お

け
る

寄
附

を
含

む
支

援
の

裾
野

を
広

げ
る

取
組

を
行

う
必

要
が

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
 

し
た

が
っ

て
、上

記
の

観
点

か
ら

、都
民
や

民
間

企
業

に
よ

る
支

援
の

後
押

し
と

な
る

取
組

を
実

施
す

る
こ

と
を

検
討

さ
れ

た
い

。
 

 
（

イ
）

寄
附

の
取

組
に

関
す

る
政

策
連

携
団

体
と

の
連

携
 

上
記

の
と

お
り

、文
化

振
興

部
に

お
い

て
、寄

附
金

を
直

接
受

け
入

れ
る

取
組

は
特

段
設

け
ら

れ
て

い
な

い
。

 
一

方
で

、政
策

連
携

団
体

で
あ

る
歴

史
文

化
財

団
と

都
響

は
、そ

れ
ぞ

れ
美

術
・
工

芸
等

と
音

楽
の

分
野

で
寄

附
金

の
制

度
を

設
け

、企
業

及
び

個
人

か
ら

の
支

援
を

集
め

て
い

る（
歴

史
文

化
財

団
の

制
度

に
つ

い
て

は
、「

政
策

連
携

団
体（

公
益

財
団

法
人

東
京

都
歴

史
文

化
財

団
、

公
益

財
団

法
人

東
京

都
交

響
楽

団
及

び
公

益
財

団
法

人
東

京
都

つ
な

が
り

創
生

財
団

）
の

経
営

管
理

に
つ

い
て

」
第

３
,Ⅱ

,（
５

）
に

て
詳

述
し

て
い

る
）。

 
歴

史
文

化
財

団
が

管
理

す
る

博
物

館
・

美
術

館
等

の
施

設
や

館
内

で
展

示
等

さ
れ

て
い

る
美

術
・
工

芸
品

等
の

収
蔵

品
は

都
の

保
有

物
で

あ
り

、ま
た

、都
響

の
活

動
を

支
え

る
運

営
費

は
都

か
ら

補
助

金
が

拠
出

さ
れ

て
い

る
。
こ
の

よ
う

に
、
東

京
文

化
戦

略
2030に

お
い

て
イ
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 ⅤⅤ

  
スス

ポポ
ーー

ツツ
総総

合合
推推

進進
部部

及及
びび

スス
ポポ
ーー

ツツ
施施

設設
部部

のの
事事

業業
にに

つつ
いい

てて
 

（（
１１

））
東東

京京
都都

スス
ポポ

ーー
ツツ

推推
進進

総総
合合

計計
画画

  
アア

  
概概

要要
  

（
ア

）
東

京
都
ス

ポ
ー

ツ
推

進
総

合
計

画
の

概
要
 

生
活

文
化

ス
ポ

ー
ツ

局
は

、
平

成
30年

３
月

に
ス

ポ
ー

ツ
を
通

じ
て
ど

の
よ

う
な

都
市

を
目

指
し

て
い

く
の

か
と

い
う

考
え

の
下

、
東

京
都

ス
ポ

ー
ツ

推
進

計
画

及
び

東
京

都
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

振
興

計
画

を
見

直
し

、
ス

ポ
ー

ツ
を

通
じ

て
東

京
の

未
来

を
創

造
し

て
い

く
た

め
の

羅
針

盤
と

な
る

も
の

と
し

て「
東

京
都

ス
ポ

ー
ツ
推

進
総

合
計
画

」を
策

定
し

た
。同

計
画

に
基

づ
き

、都
は

引
き

続
き「

ス
ポ

ー
ツ
都

市
東

京
」の

実
現

を
目

指
し
、ス

ポ
ー

ツ
振

興
施

策
を

推
進

し
て

い
く

こ
と

と
し

て
い

る
。

 
東

京
都

ス
ポ

ー
ツ

推
進

総
合

計
画

は
、
平

成
30年

度
か

ら
令

和
６

年
度
ま

で
を

計
画

期
間

と
し

て
お

り
、「

ス
ポ

ー
ツ

都
市

東
京

」の
実

現
に

向
け
、「

ス
ポ

ー
ツ

の
力

で
東

京
の

未
来

を
創

る
」を

基
本

理
念

と
し

て
、３

つ
の

政
策
目

標
を
設

定
し

て
い
る

。ま
た
、３

つ
の

政
策

目
標

の
実

現
に

向
け

て
は

、「
す

る
ス

ポ
ー

ツ
」、「

み
る

ス
ポ
ー

ツ
」、「

支
え

る
ス

ポ
ー

ツ
」
の

３
つ

の
視

点
か

ら
課

題
を

整
理

し
、

30
の

政
策

指
針
を

示
し

て
い
る

。
こ
れ

ら
の

政
策

目
標

と
政

策
指

針
は

、
以

下
の

と
お

り
で

あ
る
。

 
 政
策

目
標

１
 

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
た

健
康

長
寿

の
達

成
 

将
来

イ
メ

ー
ジ
 

都
民

の
誰

も
が

、気
軽

に
ス

ポ
ー

ツ
に
親

し
む

こ
と

に
よ

っ
て

、心
身

の
健

康
が

維
持

・
増

進
し

、
い

き
い

き
と

生
活

し
て

い
る

。
 

す
る

ス
ポ

ー
ツ

 
・ス

ポ
ー

ツ
を

す
る
こ

と
へ

の
関

心
喚

起
 

・ス
ポ

ー
ツ

を
始

め
る

機
会

の
創

出
 

・ス
ポ

ー
ツ

を
身

近
で

で
き

る
場

の
確

保
 

・
成

長
段

階
に
あ

る
児

童
・
生

徒
の

体
力

向
上

 
・競

技
力

向
上

の
取

組
を

通
じ

た
ス

ポ
ー

ツ
実

施
の

推
進

 

み
る

ス
ポ

ー
ツ

 
・ス

ポ
ー

ツ
を

み
る
こ

と
の

魅
力

発
信

 
・ス

ポ
ー

ツ
を

み
る

機
会

の
創

出
 

支
え

る
ス

ポ
ー

ツ
 

・ス
ポ

ー
ツ

を
支

え
る

人
材
の

育
成

 
・ス

ポ
ー

ツ
に

よ
る

事
故

防
止

等
の

推
進

 
・ス

ポ
ー

ツ
を

支
え

る
都

民
の

顕
彰

等
 

 政
策

目
標

２
 

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
た

共
生

社
会

の
実

現
 

将
来

イ
メ

ー
ジ
 

障
害

の
有
無

や
年

齢
、性

別
、国

籍
等

を
問

わ
ず

、全
て

の
人

が
分

け
隔

て
な
く

ス
ポ

ー
ツ

を
楽

し
み

、
互

い
を

理
解

・
尊

重
し

な
が

ら
共

生
し

て
い

る
。

 
す

る
ス

ポ
ー

ツ
 

・誰
も

が
楽

し
め

る
ス

ポ
ー

ツ
へ

の
理

解
促

進
 

・障
害

の
有

無
に

関
わ

ら
な

い
ス

ポ
ー

ツ
振

興
 

み
る

ス
ポ

ー
ツ

 
・障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

の
更

な
る

魅
力

発
信

 
・誰

も
が

気
軽

に
観

戦
で

き
る

ス
ポ

ー
ツ

環
境

の
整

備
 

支
え

る
ス

ポ
ー

ツ
 

・多
様

な
ス

ポ
ー

ツ
の

振
興

に
向

け
た

人
材

の
育

成
 

・多
様

な
ス

ポ
ー

ツ
を

支
え

る
基

盤
づ

く
り
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 地

域
の

文
化・芸

術
活

動
助

成
事

業
等

に
関

す
る

助
成

金
（

文
化

会
館

）
 

10,000,000 
10,000,000 

地
域

の
文

化・芸
術

活
動

助
成

事
業

等
に

関
す

る
助

成
金

（
芸

術
劇
場

）
 

5,000,000 
5,000,000 

東
京

都
交

響
楽

団
運

営
費

補
助

金
 

1,023,000,000 
1,023,000,000 

隅
田

川
花

火
大

会
事

業
補

助
金

 
67,788,000 

60,576,804 
地

区
花

火
大

会
事

業
補

助
金

 
13,250,000 

13,000,000 
合

計
 

3,687,085,000 
3,368,137,542 

都
提

供
資

料
よ

り
監

査
人

作
成

 
 文

化
振

興
部

が
所

管
す

る
補

助
金・助

成
金

で
は

、事
業
ご

と
に

交
付

要
綱

が
定

め
ら

れ
て

お
り

、当
該

要
綱

に
基

づ
き

交
付

申
請

、交
付
決

定
、実

績
報

告
、精

算
な

ど
が

行
わ

れ
る

。
補

助
事

業
を

実
施

す
る

団
体

は
、補

助
・
助

成
事

業
の

完
了

時
・
精

算
時

に
実

績
報

告
書
・
精

算
報

告
書

を
文

化
振

興
部

へ
提

出
す

る
。

 
 

イ イ
  

監監
査査

のの
結結

果果
  

文
化

振
興

部
が

管
轄

す
る

補
助

金
・
助
成

金
に

関
す

る
資

料
を

閲
覧

し
た

結
果

、「
東

京
都

歴
史

文
化

財
団

東
京

文
化

会
館

の
事

業
に

係
る

補
助

金
」に

つ
い

て
、補

助
事

業
者

で
あ

る
歴

史
文

化
財

団
か

ら
提

出
さ

れ
た

精
算

報
告

書
に

記
載

さ
れ

て
い

る
補

助
金

交
付

決
定

額
が

、
正

し
く

は
81,553,000円

で
あ

る
べ

き
と

こ
ろ

、
783,052,000円

と
な

っ
て

お
り

、
記

載
の

不
備

が
確

認
さ

れ
た

。
 

 （
意

見
４

－
６

）
補

助
金

の
精

算
報

告
書

の
記

載
誤

り
に

つ
い

て
 

「
東

京
都

歴
史

文
化

財
団

東
京

文
化

会
館

の
事

業
に

係
る

補
助

金
」に

つ
い

て
、補

助
事

業
者

で
あ

る
歴

史
文

化
財

団
か

ら
提

出
さ

れ
た

精
算

報
告

書
に

記
載

さ
れ

て
い

る
補

助
金

交
付

決
定

額
が

783,052,000円
と

な
っ

て
い

た
が

、
正

し
く

は
81,553,000円

で
あ

っ
た

。
 

補
助

金
額

が
確

定
す

る
精

算
報

告
書

の
審

査
で

、
金

額
誤

り
に

よ
り

正
確

な
補

助
金

の
精

算
が

行
わ

れ
な

い
可

能
性

が
あ

る
こ

と
か

ら
、精

算
報

告
書

の
記

載
金

額
は

、文
化

振
興

部
に

お
け

る
補

助
金

・
助

成
金

の
審

査
等

の
手

続
に

お
い

て
重

点
的

に
確

認
さ

れ
る

べ
き

事
項

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

 
精

算
報

告
書

の
記

載
金

額
に

誤
り

が
確

認
さ

れ
た

こ
と

を
鑑

み
て

、補
助・助

成
事

業
の

審
査
・
補

助
金

支
給

の
手

続
上

の
誤

り
を

防
止
・
発

見
す

る
た

め
、審

査
手

続
等

に
お

い
て

誤
り

が
生

じ
な

い
よ

う
再

発
防

止
策

を
検

討
し

、補
助

金・助
成

金
の

審
査

等
の

手
続
や

書
類

記
載

上
の

誤
り

の
防

止
・

発
見

に
努

め
ら

れ
た

い
。
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達
成

指
標

 

項
目

 
令

和
２

年
 

（
目

標
値

）
 

令
和

６
年

度
 

（
目

標
値

）
 

政
策

目
標

２
 

障
害

の
あ

る
都

民
（

18歳
以

上
）

の
ス

ポ
ー

ツ
実

施
率

 
－

 
40％

 
（

注
２

）
 

20～
30歳

代
女

性
（

都
民

）
の

ス
ポ

ー
ツ

実
施

率
 

50％
 

55％
 

60歳
以

上
の

都
民

の
ス

ポ
ー

ツ
実

施
率

 
75％

 
75％

を
維

持
 

政
策

目
標

３
 

１
年

間
に

ス
ポ

ー
ツ

を
直

接
観

戦
し

た
都

民
（

18歳
以

上
）

の
割

合
 

50％
 

50％
を

維
持

 

東
京

2020大
会

に
出

場
す

る
都

が
 

発
掘・育

成・強
化

し
た

ア
ス

リ
ー

ト
数

 

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

 
100人

 
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

 
25人

 

成
果

等
を

 
踏

ま
え

検
討

 

都
内

の
ス

ポ
ー

ツ
市

場
規

模
 

（
ス

ポ
ー

ツ
GDP）

 
1.04兆

円
 

1.46兆
円

 
（

注
１

）
ス

ポ
ー

ツ
を

支
え

る
活

動
：

ス
ポ

ー
ツ

の
指

導
や

ス
ポ

ー
ツ

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
実

施
、

子
供

の
ス

ポ
ー

ツ
の

見
守

り
等

、
ス

ポ
ー

ツ
を

行
う

人
を

支
援

す
る

活
動

 
（

注
２

）
令

和
３

年
ま

で
の

達
成

を
目

指
す

 
「

東
京

都
ス

ポ
ー

ツ
推

進
総

合
計

画
」

よ
り

監
査

人
作

成
 

 
イ イ

  
監監

査査
のの

結結
果果

  
（

ア
）

東
京

都
ス

ポ
ー

ツ
推

進
総

合
計

画
に

関
す

る
進
捗

管
理
に

つ
い

て
 

東
京

都
ス

ポ
ー

ツ
推

進
総

合
計

画
に

お
け

る
計

画
全

体
の

目
標

値
で

あ
る

都
民

の
ス

ポ
ー

ツ
実

施
率

に
つ

い
て

、
令

和
５

年
度

実
績
は

66.3％
で
あ

る
。

な
お
、

都
民

の
ス

ポ
ー

ツ
実

施
率

の
推

移
は

、
以

下
の

と
お

り
で

あ
る
。

 
 

図
Ｂ

－
５

－
１

 
都
民

の
ス
ポ

ー
ツ

実
施
率

の
推
移

 

 
都

提
供

資
料
よ

り
監

査
人

抜
粋 

3
9
.
2

4
3
.
4

4
9
.
3

5
3
.
9

6
0
.
5

5
6
.
3

5
7
.
2

6
0
.
4

6
8
.
9

6
5
.
9

6
6
.
3

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

8
0

2
0
0
6

2
0
0
8

2
0
1
0

2
0
1
2

2
0
1
4

2
0
1
6

2
0
1
8

2
0
2
0

2
0
2
2

2
0
2
4

％

年
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 ・

幼
児
・
子

供
の

ス
ポ

ー
ツ

振
興

 
・

高
齢

者
の

ス
ポ

ー
ツ

振
興

 
・性

別
に

関
わ
ら

な
い

ス
ポ

ー
ツ

振
興

 

・ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
た

被
災
地

支
援

 

 政
策

目
標

３
 

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
た

地
域
・

経
済

の
活

性
化

 
将

来
イ

メ
ー

ジ
 

都
民

が
様

々
な

ス
ポ

ー
ツ

を
日

常
的

に
楽

し
む

と
と

も
に

、企
業
・
地

域
団

体
等

も
ス

ポ
ー

ツ
の

楽
し

さ
を

実
感

で
き

る
サ

ー
ビ

ス
等

を
提

供
し

、
地

域
や

経
済

が
活

性
化

し
て

い
る

。
 

す
る

ス
ポ

ー
ツ

 
・ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ス

タ
ー

を
核

と
し

た
地

域
の

活
性

化
 

・官
民

連
携

に
よ

る
ス

ポ
ー

ツ
気

運
の

醸
成

 
・東

京
を

活
性

化
さ

せ
る

ス
ポ

ー
ツ

イ
ベ

ン
ト

等
の

展
開

 
・地

域
に

お
け

る
ス

ポ
ー

ツ
活

動
の

推
進

 

み
る

ス
ポ

ー
ツ

 
・ス

ポ
ー

ツ
観

戦
の

魅
力

発
信

 
・ア

ス
リ

ー
ト

の
活

躍
を

通
じ

た
ス

ポ
ー

ツ
気

運
の

醸
成

 
・ス

ポ
ー

ツ
施

設
に
お

け
る

顧
客

の
満

足
度

向
上

 

支
え

る
ス

ポ
ー

ツ
 

・ス
ポ

ー
ツ

に
関

す
る

技
術

開
発

・
市

場
開

拓
へ

の
支

援
 

・地
域

や
経

済
の

活
性

化
に

寄
与

し
た

団
体

等
の

顕
彰

 
・ス

ポ
ー

ツ
を

通
じ

た
国

際
交

流
 

 
（

イ
）

計
画

全
体

の
目

標
値

と
９

つ
の

達
成

指
標

 
東

京
都

ス
ポ

ー
ツ

推
進

総
合

計
画

に
お

け
る

計
画

全
体

の
目

標
値

は
、

令
和

２
年

ま
で

に
ス

ポ
ー

ツ
実

施
率

を
70％

に
ま

で
引

き
上

げ
、

そ
れ

以
降

は
こ

れ
を

維
持

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。こ

の
目

標
は

、世
界

で
ス

ポ
ー

ツ
実

施
率

が
ト

ッ
プ

と
言

わ
れ

て
い

る
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア（

69.5％
）や

ス
ウ

ェ
ー

デ
ン（

69.1％
）を

超
え

て
、世

界
一

を
目

指
そ

う
と

す
る

も
の

で
あ

る
。

 
ま

た
、当

該
全

体
目

標
の

下
に

、そ
れ

ぞ
れ

の
政

策
目

標
に

お
い

て
も

、進
捗

状
況

を
的

確
に

把
握

す
る

た
め

、達
成

指
標

を
３

つ
ず

つ
設

定
し

、合
計

９
つ

の
達

成
指

標
を

掲
げ

て
い

る
。

９
つ

の
達

成
指

標
は

、
以

下
の

と
お

り
で

あ
る

。
 

 
表

Ｂ
－

５
－

１
 

東
京

都
ス

ポ
ー

ツ
推

進
総

合
計

画
の

達
成

指
標

 
 

達
成

指
標

 

項
目

 
令

和
２

年
 

（
目

標
値

）
 

令
和

６
年

度
 

（
目

標
値

）
 

政
策

目
標

１
 

１
年

間
に

ス
ポ

ー
ツ

を
実

施
し

な
か

っ
た

都
民

（
18歳

以
上

）
の

割
合

 
7.5％

 
7.5％

を
維

持
 

ス
ポ

ー
ツ

が
「
嫌

い
」「

や
や

嫌
い

」
と

回
答

す
る

中
学

２
年

生
の

割
合

 
－

 
男

子
 

５
％

 
女

子
 

10％
 

１
年

間
に

ス
ポ

ー
ツ

を
支

え
る

活
動

（
注

１
）を

行
っ

た
都

民（
18歳

以
上

）
の

割
合

 
20％

 
20％

を
維

持
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ツ
実

施
率

」
も

、
目

標
値

75.0％
に

対
し

て
74.9％

と
目
標

値
に

近
い
水

準
で

あ
っ

た
。 

一
方

、「
ス

ポ
ー

ツ
が
「

嫌
い

」「
や
や

嫌
い
」
と
回

答
す

る
中

学
２
年

生
の

割
合

」
は

、
男

子
で

目
標

値
5.0％

に
対

し
て

11.5％
、
女
子

で
目

標
値

10.0％
に

対
し

て
22.7％

で
あ

っ
た

。生
活

文
化

ス
ポ

ー
ツ

局
と

し
て

は
、生

涯
を

通
じ

て
ス
ポ

ー
ツ

に
親
し

む
都

民
の
増

加
に

向
け

、学
齢

期
か

ら
運

動
習

慣
を

身
に

付
け

さ
せ

、男
子
・
女

子
共

に
ス

ポ
ー
ツ

好
き

を
増

や
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
と

認
識

し
て

い
る

。
 

 
「

１
年

間
に

ス
ポ

ー
ツ

を
支

え
る

活
動
を

行
っ

た
都
民

（
18

歳
以

上
）
の

割
合

」
は

、
目

標
値

20％
に

対
し

て
14.8％

で
あ

っ
た

。
生

活
文

化
ス

ポ
ー
ツ

局
と
し

て
は

、
コ
ロ

ナ
禍

で
の

落
ち

込
み

か
ら

復
調

傾
向

に
あ

る
も

の
の

目
標

値
に

は
達

し
て

お
ら

ず
、

引
き

続
き

情
報

や
機

会
の

提
供

、研
修

会
の

開
催

な
ど

に
よ

り
、ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

や
指
導

者
な

ど
支

え
る
人

材
の

増
加

や
質

の
向

上
を

図
っ

て
い

く
こ

と
が
必

要
で
あ

る
と

認
識
し

て
い
る

。
 

「
１

年
間

に
ス

ポ
ー

ツ
を

直
接

観
戦

し
た
都

民（
18歳

以
上
）の

割
合
」は

、目
標

値
50％

に
対

し
て

42.7％
で

あ
っ

た
。

生
活

文
化

ス
ポ

ー
ツ
局

と
し
て

は
、

ス
マ
ー

ト
フ

ォ
ン

等
の

デ
ジ

タ
ル

機
器

を
活

用
し

た
観

戦
環

境
の

整
備

が
一

層
進

ん
で

き
て

い
る

た
め

、
多

様
な

メ
デ

ィ
ア

で
観

戦
す

る
都

民
の

割
合

も
含

め
て

総
合

的
に

分
析

す
る

必
要

が
あ

る
と

認
識

し
て

い
る

。
 

ま
た

、「
東

京
の

ア
ス

リ
ー

ト
の

競
技
力

を
高
め

、ア
ス
リ

ー
ト

の
経

験
を

地
域

に
還

元
し

、
ス

ポ
ー

ツ
の

裾
野

拡
大

や
世

界
最

高
水

準
の
ス

ポ
ー
ツ

実
施

率
に
つ

な
げ
る

」
に

つ
い

て
は
、

定
量

的
な

達
成

目
標

が
設

定
さ

れ
て

い
な

い
た

め
、

実
績

に
つ

い
て

も
定

量
的

な
評

価
は

さ
れ

て
い

な
い

。
 

ス
ポ

ー
ツ

Ｇ
Ｄ

Ｐ
に

つ
い

て
は

、定
量
的

な
達
成

目
標

が
示
さ

れ
て
い

る
も

の
の

、当
該

目
標

に
対

す
る

実
績

値
が

公
表

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

。
東

京
都

ス
ポ

ー
ツ

推
進

総
合

計
画

に
記

載
さ

れ
て

い
る
ス

ポ
ー

ツ
Ｇ

Ｄ
Ｐ

の
現

状
（

2012
年

実
績

値
）
は

、
計
画

策
定

当
時

（
2017

年
度

）
に

お
い
て

政
府

関
係

金
融

機
関

が
推

計
し
た

も
の
で

あ
っ

た
が
、

そ
の

後
、
2018

年
に

ス
ポ

ー
ツ

Ｇ
Ｄ

Ｐ
の

新
た

な
推

計
方

法
を

同
金
融

機
関
が

開
発

し
、そ

れ
以
降

、新
た

な
推

計
方

法
に

よ
っ
て

日
本

国
内

全
体

の
ス

ポ
ー

ツ
Ｇ
Ｄ

Ｐ
を
公

表
し

て
い
る

。一
方

、都
の

ス
ポ

ー
ツ

Ｇ
Ｄ

Ｐ
に
つ

い
て

は
、都

が
推

計
す

る
こ

と
に
な

る
が

、新
た

な
手

法
に

お
い

て
全
国

の
推

計
か

ら
東

京
都

内
の

推
計

値
を

測
定

す
る

手
法

が
確

立
さ

れ
て

い
な

い
。

担
当

者
に

よ
る

と
、目

標
に

対
す

る
実

績
値

が
公

表
さ

れ
て

い
な

か
っ
た

の
は
、正

確
な

成
果
分

析
を

行
う

こ
と

が
困

難
な

状
況

と
な

っ
た

た
め

と
の

こ
と

で
あ

る
。
 

 
（

意
見

５
－

１
）

次
期

計
画

に
お

け
る

政
策

目
標

に
対
す

る
定
量

指
標

の
設
定

に
つ

い
て

 
平

成
30

年
に

策
定

さ
れ

た
東

京
都

ス
ポ
ー

ツ
推
進

総
合

計
画
に

お
い
て

、「
ス

ポ
ー

ツ
を

通
じ

た
地

域
・
経

済
の

活
性

化
」
と
い

う
政
策

目
標
に

対
し

、
東

京
2020大

会
に

出
場

す
る

都
が

発
掘
・
育

成
・
強

化
し

た
ア

ス
リ

ー
ト

数
を
オ

リ
ン
ピ

ッ
ク

100人
、パ

ラ
リ
ン

ピ
ッ

ク
25人

と
す

る
定

量
的

な
達

成
指

標
を

掲
げ

て
い

た
。
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ま
た

、令
和

５
年

度
に

お
け

る
達

成
指

標
の

実
績

は
、以

下
の

と
お

り
で

あ
る

。な
お

、こ
れ

ら
９

つ
の

達
成

指
標

は
、

中
間

年
度

の
令

和
２

年
度

と
最

終
年

度
の

令
和

６
年

度
に

の
み

目
標

値
が

設
定

さ
れ

て
い

る
。そ

の
た

め
、令

和
５

年
度

の
実

績
と

令
和

６
年

度
の

目
標

を
比

較
し

て
い

る
。

 
 

表
Ｂ

－
５

－
２

 
東

京
都

ス
ポ

ー
ツ

推
進

総
合

計
画

の
達

成
指

標
の

進
捗

状
況

 
 

達
成

指
標

 
項

目
 

令
和

５
年

度
 

（
実

績
値

）
 

令
和

６
年

度
 

（
目

標
値

）
 

政
策

目
標

１
 

１
年

間
に

ス
ポ

ー
ツ

を
実

施
し

な
か

っ
た

都
民

（
18歳

以
上

）
の

割
合

 
5.1％

 
7.5％

を
維

持
 

ス
ポ

ー
ツ

が
「
嫌

い
」「

や
や

嫌
い

」
と

回
答

す
る

中
学

２
年

生
の

割
合

 
男

子
 

11.5％
 

女
子

 
22.7％

 
男

子
 

５
％

 
女

子
 

10％
 

１
年

間
に

ス
ポ

ー
ツ

を
支

え
る

活
動

を
行

っ
た

都
民

（
18歳

以
上

）
の

割
合

 
14.8％

 
20％

を
維

持
 

政
策

目
標

２
 

障
害

の
あ

る
都

民
（

18歳
以

上
）

の
ス

ポ
ー

ツ
実

施
率

 
46.3％

 
40％

 
20～

30歳
代
女

性
（

都
民

）
の

ス
ポ

ー
ツ

実
施

率
 

54.5％
 

55％
 

60歳
以

上
の

都
民

の
ス

ポ
ー

ツ
実

施
率

 
74.9％

 
75％

を
維

持
 

政
策

目
標

３
 

１
年

間
に

ス
ポ

ー
ツ

を
直

接
観

戦
し

た
都

民
（

18歳
以

上
）

の
割

合
 

42.7％
 

50％
を
維

持
 

「
東

京
の

ア
ス

リ
ー

ト
の

競
技

力
を

高
め

、
ア

ス
リ

ー
ト

の
経

験
を

地
域

に
還

元
し

、
ス

ポ
ー

ツ
の

裾
野

拡
大

や
世

界
最

高
水

準
の

ス
ポ

ー
ツ

実
施

率
に

つ
な

げ
る

」（
注

１
）

 

―
 

定
量

的
な

 
指

標
な

し
 

都
が

発
掘・育

成・強
化

し
た

ア
ス

リ
ー

ト
で

、
新

た
な

JPC強
化

指
定

選
手

・
次

世
代

育
成

選
手

数
（

注
１

）
 

41人
 

（
注

２
）

 
75人

 
（

注
２

）
 

都
内

の
ス

ポ
ー

ツ
市

場
規

模
 

（
ス

ポ
ー

ツ
GDP）

 
非

公
表

 
1.46兆

円
 

（
注

１
）

東
京

2020大
会

の
成

果
等

を
踏

ま
え

、
新

た
な

目
標

を
設

定
し

て
い

る
。

 
（

注
２

）
令

和
５

年
度

実
績

は
、

令
和

４
年

度
か

ら
５

年
度

ま
で

の
累

計
人

数
。

令
和

６
年

度
目

標
は

、
令

和
４

年
度

か
ら

６
年

度
ま

で
の

累
計

人
数

。
 

都
提

供
資

料
よ

り
監

査
人

作
成

 
 令

和
５

年
度

に
お

け
る

達
成

指
標

の
進

捗
状

況
を

見
て

み
る

と
、「

１
年

間
に

ス
ポ

ー
ツ

を
実

施
し

な
か

っ
た

都
民

（
18

歳
以

上
）

の
割

合
」

及
び

「
障

害
の

あ
る

都
民

（
18

歳
以

上
）

の
ス

ポ
ー

ツ
実

施
率

」は
、令

和
５

年
度

の
実

績
時

点
に

お
い

て
令

和
６

年
度

に
掲

げ
た

指
標

を
達

成
し

て
い

る
。
ま
た

、「
20～

30歳
代

女
性
（

都
民

）
の

ス
ポ

ー
ツ

実
施

率
」
は
、
目

標
値

55.0％
に

対
し

て
54.5％

と
目

標
値

に
近

い
水

準
で

あ
り

、「
60歳

以
上

の
都

民
の

ス
ポ
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 載

に
と

ど
ま

り
、効

果
・
課

題
に

触
れ

ら
れ

て
い
な

い
も
の

や
、目

標
と

し
て

定
量
的

な
数

値
が

設
定

さ
れ

て
い

る
場

合
で

あ
っ

て
も

定
性

的
な

コ
メ

ン
ト

に
と

ど
ま

っ
て

い
る

も
の

が
あ

っ
た

。こ
れ

ら
は
、取

り
ま

と
め

部
署

と
事

業
担

当
部
署

と
の
間

の
調

整
を
経

た
上

で
整

理
を

し
て

い
る

が
、そ

の
粒

度
は

様
々

で
、必

ず
し

も
比
較

分
析
の

手
法

が
統
一

さ
れ

て
い
る

と
は

言
え

な
い

状
況

で
あ

っ
た

。
 

 
（

意
見

５
－

３
）

各
事

業
の

目
標

と
実
績

と
の
比

較
分

析
の
実

施
に
つ

い
て

 
政

策
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
個

々
の

事
業
に

つ
い

て
は
、そ

れ
ぞ

れ
目
標

、取
組

予
定

、
実

績
、効

果
・
課
題

の
区
分

で
整

理
さ

れ
、効

果
分

析
が
行

わ
れ

て
い
る

。し
か

し
、実

績
で

は
定

量
的

な
実

施
結

果
が

記
載

さ
れ

て
い

る
に

も
か

か
わ

ら
ず

目
標

は
定

性
的

な
記

載
に

と
ど

ま
っ

て
い

る
も

の
や

、目
標
値

に
な

じ
ま

な
い

も
の（

目
標「

継
続
的

な
協

力
先

の
確
保

」、
「

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

等
を

引
き

続
き

配
布

」、「
区

市
町

村
等

に
お

け
る

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

活
用

を
促

進
」）

な
ど

、
そ

の
粒

度
は

様
々

で
あ
っ

た
。
ま

た
、
効

果
・
課

題
に

つ
い
て

も
、
一

部
の

事
業

に
お

い
て
は

、当
該

年
度

の
取

組
内

容
の

記
載
に

と
ど

ま
り
、効

果
・
課
題

に
触

れ
ら

れ
て

い
な

い
も

の
や

、
目

標
と

し
て

定
量

的
な

数
値

が
設

定
さ

れ
て

い
る

場
合

で
あ

っ
て

も
実

績
で

は
定

性
的

な
コ

メ
ン

ト
に

と
ど

ま
っ

て
い

る
も

の
な

ど
が

あ
り

、
必

ず
し

も
比

較
分

析
の

手
法

が
統

一
さ

れ
て

い
る

と
は

言
え

な
い
状

況
で
あ

っ
た

。
 

定
量

的
な

数
値

デ
ー

タ
を

も
っ

て
分

析
結

果
を

深
掘

り
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

当
該

分
析

結
果

を
次

年
度

以
降

の
施

策
に

よ
り

効
果

的
に

反
映

さ
せ

る
こ

と
が

可
能

に
な

る
。

施
策

の
事

業
内

容
に

よ
っ

て
は

、
定

量
的

な
目

標
設

定
が

難
し

い
ケ

ー
ス

が
あ

る
こ

と
も

理
解

で
き

る
が

、可
能

な
限

り
定

量
的

な
目

標
設
定

を
行
っ

た
上

で
、目

標
と

実
績

と
の

比
較

分
析

は
定

量
的

な
数

値
デ

ー
タ

を
も

っ
て

行
う

こ
と

を
検

討
さ
れ

た
い

。
 

 
（

意
見

５
－

４
）

東
京

都
ス

ポ
ー

ツ
推

進
総

合
計

画
に

お
け

る
未

達
成

の
政

策
目

標
に

対
す

る
取

組
に

つ
い

て
 

東
京

都
ス

ポ
ー

ツ
推

進
総

合
計

画
の

政
策
目

標
の
う

ち
「

ス
ポ

ー
ツ

が
「

嫌
い

」「
や

や
嫌

い
」と

回
答

す
る

中
学

２
年

生
の

割
合

」、「
１

年
間

に
ス
ポ

ー
ツ
を

支
え

る
活
動

を
行

っ
た

都
民

（
18

歳
以

上
）

の
割

合
」、「

１
年

間
に

ス
ポ

ー
ツ
を

直
接
観

戦
し

た
都
民

（
18

歳
以

上
）

の
割

合
」に

つ
い

て
は

、令
和

５
年

度
実

績
の

段
階
で

令
和

６
年
度

の
目
標

に
届

い
て

い
な

い
状

況
に

あ
る

。
 

そ
れ

ぞ
れ

の
政

策
目

標
に

は
複

数
の

事
業
が

紐
づ
い

て
い

る
。
例

え
ば
、 「

１
年

間
に

ス
ポ

ー
ツ

を
支

え
る

活
動

を
行

っ
た

都
民

（
18

歳
以

上
）

の
割

合
」
を

増
加
さ

せ
る

と
い

う
政

策
目

標
の

た
め

に
は

、「
ス

ポ
ー

ツ
イ

ベ
ン

ト
に

お
け

る
活
動

機
会

の
提
供

」
等

の
事

業
が
関

連
し

て
い

る
。

 
そ

の
た

め
、政

策
目

標
と

各
事

業
の

関
連

性
を
整

理
し
重

要
な

事
業
を

把
握

し
た

上
で

、政
策

目
標

達
成

に
向

け
た

取
組

を
検

討
さ

れ
た

い
。
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東
京

2020大
会

後
、「

①
東

京
2020大

会
に

向
け

て
構

築
し

た
競

技
力

向
上

施
策

の
体

系
を

大
会

の
レ

ガ
シ

ー
と

し
て

活
用

し
、引

き
続

き
、ア

ス
リ

ー
ト

の
競

技
力

を
向

上
す

る
、②

ア
ス

リ
ー

ト
が

地
元

や
地

域
に

応
援

さ
れ

、
ま

た
都

の
ス

ポ
ー

ツ
推

進
に

貢
献

で
き

る
よ

う
、

活
躍

す
る

場
を

創
出

す
る

」と
す

る
方

向
性

の
下

、新
た

な
目

標
と

し
て「

東
京

の
ア

ス
リ

ー
ト

の
競

技
力

を
高

め
、ア

ス
リ

ー
ト

の
経

験
を

地
域

に
還

元
し

、ス
ポ

ー
ツ

の
裾

野
拡

大
や

世
界

最
高

水
準

の
ス

ポ
ー

ツ
実

施
率

に
つ

な
げ

る
」

が
設

定
さ

れ
た

。
 

当
該

目
標

は
定

性
的

な
も

の
で

あ
り

、定
量

的
な

目
標

は
設

定
さ

れ
な

か
っ

た
。取

組
を

よ
り

効
果

的
な

も
の

と
す

る
た

め
に

は
、定

量
的

な
達

成
指

標
を

設
定

し
、目

標
達

成
状

況
を

見
え

る
化

し
た

上
で

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イ

ク
ル

を
運

用
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

次
期

計
画

に
お

け
る

政
策

目
標（

政
策

の
柱

）に
係

る
指

標
を

設
定

す
る

際
に

は
、可

能
な

限
り

定
量

的
な

達
成

指
標

を
設

定
す

る
こ

と
を

検
討

さ
れ

た
い

。
 

 
（

意
見

５
－

２
）

成
果

分
析

が
可

能
な

指
標

の
設

定
に

つ
い

て
 

東
京

都
ス

ポ
ー

ツ
推

進
総

合
計

画
に

お
い

て
、「

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
た

地
域
・
経
済

の
活

性
化

」と
い

う
政

策
目

標
に

対
し

、定
量

的
な

達
成

指
標

と
し

て
都

内
の

ス
ポ

ー
ツ

市
場

規
模

で
あ

る「
ス

ポ
ー

ツ
Ｇ

Ｄ
Ｐ

」を
掲

げ
、令

和
２

年
度

に
は

1.04兆
円

、令
和

６
年

度
に

は
1.46

兆
円

を
目

標
と

し
て

い
る

。
 

し
か

し
、生

活
文

化
ス

ポ
ー

ツ
局

は
、政

府
関

係
金

融
機

関
の

推
計

方
法

の
変

更
に

よ
り

、
新

た
な

手
法

に
お

い
て

全
国

の
推

計
か

ら
東

京
都

内
の

推
計

値
を

測
定

す
る

手
法

が
確

立
さ

れ
て

い
な

い
た

め
ス

ポ
ー

ツ
Ｇ

Ｄ
Ｐ

の
実

績
を

公
表

し
て

い
な

か
っ

た
。

 
本

来
で

あ
れ

ば
、目

標
と

実
績

を
比

較
の

上
、成

果
分

析
を

行
い

、そ
の

結
果

を
公

表
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。次
期

計
画

に
お

け
る

政
策

目
標（

政
策

の
柱

）に
係

る
指

標
を

設
定

す
る

際
に

は
、可

能
な

限
り

目
標

と
実

績
を

比
較

し
、成

果
分

析
を

行
う

こ
と

が
可

能
な

指
標

と
す

る
こ

と
を

検
討

さ
れ

た
い

。
 

 
（

イ
）

個
別

事
業

に
お

け
る

進
捗

管
理

 
政

策
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
個

々
の

事
業

に
つ

い
て

は
、

表
Ｂ

－
５

－
２

に
掲

げ
る

達
成

指
標

と
は

別
に

、事
業

ご
と

に
目

標
、取

組
予

定
、実

績
、効

果
・
課

題
の
区

分
で

整
理

さ
れ

、
効

果
分

析
が

行
わ

れ
て

い
る

。
 

し
か

し
、目

標
に

つ
い

て
は

、定
量

的
な

数
値

目
標

が
掲

げ
ら

れ
て

い
る

事
業

も
あ

る
が

、
一

部
に

は
実

績
で

は
定

量
的

な
実

施
結

果
が

記
載

さ
れ

て
い

る
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
以

下
の

よ
う

に
定

性
的

な
記

載
に

と
ど

ま
っ

て
お

り
、

目
標

に
な

じ
ま

な
い

も
の

が
あ

っ
た

。
 

「
継

続
的

な
協

力
先

の
確

保
」

 
「

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

等
を

引
き

続
き

配
布

」
 

「
区

市
町

村
等

に
お

け
る

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

活
用

を
促

進
」

 
ま

た
、効

果
・
課

題
に

つ
い

て
も

一
部

の
事

業
に

お
い

て
は

、当
該

年
度

の
取

組
内

容
の

記
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 ・

競
技

人
口

の
拡

大
 

・
ア

ス
リ

ー
ト

の
発

掘
・

育
成

 
・

東
京

の
ア

ス
リ

ー
ト

の
強

化
 

・
ア

ス
リ

ー
ト

が
、

そ
の

経
験

を
も

と
に

地
域

で
活
躍

 
６

．
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
文

化
の

定
着

 
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

気
運

を
つ

な
げ

る
た
め

多
彩

な
情
報

・
活
動

フ
ィ

ー
ル
ド

の
提

供
 

・
ス

ポ
ー

ツ
を

支
え

る
活

動
の

充
実

の
た

め
ス

ポ
ー
ツ

分
野
の

活
動

機
会
の

確
保

 
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

マ
イ

ン
ド

の
更

な
る

醸
成

の
た

め
各

学
校

で
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

の
実

施
 

・
大

会
で

得
ら
れ

た
経

験
・

ノ
ウ

ハ
ウ

の
発

信
 

７
．

未
来

へ
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
 

・
身

近
な

場
所

で
大

会
の

記
憶

に
触

れ
る

場
を

創
出
 

・
大

会
の

ア
ー

カ
イ

ブ
資

産
と

メ
ッ

セ
ー

ジ
を

後
世
に

伝
達
 

・
大

会
の

メ
モ

リ
ア

ル
と

し
て

「
東

京
レ

ガ
シ

ー
ハ
ー

フ
マ
ラ

ソ
ン

」
の
創

設
 

・
大

会
で

得
た

知
識

や
知

見
を

他
都

市
と

分
か

ち
合
う

 
 

イイ
  

監監
査査

のの
結結

果果
  

Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｙ

Ｏ
ス

ポ
ー

ツ
レ

ガ
シ

ー
ビ

ジ
ョ

ン
で

は
、
東

京
2020大

会
の

実
施

の
振
り

返
り

と
今

後
の

取
組

、将
来

の
方

向
性

を
示

し
て

い
る
。例

え
ば

、７
つ

の
方
向

性
の

う
ち「

１
．

都
立

ス
ポ

ー
ツ

施
設

の
戦

略
的

活
用

」に
お

い
て

は
、大

会
の

レ
ガ

シ
ー
を

活
か

し
、ス

ポ
ー

ツ
振

興
の

拠
点

と
し

て
更

な
る

活
用

を
図

り
つ

つ
、

エ
ン

タ
ー

テ
イ

ン
メ

ン
ト

や
ユ

ニ
ー

ク
ベ

ニ
ュ

ー
、
最
先

端
技

術
の

活
用

な
ど

で
新

た
な
体

験
を
提

供
す

る
と
と

も
に

､施
設

や
地

域
と

の
連

携
を

進
め

、
施

設
が

持
つ

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

を
最
大

限
発
揮

す
る

た
め
に

、「
ス

ポ
ー
ツ

で
の

更
な

る
活
用

」、「
多

様
な

活
用

に
よ

る
新

た
な

体
験
の

提
供

」、「
施

設・地
域

と
の

連
携

」
な

ど
の

観
点

か
ら

具
体

的
な

取
組

を
示

し
て

い
る

と
こ
ろ

が
特
徴

で
あ

る
。
 

一
方

で
、

Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｙ

Ｏ
ス

ポ
ー

ツ
レ

ガ
シ

ー
ビ

ジ
ョ

ン
は

将
来

に
向

け
た

ス
ポ

ー
ツ

施
策

の
方

向
性

を
示
す

も
の

で
あ

り
、

各
取

組
に

対
し
て

成
果
指

標
等

は
設
定

さ
れ

て
い
な

い
。

  
 

（
意

見
５

－
５

）
Ｔ

Ｏ
Ｋ

Ｙ
Ｏ

ス
ポ

ー
ツ

レ
ガ

シ
ー

ビ
ジ

ョ
ン

の
次

期
東

京
都

ス
ポ

ー
ツ

推
進

総
合

計
画

へ
の

反
映

に
つ

い
て

 
Ｔ

Ｏ
Ｋ

Ｙ
Ｏ

ス
ポ

ー
ツ

レ
ガ

シ
ー

ビ
ジ

ョ
ン

で
は

、
今

後
都

が
取

り
組

む
べ

き
事

業
や

施
策

の
方

向
性

が
示

さ
れ

て
い

る
。そ

の
上

で
、各

方
向

性
に

つ
い

て
具
体

的
な

取
組

を
示

し
て

い
る

と
こ

ろ
が

特
徴

で
あ

る
。し

か
し

、Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｙ
Ｏ

ス
ポ
ー

ツ
レ

ガ
シ
ー

ビ
ジ

ョ
ン
は

将
来

に
向

け
た

ス
ポ

ー
ツ

施
策

の
方

向
性

を
示

す
も

の
で

あ
り

、
各

取
組

に
対

し
て

成
果

指
標

等
が

掲
げ

ら
れ

て
い

る
わ

け
で

は
な

い
。
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 （（

２２
））

ＴＴ
ＯＯ

ＫＫ
ＹＹ

ＯＯ
スス

ポポ
ーー

ツツ
レレ

ガガ
シシ

ーー
ビビ

ジジ
ョョ

ンン
  

アア
  

概概
要要

  
生

活
文

化
ス

ポ
ー

ツ
局

は
、東

京
2020大

会
の

成
果

を
今

後
の

ス
ポ

ー
ツ

振
興

に
活

か
し

、
都

市
の

中
で

根
付

か
せ

て
い

く
た

め
、令

和
４

年
１

月
に「

Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｙ

Ｏ
ス

ポ
ー

ツ
レ

ガ
シ

ー
ビ

ジ
ョ

ン
」を

策
定

し
た

。Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｙ

Ｏ
ス

ポ
ー

ツ
レ

ガ
シ

ー
ビ

ジ
ョ

ン
で

は
、以

下
の

７
つ

の
方

向
性

が
示

さ
れ

て
い

る
。

 
そ

れ
ぞ

れ
の

項
目

に
お

け
る

今
後

の
取

組
は

、
以

下
の

と
お

り
で

あ
る

。
 

 １
．

都
立

ス
ポ

ー
ツ

施
設

の
戦

略
的

活
用

 
・

18施
設

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
で

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

を
最

大
限

発
揮

 
発

信
力

の
強

化
、

ニ
ー

ズ
対

応
力

の
強

化
、

一
体

的
取

組
に

よ
る

ス
ポ

ー
ツ

振
興

 
・

各
施

設
を

最
大

限
活

用
す

る
た

め
の

３
つ

の
取

組
 

ス
ポ

ー
ツ

で
の

更
な

る
活

用
、多

様
な

活
用

に
よ

る
新

た
な

体
験

の
提

供
、施

設
・
地
域

と
の

連
携

 
・

各
施

設
の

特
性

を
活

か
し

、
多

様
な

活
用

を
推

進
 

最
新

の
国

際
水

準
の

設
備

を
有

す
る

新
規

恒
久

施
設

、
長

年
都

民
に

親
し

ま
れ

て
き

た
既

存
施

設
、

そ
れ

ぞ
れ

の
特

性
を

活
か

し
、

多
様

な
活

用
を

推
進

 
２

．
国

際
ス

ポ
ー

ツ
大

会
の

誘
致

・
開

催
 

・
多

種
多

様
な

国
際

ス
ポ

ー
ツ

大
会

の
誘

致
に

向
け

て
都

立
ス

ポ
ー

ツ
施

設
を

戦
略

的
に

活
用

 
・

国
際

ス
ポ

ー
ツ

の
誘

致
・

開
催

を
促

進
 

・
観

戦
機

会
の

拡
大

の
た

め
ス

ポ
ー

ツ
の

力
に

触
れ

る
場

を
広

げ
る

 
・

東
京

の
プ

レ
ゼ

ン
ス

向
上

の
た

め
国

際
ス

ポ
ー

ツ
都

市
・

東
京

の
魅

力
を

Ｐ
Ｒ

 
３

．
ス

ポ
ー

ツ
の

場
を

東
京

の
至

る
所

に
拡

大
 

・
こ

れ
ま

で
の

取
組

を
発

展
さ

せ
、

ス
ポ

ー
ツ

の
魅

力
を

拡
大

 
・

パ
ー

ト
ナ

ー
と

協
力

し
、

オ
ー

ル
東

京
で

ス
ポ

ー
ツ

を
推

進
 

・
様

々
な

ニ
ー

ズ
に

応
じ

て
、

ス
ポ

ー
ツ

と
の

新
た

な
接

点
を

創
出

 
４

．
パ

ラ
ス

ポ
ー

ツ
の

振
興

 
・

幅
広

い
パ

ラ
ス

ポ
ー

ツ
の

普
及

と
人

材
の

育
成

の
た

め
フ

ァ
ン

の
拡

大
と

交
流

 
・

き
っ

か
け

を
提

供
す

る
た

め
パ

ラ
ス

ポ
ー

ツ
に

取
り

組
む

障
害

の
あ

る
人

を
応

援
 

・
場

を
確

保
す

る
た

め
「

だ
れ

で
も

、
ど

こ
で

も
、

い
つ

ま
で

も
」

を
実

現
 

５
．

東
京

の
ア

ス
リ

ー
ト

の
活

躍
 

東
京

の
ア

ス
リ

ー
ト

を
強

化
し

､競
技

力
向

上
の

成
果

を
､ア

ス
リ

ー
ト

の
地

域
で

の
活

躍
に

活
か

す
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表
Ｂ

－
５

－
３

 
都

が
保

有
す
る

ス
ポ

ー
ツ
施

設
の
コ

ス
ト

等
 

 
（

注
１

）
有

明
ア

リ
ー

ナ
は

PFI事
業

で
あ

り
、

味
の

素
ス

タ
ジ

ア
ム

は
財

産
貸

付
で

あ
る

た
め

、
指

定
管

理
料

は
発

生
し

て
い

な
い

。
 

（
注

２
）

端
数

処
理

の
関

係
上

、
表

に
記

載
の

指
定

管
理

料
、

減
価

償
却

費
か

ら
算

出
し

た
額

と
は

一
致

し
な

い
場
合

が
あ

る
。

 
都

提
供

資
料
よ

り
監

査
人

作
成 

  （
イ

）「
新

規
恒
久

施
設

の
施

設
運

営
計

画
」

の
概

要
 

生
活

文
化

ス
ポ

ー
ツ

局
は

、
平

成
26年

12月
、
外
部

有
識

者
等

で
構

成
す

る
ア
ド

バ
イ

ザ
リ

ー
会

議
を

設
置

し
、民

間
事

業
者
、競

技
団

体
、地

元
自

治
体

等
の

意
見

を
幅

広
く

聴
き

な
が

ら
、
東

京
2020大

会
後

の
施

設
の

活
用

方
策

に
つ
い

て
検

討
を
進

め
、
さ
ら

に
、
平

成
28

年
９

月
か

ら
都

政
改

革
本

部
の

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク
・

パ
ラ

リ
ン
ピ

ッ
ク
調

査
チ

ー
ム

と
連

携
し

な
が

ら
詳

細
な

検
討

を
重

ね
た

。「
新

規
恒

久
施

設
の
施

設
運

営
計
画

」
は

、
こ
う

し
た

検
討

結
果

を
取

り
ま

と
め

た
も

の
で

あ
り

、
大

会
後

の
施

設
運
営

の
指
針

と
な

る
も

の
で
あ

る
。 

同
計

画
は

、
①

点
（

施
設

）
か

ら
面
（

地
域

）
へ

、
②

コ
ス

ト
か
ら

将
来

へ
の

投
資

へ
、
③

官
か

ら
民

へ
、と

い
う

３
つ

の
視

点
の
下

、東
京

ア
ク

ア
テ

ィ
ク
ス

セ
ン

タ
ー
外

５
施

設
に

つ
い

て
施

設
別

に
大

会
開

催
数

と
競

技
利

用
及

び
一

般
利

用
等

に
区

分
さ

れ
た

年
間

来
場

者
数

が
目

標
と

し
て

設
定

さ
れ

て
い

る
。

 
 

指
定

管
理
料

（
百

万
円

）

減
価

償
却

費
（

百
万

円
）

合
　

計
（
百

万
円

）
注

２

年
間

利
用

者
数

（
人

）

一
人

当
た
り

指
定

管
理
料

（
千

円
）
注

２

一
人

当
た

り
コ

ス
ト

（
千

円
）
注

２
東

京
ア

ク
ア

テ
ィ

ク
ス

セ
ン

タ
ー

505
2,282

2,787
696,652

0.7
4.0

海
の
森

水
上

競
技

場
171

1,317
1,488

58,357
2.9

25.5
有

明
ア

リ
ー

ナ
-

1,326
1,326

1,282,350
-

1.0
注

１
カ

ヌ
ー

ス
ラ

ロ
ー

ム
セ

ン
タ

ー
159

170
329

52,363
3.0

6.3
大

井
ふ

頭
中

央
海

浜
公

園
ホ

ッ
ケ

ー
競

技
場

72
221

293
97,403

0.7
3.0

夢
の
島

公
園

ア
ー

チ
ェ

リ
ー

場
13

15
28

10,583
1.2

2.7
東

京
体

育
館

219
677

897
1,066,879

0.2
0.8

駒
沢
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
公

園
総

合
運

動
場

641
316

957
935,779

0.7
1.0

東
京
武

道
館

277
152

429
319,563

0.9
1.3

有
明
テ

ニ
ス

の
森

公
園

テ
ニ
ス

施
設

50
172

222
578,081

0.1
0.4

若
洲
海

浜
公

園
ヨ

ッ
ト

訓
練

所
54

23
78

1,437
37.8

54.1
武

蔵
野

の
森

総
合

ス
ポ
ー

ツ
プ

ラ
ザ

269
687

956
773,610

0.3
1.2

味
の
素

ス
タ

ジ
ア

ム
-

680
680

1,565,974
-

0.4
注

１
東

京
都

障
害

者
総

合
ス

ポ
ー

ツ
セ

ン
タ

ー
564

123
686

81,346
6.9

8.4
東

京
都

多
摩

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
セ

ン
タ

ー
369

205
574

73,188
5.0

7.8
東

京
都

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

ト
レ
ー

ニ
ン

グ
セ

ン
タ

ー
211

60
271

14,293
14.8

19.0
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東
京

2020大
会

の
成

果
を

今
後

の
ス

ポ
ー

ツ
振

興
に

活
か

し
、
都

市
の

中
で

根
付

か
せ

て
い

く
た

め
、

Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｙ

Ｏ
ス

ポ
ー

ツ
レ

ガ
シ

ー
ビ

ジ
ョ

ン
で

示
さ

れ
て

い
る

取
組

内
容

に
つ

い
て

、取
組

の
進

行
状

況
を

振
り

返
り

、現
在

検
討

さ
れ

て
い

る
次

期
東

京
都

ス
ポ

ー
ツ

推
進

総
合

計
画

に
お

い
て

反
映

し
た

上
で

、
各

事
業

に
取

り
組

ま
れ

た
い

。
 

 （ （
３３

））
スス

ポポ
ーー

ツツ
施施

設設
のの

利利
用用

促促
進進

  
アア

  
概概

要要
  

（
ア

）
都

の
ス

ポ
ー

ツ
施

設
 

都
の

ス
ポ

ー
ツ

施
設

の
う

ち
以

下
の

６
施

設（
以

下「
東

京
ア

ク
ア

テ
ィ

ク
ス

セ
ン

タ
ー

外
５

施
設

」
と

い
う

。）
は

、
東

京
2020

大
会

の
開

催
に

お
い

て
新

規
に

整
備

し
た

施
設

で
あ

る
。

 
・

東
京

ア
ク

ア
テ

ィ
ク

ス
セ

ン
タ

ー
 

・
海

の
森

水
上

競
技

場
 

・
有

明
ア

リ
ー

ナ
 

・
カ

ヌ
ー

・
ス

ラ
ロ

ー
ム

セ
ン

タ
ー

 
・

大
井

ふ
頭

中
央

海
浜

公
園

ホ
ッ

ケ
ー

競
技

場
 

・
夢

の
島

公
園

ア
ー

チ
ェ

リ
ー

場
 

 ま
た

、東
京

ア
ク

ア
テ

ィ
ク

ス
セ

ン
タ

ー
外

５
施

設
以

外
の

都
立

ス
ポ

ー
ツ

施
設

は
、以

下
の

10施
設

（
以

下
「

東
京

体
育

館
外

９
施

設
」

と
い

う
。）

で
あ

る
。

 
・

東
京

体
育

館
 

・
駒

沢
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
公

園
総

合
運

動
場

 
・

東
京

武
道

館
 

・
有

明
テ

ニ
ス

の
森

公
園

テ
ニ

ス
施

設
 

・
若

洲
海

浜
公

園
ヨ

ッ
ト

訓
練

所
 

・
武

蔵
野

の
森

総
合

ス
ポ

ー
ツ

プ
ラ

ザ
 

・
味

の
素

ス
タ

ジ
ア

ム
 

・
東

京
都

障
害

者
総

合
ス

ポ
ー

ツ
セ

ン
タ

ー
 

・
東

京
都

多
摩

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
セ

ン
タ

ー
 

・
東

京
都

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

セ
ン

タ
ー

 
 令

和
５

年
度

に
お

け
る

そ
れ

ぞ
れ

の
施

設
の

コ
ス

ト
、利

用
者

数
、利

用
者

数
一

人
当

た
り

コ
ス

ト
の

状
況

は
、

以
下

の
と

お
り

で
あ

る
。
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 イイ

  
監監

査査
のの

結結
果果

  
（

ア
）

東
京

ア
ク

ア
テ

ィ
ク

ス
セ

ン
タ

ー
外

５
施

設
 

東
京

ア
ク

ア
テ

ィ
ク

ス
セ

ン
タ

ー
外

５
施

設
の

令
和

５
年

度
に

お
け

る
大

会
開

催
数

と
来

場
者

数
の

目
標

と
実

績
の

状
況

は
、以

下
の
と

お
り
で

あ
る

。な
お
、年

間
来

場
者

数
の

実
績

に
つ

い
て

は
競

技
利

用
と

一
般

利
用

等
に

区
分

し
て

集
計

さ
れ

て
い

な
い

た
め

、
両

者
を

合
算

し
た

来
場

者
数

と
な

っ
て

い
る

。
 

 表
Ｂ

－
５

－
５

 
東

京
ア

ク
ア

テ
ィ

ク
ス

セ
ン

タ
ー

外
５

施
設

の
大

会
開

催
数

目
標

と
実

績
の

比
較

 
（

単
位

：
回

）
 

 
目

標
 

令
和

５
年

度
 

実
績

 
比

較
 

東
京

ア
ク

ア
テ
ィ

ク
ス

セ
ン

タ
ー

 
100 

82 
△

18 
海

の
森

水
上

競
技

場
 

30 
31 

＋
1 

有
明

ア
リ

ー
ナ

 
10 

17 
＋

7 
カ

ヌ
ー

・
ス

ラ
ロ

ー
ム

セ
ン

タ
ー

 
7 

8 
＋

1 
大

井
ふ

頭
中

央
海

浜
公

園
ホ

ッ
ケ

ー
競

技
場

 
23 

40 
＋

13 
夢

の
島

公
園

ア
ー

チ
ェ

リ
ー

場
 

20 
41 

＋
21 

都
提

供
資

料
よ

り
監

査
人

作
成

 
 表
Ｂ

－
５

－
６

 
東

京
ア

ク
ア

テ
ィ

ク
ス

セ
ン

タ
ー

外
５

施
設

の
入

場
者

数
目

標
と

実
績

の
比

較
 

（
単

位
：

人
）

 

 
年

間
来

場
者

数
目

標
 

令
和

５
年

度
 

実
績

 
比

較
 

競
技

利
用

 
一

般
利

用
等

 
東

京
ア

ク
ア

テ
ィ

ク
ス

 
セ

ン
タ

ー
 

850,000 
150,000 

696,652 
△

303,348 

海
の

森
水

上
競

技
場

 
310,000 

40,000 
58,357 

△
291,643 

カ
ヌ

ー
・

ス
ラ

ロ
ー

ム
 

セ
ン

タ
ー

 
30,000 

70,000 
52,363 

△
47,637 

（
単

位
：

人
）

 

 

年
間

来
場

者
数

目
標

 
令

和
５

年
度

 
実

績
 

比
較

 
メ

イ
ン

ア
リ

ー
ナ

 
（

ス
ポ

ー
ツ

大
会

）

ス
ポ

ー
ツ

大
会

以
外

の
メ

イ
ン

ア
リ

ー
ナ

利
用

、
サ

ブ
ア
リ

ー
ナ

利
用

他
 

有
明

ア
リ

ー
ナ

 
90,000 

1,190,000 
1,282,350 

2,350  
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 表

Ｂ
－

５
－

４
 

東
京

ア
ク

ア
テ

ィ
ク

ス
セ

ン
タ

ー
外

５
施

設
で

設
定

さ
れ

て
い

る
目

標
（「

新
規

恒
久

施
設

の
施

設
運

営
計

画
」

作
成

時
）

 
 

設
定

さ
れ

て
い

る
目

標
 

大
会

開
催

数
 

（
回

）
 

年
間

来
場

者
数

（
人

）
 

競
技

利
用

 
一

般
利

用
 

東
京

ア
ク

ア
テ
ィ

ク
ス

 
セ

ン
タ

ー
 

100 
850,000 

150,000 

海
の

森
水

上
競

技
場

 
30 

310,000 
40,000 

カ
ヌ

ー
・

ス
ラ

ロ
ー

ム
 

セ
ン

タ
ー

 
７

 
30,000 

70,000 

  
設

定
さ

れ
て

い
る

目
標

 

大
会

開
催

数
 

（
回

）
 

年
間

来
場

者
数

（
人

）
 

メ
イ

ン
ア

リ
ー

ナ
 

（
ス

ポ
ー

ツ
大

会
）

 ス
ポ

ー
ツ

大
会

以
外

の
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
利
用
、
 

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
利
用
他
 

有
明

ア
リ

ー
ナ

 
10 

90,000 
1,310,000 

  
設

定
さ

れ
て

い
る

目
標

 
大

会
開

催
数

 
（

回
）

 
年

間
来

場
者

数
（

人
）

 
大

会
利

用
 

練
習

・
合

宿
等

利
用

 
大

井
ふ

頭
中

央
海

浜
 

公
園

ホ
ッ

ケ
ー

競
技

場
 

23 
130,000 

70,000 

  
設

定
さ

れ
て

い
る

目
標

 
大

会
開

催
数

 
（

回
）

 
年

間
来

場
者

数
（

人
）

 
競

技
利

用
 

多
目

的
利

用
 

夢
の

島
公

園
 

ア
ー

チ
ェ

リ
ー

場
 

20 
3,000 

30,000 

「
新

規
恒

久
施

設
の

施
設

運
営

計
画

」
よ

り
監

査
人

作
成

抜
粋

 
 一

方
で

、東
京

体
育

館
外

９
施

設
に

つ
い

て
は

、指
定

管
理

者
制

度
に

よ
る

民
間

事
業

者
の

活
用

等
に

よ
り

、
利

用
者

の
満

足
度

を
高

め
る

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
に

努
め

て
い

る
が

、「
新

規
恒

久
施

設
の

施
設

運
営

計
画

」
の

よ
う

な
目

標
は

設
定

さ
れ

て
い

な
い

。
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 は

約
4,300

円
の

水
準

に
な

る
た

め
、
年

間
来

場
者
数

の
拡
大

に
努

め
る
こ

と
で

利
用

者
数

一
人

当
た

り
コ
ス

ト
の

低
下

が
見

込
ま

れ
る

。
 

海
の

森
水

上
競

技
場

、カ
ヌ

ー
・
ス

ラ
ロ
ー

ム
セ
ン

タ
ー

、大
井

ふ
頭

中
央

海
浜

公
園

ホ
ッ

ケ
ー

競
技

場
、夢

の
島

公
園

ア
ー

チ
ェ

リ
ー
場

に
つ
い

て
は

、大
会

数
の

実
績

が
目

標
を
上

回
っ

て
い

る
も

の
の

、年
間

来
場

者
数

の
実

績
が

目
標

を
下
回

っ
て

い
る
た

め
、特

に
一
般

利
用

等
、

多
目

的
利

用
を

含
め

て
来

場
者

数
の

底
上

げ
を

図
る

こ
と

で
年

間
来

場
者

数
の

拡
大

に
努

め
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

。
 

有
明

ア
リ

ー
ナ

に
つ

い
て

は
、Ｐ

Ｆ
Ｉ（

コ
ン
セ

ッ
シ

ョ
ン
）方

式
を

採
用

し
、運

営
権

者
が

独
立

採
算

で
運

営
を

行
っ

て
い

る
施

設
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
都

の
定

め
る

要
求

水
準

書
に

お
い

て
施

設
の

利
用

実
態

や
稼

働
率

な
ど

年
間

来
場

者
数

と
は

異
な

る
指

標
で

評
価

し
て

い
る

。都
は

事
業

に
係

る
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

通
じ

て
、要

求
水

準
の

未
達

状
態
が

な
い

か
な

ど
確

認
を

行
っ

て
い

る
。

 
東

京
ア

ク
ア

テ
ィ

ク
ス

セ
ン

タ
ー

に
つ

い
て

は
、

大
会

開
催

数
の

実
績

及
び

年
間

来
場

者
数

の
実

績
が

目
標

を
下

回
っ

て
い

る
が

、施
設

利
用
日

数
が
多

い
状

況
に
あ

る
。そ

の
た

め
、

年
間

来
場

者
数

の
実

績
に

つ
い

て
、

計
画

と
同

様
に

競
技

利
用

及
び

一
般

利
用

等
に

区
分

し
て

集
計

・
分

析
し

た
上

で
、

効
果

的
な

対
応

が
検
討

・
実
施

さ
れ

る
必
要

が
あ

る
。
 

 
（

意
見

５
－

６
）

年
間

来
場

者
数

の
集

計
・

分
析
及

び
年
間

来
場

者
数
の

拡
大

に
つ
い

て
 

東
京

ア
ク

ア
テ

ィ
ク

ス
セ

ン
タ

ー
、海

の
森

水
上

競
技
場

、カ
ヌ

ー
・
ス
ラ

ロ
ー

ム
セ

ン
タ

ー
、大

井
ふ

頭
中

央
海

浜
公

園
ホ

ッ
ケ
ー

競
技
場

、夢
の

島
公

園
ア

ー
チ
ェ

リ
ー

場
に

つ
い

て
、

計
画

公
表

時
に

は
、

大
会

開
催

数
と

競
技

利
用

及
び

一
般

利
用

等
に

区
分

さ
れ

た
来

場
者

数
を

目
標

値
と

し
て

い
る

が
、年

間
来

場
者

数
の
実

績
に

つ
い
て

は
、目

標
と

同
じ
区

分
で

集
計

さ
れ

て
い

な
い

。
 

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イ

ク
ル

を
効

果
的

に
運

用
す

る
た

め
に

は
、

目
標

と
そ

の
達

成
度

合
い

を
測

る
た

め
の

実
績

を
同

一
の

基
準

で
集

計
し

、分
析
を

行
う

こ
と
が

望
ま
し

い
。担

当
者

に
よ

る
と

、現
在

は
各

施
設

と
も

競
技

利
用

や
一
般

利
用

等
に
と

ど
ま
ら

ず
、イ

ベ
ン

ト
や

ロ
ケ

撮
影

な
ど

多
様

な
利

用
の

促
進

を
進

め
て

お
り

、同
様
の

区
分
で

集
計
・
分

析
す
る

こ
と

が
、必

ず
し

も
現

状
に

は
な

じ
ま

な
い

と
考

え
て
い

る
と
い

う
こ

と
で
あ

る
。
 

実
績

集
計

方
法

の
工

夫
な

ど
に

よ
り

効
果

的
な
分

析
方
法

を
検

討
さ
れ

た
い

。
そ
の

上
で

、
こ

れ
ま

で
の

枠
組

み
に

囚
わ

れ
な

い
利

用
実

態
に

応
じ

た
目

標
値

を
設

定
す

る
な

ど
、

競
技

利
用

等
の

ほ
か

多
目

的
利

用
を

含
め

て
来

場
者

数
の

底
上

げ
を

図
る

取
組

を
推

進
さ

れ
た

い
。 
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（
単

位
：

人
）

 

 
年

間
来

場
者

数
目

標
 

令
和

５
年

度
 

実
績

 
比

較
 

大
会

利
用

 
練
習
・
合
宿
等

利
用
 

大
井

ふ
頭

中
央

海
浜

公
園

 
ホ

ッ
ケ

ー
競

技
場

 
130,000 

70,000 
97,403 

△
102,597 

（
単

位
：

人
）

 

 
年

間
来

場
者

数
目

標
 

令
和

５
年

度
 

実
績

 
比

較
 

競
技

利
用

 
多

目
的

利
用

 
夢

の
島

公
園

 
ア

ー
チ

ェ
リ

ー
場

 
3,000 

30,000 
10,583 

△
22,417 

（
注

）有
明

ア
リ

ー
ナ

の「
ス

ポ
ー

ツ
大

会
以

外
の

メ
イ

ン
ア

リ
ー

ナ
利

用
、サ

ブ
ア

リ
ー

ナ
利

用
他

」に
含

ま
れ

る「
レ

ス
ト

ラ
ン

・
カ

フ
ェ

」
利

用
者

数
（

12万
人

：
集

計
困

難
）

を
除

い
て

い
る

。
同

利
用

者
数

を
含

め
る

と
新

規
恒

久
施

設
の

施
設

運
営

計
画

の
年

間
来

場
者

数
目

標
の

1,310,000人
と

な
る

。
 

都
提

供
資

料
よ

り
監

査
人

作
成

 
 大
会

開
催

数
で

は
、東

京
ア

ク
ア

テ
ィ

ク
ス

セ
ン

タ
ー

が
目

標
を

下
回

っ
た

が
、海

の
森

水
上

競
技

場
、有

明
ア

リ
ー

ナ
、カ

ヌ
ー
・
ス

ラ
ロ

ー
ム

セ
ン

タ
ー

、大
井

ふ
頭

中
央

海
浜

公
園

ホ
ッ

ケ
ー

競
技

場
、夢

の
島

公
園

ア
ー

チ
ェ

リ
ー

場
に

つ
い

て
は

目
標

を
上

回
っ

た
。一

方
で

、
年

間
来

場
者

数（
競

技
利

用
及

び
一

般
利

用
等

の
合

計
数

）に
つ

い
て

は
、東

京
ア

ク
ア

テ
ィ

ク
ス

セ
ン

タ
ー

、海
の

森
水

上
競

技
場

、カ
ヌ

ー
・
ス

ラ
ロ

ー
ム

セ
ン

タ
ー

、大
井

ふ
頭

中
央

海
浜

公
園

ホ
ッ

ケ
ー

競
技

場
、
夢

の
島

公
園

ア
ー

チ
ェ

リ
ー

場
に

お
い

て
目

標
を

下
回

っ
た

。 
年

間
来

場
者

数
に

つ
い

て
は

、
計

画
時

と
同

様
の

区
分

で
実

績
を

集
計

し
て

い
な

い
た

め
、

各
施

設
に

お
い

て
競

技
利

用
に

関
連

す
る

来
場

者
数

が
少

な
い

の
か

、
一

般
利

用
等

の
来

場
者

数
が

少
な

い
の

か
は

把
握

で
き

な
い

。そ
の

た
め

、競
技

利
用

の
来

場
者

数
の

増
加

に
注

力
す

れ
ば

よ
い

の
か

、一
般

利
用

等
の

来
場

者
数

の
増

加
に

注
力

す
れ

ば
よ

い
の

か
、両

方
に

注
力

す
る

必
要

が
あ

る
の

か
は

実
績

デ
ー

タ
か

ら
は

判
明

し
な

い
状

況
で

あ
る

。な
お

、担
当

者
に

よ
る

と
、現

在
は

各
施

設
と

も
競

技
利

用
や

一
般

利
用

等
に

と
ど

ま
ら

ず
、イ

ベ
ン

ト
や

ロ
ケ

撮
影

な
ど

多
様

な
利

用
の

促
進

を
進

め
て

お
り

、同
様

の
区

分
で

集
計・分

析
す

る
こ

と
が

、
必

ず
し

も
現

状
に

は
な

じ
ま

な
い

と
考

え
て

い
る

と
い

う
説

明
で

あ
っ

た
。

 
こ

こ
で

、表
Ｂ

－
５

－
３

の
利

用
者

一
人

当
た

り
コ

ス
ト

を
見

る
と

、若
洲

海
浜

公
園

ヨ
ッ

ト
訓

練
所

に
つ

い
て

は
主

に
指

定
管

理
者

に
よ

る
ヨ

ッ
ト

教
室

の
開

催
を

目
的

と
す

る
施

設
で

あ
る

た
め

議
論

に
適

さ
な

い
が

、そ
の

他
の

施
設

で
は

、海
の

森
水

上
競

技
場

の
利

用
者

数
一

人
当

た
り

コ
ス

ト
が

高
い

状
況

に
あ

る
。こ

れ
は

、減
価

償
却

費
負

担
が

大
き

い
に

も
か

か
わ

ら
ず

利
用

者
数

が
少

な
い
こ

と
が

理
由

と
考

え
ら

れ
る

。一
方

で
、同

施
設

も
計

画
に

お
い

て
目

標
と

し
て

い
る

年
間

来
場

者
数

の
水

準
に

到
達

す
る

と
利

用
者

数
一

人
当

た
り

コ
ス

ト
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 ・

駒
沢

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

公
園

総
合

運
動

場
 

 
体
育
館
 

屋
内
球
技
場
 

第
一
球
技
場
 

第
二
球
技
場
 

補
助
球
技
場
 

施
設
稼
働
率
（
％

）
 

改
修

中
 

96.2 
84.1 

99.3 
98.1 

 
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
 

弓
道
場
 

合
計
 

 
個
人
利
用
者
数
（

人
）
 

154,695 
2,729 

157,424 
 

・
東

京
武

道
館
 

 
大
武
道
場

 
 

 
 

 
施
設
稼
働
率
（
％

）
 

93.7 
 

 
 

 
 

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

 
ル
ー

ム
 

弓
道
場
 

第
一
武

道
場
 

第
二
武

道
場
 

合
計
 

個
人
利
用
者
数
（

人
）
 

57,604 
2,727 

1,115 
1,207 

62,653 

・
有

明
テ

ニ
ス

の
森

公
園

テ
ニ

ス
施

設
 

 
体
育
館
 

屋
内
球
技
場
 

施
設
日
数
（
日
）

 
157 

232 
 

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（

47面
）
 

年
間
利

用
者
数
（

人
）
 

243,538 

・
武

蔵
野

の
森

総
合

ス
ポ

ー
ツ

プ
ラ

ザ
 

 
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
 

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
 

 
施
設
稼
働
率
（
％

）
 

86.3 
96.2 

 
 

プ
ー
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
 

月
額
固
定
利
用
者
 

合
計
 

個
人
利
用
者
数
（

人
）
 

137,336 
35,219 

172,555 
 ・

年
間

利
用

者
数

（
そ

の
他

の
施

設
）

 
施

設
名

称
 

集
計

区
分

 
人

数
（

人
）

 
若

洲
海

浜
公

園
ヨ

ッ
ト

訓
練
所

 
ヨ

ッ
ト

訓
練

所
 

1,437 
海

の
森

水
上

競
技

場
 

施
設

合
計

 
58,357 

夢
の

島
公

園
ア
ー

チ
ェ

リ
ー

場
 

芝
生

広
場

 
10,583 

カ
ヌ

ー
・

ス
ラ

ロ
ー

ム
セ

ン
タ

ー
 

施
設

合
計

 
52,363 

大
井

ふ
頭

中
央

海
浜

公
園

ホ
ッ
ケ

ー
競

技
場

 
施

設
合

計
 

97,403 
東

京
ア

ク
ア

テ
ィ

ク
ス

セ
ン

タ
ー

 
施

設
合

計
 

696,652 
東

京
都

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

セ
ン

タ
ー

 
施

設
合

計
 

14,293 
東

京
都

障
害

者
総

合
ス

ポ
ー

ツ
セ

ン
タ

ー
 

施
設

合
計

 
81,346 

東
京

都
多

摩
障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
セ

ン
タ

ー
 

施
設

合
計

 
73,188 

 
179 

 （
イ

）
東

京
体

育
館

外
９

施
設

 
東

京
体

育
館

外
９

施
設

に
つ

い
て

は
、

指
定

管
理

者
制

度
に

よ
る

民
間

事
業

者
の

活
用

等
に

よ
り

、利
用

者
の

満
足

度
を

高
め

る
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

に
努

め
て

い
る

が
、東

京
ア

ク
ア

テ
ィ

ク
ス

セ
ン

タ
ー

外
５

施
設

の
よ

う
な

運
営

目
標

は
設

定
さ

れ
て

い
な

い
。

 
各

施
設

の
状

況
と

し
て

は
、例

え
ば

、東
京

体
育

館
、駒

沢
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
公

園
総

合
運

動
場

、東
京
武

道
館

な
ど

の
よ

う
に

コ
ス

ト
が

相
対

的
に

低
く

、来
場

者
数

も
多

い
ス

ポ
ー

ツ
施

設
や

、若
洲

海
浜

公
園

ヨ
ッ

ト
訓

練
所

、東
京

都
パ

ラ
ス

ポ
ー

ツ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
セ

ン
タ

ー
の

よ
う

に
コ

ス
ト

が
相

対
的

に
高

く
、来

場
者

数
の

少
な

い
ス

ポ
ー

ツ
施

設
な

ど
、様

々
な

状
況

に
あ

る
。な

お
、味

の
素

ス
タ

ジ
ア

ム
に

つ
い

て
は

、都
が
株

式
会

社
東

京
ス

タ
ジ

ア
ム

に
無

償
で

貸
し

付
け

、運
営

費
は

収
益

で
賄

わ
せ

る
事

業
ス

キ
ー

ム
を

と
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、目

標
等

の
設

定
も

含
め

た
経

営
に

係
る

事
項

は
同

社
の

経
営

権
の

範
疇

と
な

っ
て

い
る

。
 

 
（

意
見

５
－

７
）

東
京

体
育

館
等

の
目

標
値

の
設

定
に

つ
い

て
 

東
京

ア
ク

ア
テ

ィ
ク

ス
セ

ン
タ

ー
、海

の
森

水
上

競
技

場
、有

明
ア

リ
ー

ナ
、カ

ヌ
ー
・
ス

ラ
ロ

ー
ム

セ
ン

タ
ー

、大
井

ふ
頭

中
央

海
浜

公
園

ホ
ッ

ケ
ー

競
技

場
、夢

の
島

公
園

ア
ー

チ
ェ

リ
ー

場
に

つ
い

て
は

、施
設
ご

と
に

大
会

開
催

数
、年

間
来

場
者

数
の

目
標

値
を

設
定

し
て

い
た

が
、東

京
体

育
館

、駒
沢

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

公
園

総
合

運
動

場
、東

京
武

道
館

、有
明

テ
ニ

ス
の

森
公

園
テ

ニ
ス

施
設

、若
洲

海
浜

公
園

ヨ
ッ

ト
訓

練
所

、武
蔵

野
の

森
総

合
ス

ポ
ー

ツ
プ

ラ
ザ

、東
京

都
障

害
者

総
合

ス
ポ

ー
ツ

セ
ン

タ
ー

、東
京

都
多

摩
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

セ
ン

タ
ー

、
東

京
都

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

セ
ン

タ
ー

に
つ

い
て

は
、

目
標

値
は

設
定

さ
れ

て
い

な
い

。
 

都
立

ス
ポ

ー
ツ

施
設

は
、ス

ポ
ー

ツ
を

通
じ

た
健

康
長

寿
の

達
成

、共
生

社
会

の
実

現
、地

域・経
済

の
活
性
化
を
実
現
す
る
た
め

に
は

不
可

欠
な

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、東

京
体

育
館

等
に

お
い

て
も

、
目

標
値

を
設

定
す

る
こ

と
を

検
討

さ
れ

た
い

。
 

な
お

、目
標

値
の

設
定

に
当

た
っ

て
は

、各
施

設
の

コ
ス

ト
や

施
設

稼
働

率
、来

場
者

数
が

様
々

な
状

況
で

あ
る

こ
と

か
ら

、例
え

ば
、施

設
稼

働
率

が
高

く
、来

場
者

数
も

多
い

施
設

に
お

い
て

は
、

苦
情

件
数

の
削

減
に

よ
る

利
用

者
満

足
度

向
上

や
安

全
な

施
設

運
営

の
た

め
の

指
標

を
設

定
す

る
な

ど
、

適
切

な
目

標
値

を
設

定
す

る
こ

と
を

検
討

さ
れ

た
い

。
 

 （
ウ

）
ス

ポ
ー

ツ
施

設
の

利
用

状
況

 
各

ス
ポ

ー
ツ

施
設

の
利

用
状

況
は

以
下

の
と

お
り

で
あ

る
。
 

・
東

京
体

育
館
 

 
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
 

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

 
 

施
設
稼
働
率
（
％

）
 

99.5 
99.8 

 
 

陸
上
競
技
場
 

プ
ー

ル
・

ト
レ

ー
 

ニ
ン

グ
ル

ー
ム 

月
額
固
定
 

利
用
者
 

健
康
体

力
 

相
談
室
 

合
計
 

個
人
利
用
者
数
（

人
）
 

21,252 
294,410 

68,657 
391 

384,710 
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 （（

４４
））

スス
ポポ

ーー
ツツ

施施
設設

のの
改改

修修
  

アア
  

概概
要要

  
都

の
ス

ポ
ー

ツ
施

設
の

改
修

計
画

は
、

施
設

の
規

模
に

合
わ

せ
て

計
画

が
策

定
さ

れ
て

い
る

。
 

都
の

財
務

局
は

、令
和

４
年

に「
第

三
次
 主

要
施
設

10か
年

維
持
更

新
計

画
」を

策
定

し
て

い
る

。同
計

画
に

お
い

て
は

、二
次

計
画
か

ら
事
業

継
続

中
の
施

設
の
ほ

か
、①

お
お

む
ね

築
35年

、
延

床
面

積
3,000㎡

以
上

の
施
設
（

大
規

模
改
修

又
は

改
築
に

よ
り

維
持
更

新
を

検
討

）、
②

お
お

む
ね

築
10年

、
延

床
面

積
10,000㎡

以
上

の
施

設
（
設

備
機

器
等

の
改

修
を

中
心

に
維

持
更

新
を

検
討

）、
③

そ
の

他
、
維

持
更

新
が
特

に
必
要

な
施

設
（

改
修
・
改

築
の

必
要

性
が

上
記

と
同

等
と

し
て

検
討

）
を

検
討

対
象
と

し
て
い

る
。

 
次

に
、一

定
規

模
の

建
築

物
が

あ
る

施
設
に

つ
い
て

は
、政

府
の

イ
ン

フ
ラ

長
寿

命
化

基
本

計
画

に
定

め
る

長
寿

命
化

計
画（

個
別

施
設

計
画
）に

よ
り

個
別

施
設

計
画
を

策
定

し
て

い
る

。 
上

記
以

外
の

施
設（

付
帯

施
設

等
）で

は
、本

体
施

設
の

改
修

計
画
に

合
わ

せ
て

修
繕

す
る

等
そ

れ
ぞ

れ
の

状
況

に
応

じ
て

対
応

す
る
こ

と
と

し
て
い

る
 

こ
れ

ら
を

要
約

す
る

と
以

下
の

と
お

り
で

あ
る

。
 

 
表

Ｂ
－

５
－

７
 

都
が

保
有
す

る
ス
ポ

ー
ツ

施
設
の

改
修
計

画
 

改
修

計
画

 
対

象
と

な
る

ス
ポ

ー
ツ

施
設

 
第

三
次

主
要

施
設

10
か

年
維

持
更

新
計

画
 

・
有

明
テ

ニ
ス

の
森

公
園

テ
ニ

ス
施

設
 

・駒
沢

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

公
園

総
合

運
動

場（
体

育
館

、陸
上

競
技

場
） 

・
東

京
武

道
館

 
・

東
京

体
育

館
 

・
東

京
ス

タ
ジ

ア
ム

（
味

の
素

ス
タ

ジ
ア

ム
）

 
・

東
京

辰
巳

ア
イ

ス
ア

リ
ー

ナ
 

長
寿

命
化

計
画

 
（

個
別

施
設

計
画

）
 

・
海

の
森

水
上

競
技

場
 

・
カ

ヌ
ー

・
ス

ラ
ロ

ー
ム

セ
ン

タ
ー

 
・

大
井

ふ
頭

中
央

海
浜

公
園

ホ
ッ

ケ
ー

競
技

場
 

・
東

京
ア

ク
ア

テ
ィ

ク
ス

セ
ン

タ
ー

 
・

有
明

ア
リ

ー
ナ

 
・

武
蔵

野
の

森
総

合
ス

ポ
ー

ツ
プ

ラ
ザ

 
・

東
京

都
障

害
者

総
合

ス
ポ

ー
ツ

セ
ン

タ
ー

 
・

東
京

都
多

摩
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

セ
ン

タ
ー

 
長

寿
命

化
計

画（
個

別
施

設
計

画
）

対
象

外
 

・
夢

の
島

公
園

ア
ー

チ
ェ

リ
ー

場
 

・
若

洲
海

浜
公

園
ヨ

ッ
ト

訓
練

所
 

・
東

京
都

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

セ
ン

タ
ー

 
・

有
明

ア
ー

バ
ン

ス
ポ

ー
ツ

パ
ー

ク
 

都
提

供
資

料
よ

り
監

査
人

作
成
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こ
れ

ら
の

施
設

使
用

率
の

算
出

方
法

は
、使

用
コ

マ
数

の
扱

い
に

つ
い

て
、１

日
を

１
コ

マ
と

し
て

カ
ウ

ン
ト

し
て

い
る

場
合

や
、

料
金

体
系

で
設

定
さ

れ
る

使
用

枠
に

合
わ

せ
て

使
用

コ
マ

数
と

し
て

い
る

場
合

な
ど

、施
設
ご

と
に

若
干

異
な

る
状

況
で

あ
っ

た
。担

当
者

に
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
使

用
率

の
算

定
方

法
は

施
設

ご
と

の
利

用
形

態
に

合
わ

せ
て

い
る

と
の

こ
と

で
あ

っ
た

。
 

一
方

、
個

人
利

用
に

つ
い

て
は

使
用

率
で

は
な

く
利

用
者

数
の

み
で

管
理

さ
れ

て
い

る
場

合
も

あ
り

、ま
た

、競
技

人
口

の
多

く
な

い
ス

ポ
ー

ツ
施

設
も

あ
る

こ
と

か
ら

、使
用

率
の

み
で

は
各

施
設

の
利

用
実

態
を

正
確

に
把

握
す

る
こ

と
が

で
き

ず
、施

設
間

で
比

較
し

て
も

、一
概

に
各

施
設

利
用

の
多

寡
を

論
ず

る
こ

と
が

で
き

な
い

状
況

で
あ

っ
た

。
 

 
（

意
見

５
－

８
）

都
立

ス
ポ

ー
ツ

施
設

の
使

用
率

の
算

定
方

法
に

つ
い

て
 

施
設

使
用

率
の

算
出

方
法

は
、

使
用

コ
マ

数
の

扱
い

な
ど

が
施

設
ご

と
に

若
干

異
な

る
状

況
で

あ
っ

た
。ま

た
、個

人
利

用
に

つ
い

て
は

使
用

率
で

は
な

く
利

用
者

数
の

み
で

管
理

さ
れ

て
い

る
場

合
も

あ
り

、競
技

人
口

の
多

く
な

い
ス

ポ
ー

ツ
施

設
も

あ
る

こ
と

か
ら

、使
用

率
の

み
で

は
各

施
設

の
利

用
実

態
を

正
確

に
把

握
す

る
こ

と
が

で
き

ず
、
施

設
間

で
比

較
し

て
も

、
一

概
に

各
施

設
利

用
の

多
寡

を
論

ず
る

こ
と

が
で

き
な

い
状

況
で

あ
っ

た
。

 
比

較
可

能
性

の
観

点
か

ら
は

、
他

の
施

設
と

同
じ

使
用

率
の

算
定

方
法

を
採

用
す

る
こ

と
も

考
え

ら
れ

る
。ま

た
、競

技
人

口
が

少
な

く
、全

国
的

に
も

類
似

施
設

の
少

な
い

場
合

に
は

、
他

県
と

の
比

較
可

能
性

も
考

慮
し

た
使

用
率

の
算

定
方

法
を

採
用

す
る

こ
と

も
考

え
ら

れ
る

。 
本

格
開

業
か

ら
間

も
な

い
施

設
も

複
数

あ
る

こ
と

か
ら

、今
後

、各
施

設
の

利
用

状
況

を
確

認
の

上
、使

用
率

の
算

定
方

法
が

利
用

実
態

と
適

合
し

て
い

な
い

の
で

あ
れ

ば
、算

定
方

法
を

再
検

討
さ

れ
た

い
。

 
 （

意
見

５
－

９
）

東
京

都
パ

ラ
ス

ポ
ー

ツ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
セ

ン
タ

ー
の

有
効

活
用

に
つ

い
て

 
令

和
５

年
３

月
よ

り
稼

働
し

て
い

る
東

京
都

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

セ
ン

タ
ー

の
年

間
利

用
人

数
は

、低
い

状
況

に
あ

る
。本

施
設

は
、障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

セ
ン

タ
ー

と
は

異
な

り
障

害
者

専
用

施
設

で
は

な
い

た
め

、
パ

ラ
ス

ポ
ー

ツ
の

拠
点

と
し

て
の

機
能

を
確

保
し

つ
つ

、
健

常
者

の
利

用
促

進
も

力
を

入
れ

て
い

る
。

 
稼

働
か

ら
間

も
な

い
施

設
で

あ
る

た
め

、
引

き
続

き
関

連
団

体
と

連
携

を
強

化
し

て
施

設
利

用
者

の
拡

大
に

努
め

る
と

と
も

に
、

近
隣

施
設

と
の

連
携

や
近

隣
住

民
へ

の
広

報
活

動
に

よ
る

認
知

度
向

上
な

ど
に

よ
り

、パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

の
拠

点
と

し
て

の
機

能
を

確
保

し
つ

つ
、健

常
者

利
用

の
拡

大
に

つ
い

て
も

更
に

取
り

組
ま

れ
る

こ
と

を
検

討
さ

れ
た

い
。

 
 

 




